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序 文

今回、 発掘調査報告書を刊行しました灰塚遺跡は球磨郡深田村に所在します。

球磨郡は県南に位置し、 悠久の流れを持つ球磨川はその文化を育んできました。

本書は平成5年度から9年度にかけて県営緊急畑地帯総合整備事業(須恵・深

田地区)に伴って発掘調査を実地した報告書です。 調査の結果、 旧石器~近世の

遺構・遺物が出土しました。 今回報告するのは主に縄文時代の成果です。 約3万

点を超える膨大な出土遺物の遺跡で、 特に彩色耳栓や異形土器・石器など、 当時

の精神文化の充実を伺わせます。

今回の成果が学術のみならず、 県民の皆様をはじめ多くの方々に広く活用され、

埋蔵文化財に対する関心と御理解を深めていただく一助になれば幸いに存じます。

最後に埋蔵文化財の発掘調査に御協力いただいた県農政部・県球磨事務所耕地

課・深田村役場・深田村教育委員会、 および、 地元の方々に対し心より感謝申し

上げます。

平成12年3月31日

熊本県教育長

佐々木正典



例 日
I 本書 は 、 県営緊急畑地帯総合整備事業 に伴 う 埋蔵文化財調査の調査報告書で あ り 、 平成 5 � 9 年度 に 実

施 し た灰塚遺跡調査報告の 第 l 冊分で 、 主 に 基本土層N層 出 土 の 遺構 ・ 遺物 を 掲載 し た 。

2 調査 は熊本県農政部 か ら 委託 を 受 け熊本県教育委員 会が実施 し 、 遺物 の 整理 ・ 保管 は熊本県文化財収蔵

庫で行 っ た 。

3 現場で の 遺構実測 ・ 写真撮影 ・ 遺物取 り 上げは各調査員 が行 い 、 遺構実測 ・ 遺物取 り 上 げの 一 部 、 及び

分布 図 は(有)埋蔵文化財サポ ー ト シ ス テ ム の委託事業 と し た 。 遺物実測 は井上美保 . i賓 田智美 ・ 可児真 由

美 ・ 横 山 明代 ・ 山 下義満が行 い 、 石器実測 は 主 と し て(械工 ー ティ ッ ク 環境文化研究所の委託事業 と し 、

一部、 岩谷史記 ・ 山 下義満が行 っ た 。 遺物撮影は福田信子が行 っ た 。

4 本書の 地形図 は県農政部か ら 提供 を 受 け た も の を も と に し て作成 し た 。 ま た 遺跡空中写真 は深田村教育

委員 会 よ り 提供 を 受 け た 。

5 本書の執筆 は 下記 の 者 が行 っ た 。

木崎康弘 ( 第E 章 第 2 節)

i貴田智美 ( 第 V 章 第 l 節 第 1 ・ 2 ・ 7 類)

岩谷史記 ( 第四 章 第 l 節)

山 下義満 (上記以外)

6 本書の編集 は熊本県文化財収蔵庫で行 い 、 山下が担当 し た 。

凡 例
1 現地で の 実測 図 は 、 以下の縮尺で作成 し た 。

集石 1 / 20 土坑 1 / 20

2 本書作成 の際には 以 下 の 縮尺 と し た 。

集石 1 / 30 土坑 1 / 30

3 遺構の 方位は真北 で あ る 。

4 遺構内 で、の特徴的 な 痕跡 に つ い て は ス ク リ ー ン ト ー ン を 使用 し た 。

焼土 曜璽 火受石 慶麹 灰 EZZZJ
ま た彩色遺物 は それぞれの彩色 を も っ て 表現 し た 。

5 遺物分布 図 で は 一括遺物 、 及びグ リ ッ ト 取 り 上 げ等 を 除い た ド ッ ト 取 り 上 げ分の み を 提示 し た 。

6 コ ン タ の レ ベ ル は 遺物分布 の 密集地点に設定し た 。

7 写真 のス ケ ー ル は 編 集の都合に よ り 任意 と し た 。
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第 2 節 調査の組織

第I章 調 査 の 経 過

第1節 調査に至る過程

本遺跡の調査は須恵・深田地区緊急畑地帯総合整

備事業によるものである。 この事業は農産物輸入自

由化に耐えられるように畑地帯の整備を行い農業経

営の合理化と安定を 図ることを目的として農道網の

整備と区画整理を行うことを目的としている。 この

事業による受益者は153名に 及び、 受益面積は38 ha

である。着手は平成2 年、 完了は平成14 年を予定し

ている。

事業の実施に先立ち事業地区内に文化財が所在す

る可能性が高いことから、 試掘調査を実施し遺跡の

存在が確認され、 文化課と農政部局で設計変更を行

い、 文化財に影響の及ぶ範囲を確認し調査区を設定

した。

第2節 調査の組織

調査は平成5年-9年に渡り、 長期間の調査であ

るため調査責任者・事務局は調査最終年度を提示し

た。

調査主体者 熊本県教育委員会

調査責任者

豊田 貞二(文化課長)

丸山 秀人(教育審議員)

石原 昭宏(謀長補佐)

松本 健郎(課長補佐 調査第2 係担当)

調査事務局

小斉 久代(総務係長)

岸本 誠司(主事)

川口 久夫(主事)

調査担当

木村 元浩(学芸員 試掘担当)

野口 龍彦(文化財保護主事 平成5年度)

水野 哲郎(文化財保護主事、 平成5年度)

山下 義満(文化財保護主事、 平成6-9年度)

木崎 康弘(文化財保護主事、 平成6年度)

中村 幸弘(学芸員 平成8年度)

北川賢次郎(嘱託 平成5-6年度)

戸田 清恵(嘱託、 平成7年度)

中川 裕二(嘱託、 平成7年度)

高見 淳(嘱託 平成8 -9年度)

宮崎布美子(嘱託 平成8 年度)

報告書担当

山下 義満(文化財保護主事)

隈部 香織(嘱託)

戸田 清恵(嘱託)

井上 美保(嘱託)

i賓田 智美(嘱託)

福田 信子(嘱託)

横山 明代(嘱託)

専門調査員(順不同・敬称略)

佐藤 伸二(八代高等専門学校)

新東 晃一(鹿児島県埋蔵文化財センター)

高倉 洋彰(西南学院大学)

陳 園慶(中華民国 吉林大学)

工藤 敬一(熊本大学)

大久保浩二(鹿児島県埋蔵文化財センター)

調査指導及び協力者(順不同・敬称略)

深水 一雄(深田村在住 郷土史家)

山本 信夫(太宰府市教育委員会)

狭川 真一(太宰府市教育委員会)

木村幾多郎(大分市歴史資料館)

泉 拓良(奈良大学)

鶴嶋 俊彦(人吉市教育委員会)

和田 好史(人吉市教育委員会)

出会 宏光(相良村教育委員会)

溝下 昌美(湯前町教育委員会)

松舟 博満(人吉市在住熊本県文化財保護指導委員)

渋谷 敦(錦町在住熊本県文化財保護指導委員)

成瀬 正和(宮内庁正倉院 保存科学室)

横手浩二郎(鹿児島大学大学院)
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第 I 章 調査の経過

第3節 調査の過程

発掘調査は平成5年8月24日から平成9年8月28

日まで実施した。 調査の経過については経過表(第

l表) を参考とされたい。

民 5 6 7 

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 l 

皿層調査

A 表土剥ぎ W層調査
清掃

E層調査 W層調査 一r-

B 
表土剥ぎ
清掃

困層調査

C 
表土剥ぎ
清掃

ーー+ーー

D 表土剥ぎ
清掃

民 8 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 

E層調査 N層調査 N層調査一一
C 

皿層調査 E層調査

D 表土剥ぎ
清掃

E層調査 N層調査

E 表土事Ijぎ
清掃

F 表土剥ぎ
清掃

I� 9 
8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

N層調査

C 

W層調査

D 

第 1 表 調査経過表
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第 2 節 歴史的環境

第E章 位置と環境

第1節 地質と地形

本遺跡の所在す る 球磨郡深田村は東部か ら 北部 に

か け て須恵村 ・ 南部に免田 町 ・ 西部 に錦町 ・ 北部か

ら 西部 に か け て相良村と周囲を各町村に隣接 し て い

る 。 球磨地方で は 大 き く 東を上球磨 ・ 中 央を中球磨

・ 西を下球磨と称す る 。 深 田村は球磨盆地 の ほ ぼ中

央 に位置す る 中球磨 に 所在 し 、 本遺跡 に 設置 し た ロ

ー リ ン グ タ ワー か ら 中球磨が一望で き た こ とは遺跡

の持つ立地条件の 一 つ で、 あ っ た 。

球磨盆地 は E N E 方向 に 伸 び、 こ の 盆地の 中 央部

を二分す る よ う に 日 本 3 大急流 の 一 つ で あ る 球磨 川

が西流 し 、 球磨川 及 び こ れに注 ぐ80に及ぶ支流沿い

に低地 (堆積物 ) が分布 し て い る 。 調査 は 長期間 に

及んだ た め 年間を通 し た球磨川 の表情を見 る こ とが

で き 、 特 に梅岡時期の水量及 び水流は自然 の脅威を

感 じ た も の で あった 。

本遺跡、の所在す る 深 田 村 は 地質分帯上、 南西 日 本

外帯 に 属 し 、 お よ そ l億万年 の 地層 で あ る 白亜系 四

万十層 の 分布す る 四万十帯 内 に位置す る 。 また球磨

盆地 は 断層 角盆地とい われ、 盆地北岸で は未固結堆

積物 お よ び火砕流堆積物 よ り な る 小起伏正陵地が発

達、 南岸で は段Eが広大 な 分布を示すとい う 地形的

特徴 に差異が見 ら れ る 。 そ の 両側 、 特 に 南東側 で は

複合扇状地帯が発達 し 段正堆積物 よ り な っ て い る 。

段E堆積物 の 下 に は 加久藤 ・ 阿蘇 ・ 入戸の各火砕流

堆積が分布 し 、 こ れ ら の 火砕流 は直接地表面を覆 い 、

シ ラ ス 及 び加久藤火砕流 の 分布 が特 に 広 く 、 傾斜面

工事等 に て そ の状況を観察す る こ とがで き る 。

第2節 歴史的環境

歴史的環境で の使用 番号 は熊 本県遺跡地 図 (平成

10年 3月31 日 発行) に 従 っ た 。

【先土器時代】球磨 ・ 人吉地方の先土器時代遺跡 に

つ い て は 、 今 日 まで に50箇所が確認 さ れ て い る 。 そ

の所属 時期毎の 内訳 は 、 ナ イ フ形石器文化以前 2 遺

跡 (深田村中里遺跡) 、 ナ イ フ形石器文化33遺跡、 細

石器文化12遺跡、 不 明 6 遺跡であ る 。

ナ イ フ形石器文化 の中で も っ と も 古い 石器文化 に

は 、 湯前 町潮山遺跡 ・ ク ノ 原 遺跡、 ・ 人吉市血気 ケ 峰

遺跡 ・ 山 江村狸谷遺跡 ・ 球磨村久保遺跡があ る 。 こ

の 中 で そ の状況が明 ら か に さ れ て い る の は 、 潮 山 遺

跡 ・ ク ノ 原 遺跡 ・ 狸谷遺跡 ・ 久保遺跡 で あ る 。 潮山

遺跡では、 ナ イ フ形石器、 刃部磨製石斧 、 削 器等 の

石器が出 土 し た 。 そ の 出 土 層 位 や内容か ら 球磨郡最

古の ナ イ フ形石器文化 で あ る と考 え ら れ る 。 ク ノ 原

遺跡で は 、 ナ イ フ形石器、 掻器、 削 器 、 磨 石 ・ 敵石

等 の 多 く の 石器が出 土 し た 。 狸谷遺跡や 久保遺跡で

は 、 ナ イ フ形石器、 掻器、 削 器 、 扶入石器、 彫器、

磨石 ・ 敵石等 の 多 く の 石器が出 土 し た 。 ク ノ 原遺跡

や狸谷遺跡、 久保遺跡 は 、 そ の 出 土 層 位 や内容か ら

み て 、 潮山遺跡の次の時期、 始良 Tn火 山 灰 (以後、

[" A T J と い う 。 ) 降灰直前 に 位 置付 け ら れ る 。

A T 降灰以後の ナ イ フ形石器文化 は 、 球磨郡 内 で

も 多 く 確認 さ れ て い る 。 それ ら は 、 剥 片尖頭器や三

稜尖頭器の存在 に 特徴付 け ら れ、 灰塚遺跡周 辺 に は 、

須恵村中尾遺跡 (508 - 01 1 ) 、 沖松遺跡 (508 - 026)

があ る 。 また 細石器文化 関係 で は 、 須恵村別 府遺跡

(508 - 025) があ る 。

[縄文時代]灰塚遺跡 で は 早期に属 す る 遺物 が 出 土

し た 。 早期の 遺跡 で は 出 土点数が少 な い が、 須恵村

堂 園 遺跡 (508 - 027) ・ 中 尾 遺 跡 ・ 別 府 遺 跡 ・ 沖松

遺跡があ る 。 こ の 中 で堂 園 遺 跡 で は 、 当 時 の 集 落構

造の分か る 貴重 な デー タ が得 ら れて い る 。 こ の他、

周辺で は 、 上阿蘇 B 遺跡 (508 - 012、 塞 ノ 神式土器)

・ 諏訪原遺跡 ( 押 型 文 土 器 、 塞 ノ 神 式 土 器) ・ 馬 場

遺跡 (508 - 014、 押型丈土器) ・ 小春遺跡、 (508 - 015、

押型文土器、 塞 ノ 神式土器) ・ 浜 ノ 上遺跡 (508 - 029、

押型文土器、 塞 ノ 神 式土器) ・ 古 城 遺 跡 ( 押 型 文 土

器) な どが検出 さ れて い る 。

前期 の資料と し て は 、 人吉市八峰遺跡や湯前 町浄

心寺 (登録名称は 城泉寺) 周 辺 で映状耳飾 り が採集

さ れ て い る 。 轟式土 器 に伴 う も の で あ ろ う か。 な お 、

こ の 轟式土器を出 土 し て い る 遺跡と し て は 、 球磨村

久保遺跡や人吉市射場 ノ 本遺跡があ る 。

曽畑式土器は人吉市棚平遺跡や鼓 ケ 峰遺跡や 水上

村岩野で も 検出 さ れ て いる。

円台U
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中 期 の 遺跡と し て は 、 阿高式系土器の遺跡があ る 。

主 な 遺跡 に は 、 諏 訪 原 遺 跡、 (南福寺式土 器) ・ 馬場

遺跡 (南福寺式土器) ・ 小春遺跡 (南福寺式土器)

・ 別 府遺跡 (南福寺式土器) な どがあ る 。

後期の 遺跡と し て は 須恵村堂 園遺跡 ・ 沖松遺跡 ・

柿 ノ 木遺跡 (508 - 013) ・ 諏訪原 遺 跡 ・ 小春遺 跡 ・

馬場遺跡 な どがあ る 。

な お 、 先 に 紹 介 し た沖松遺跡では、 晩期 に な っ て

も 集落が継続 し て い る 。 埋聾の他 に 、 天城式 ・ 古閑

式 ・ 黒 川 式 なとeの 型式の土器が大量 に検出 さ れ て い

る 。 主 な 出 土遺物 で は 、 各型式の土器の他 に 土偶 に

似 た 土製 品 ・ 玉類 な どがあ る 。

また周辺 の 遺跡と し て は 、 黒 川 式土器が出 土 し て

い る 柿 ノ 木遺跡 ・ 諏訪原遺跡 ・ 馬場遺跡及 び小春遺

跡、 並 び に 黒 川 式土器や凸帯文土器と共 に孔列文土

器が出土 し て い る 別 府遺跡があ る 。

【弥生時代】弥生時代 の周辺 の 遺跡で は 、 松尾遺跡

(508 - 002) ・ 上阿蘇遺 跡 ・ 阿蘇遺 跡 (508 一 005)

・ 柿 ノ 木遺跡 ・ 諏訪原遺跡 ・ 中島遺跡 (508 - 023)

・ 別府遺跡 ・ 沖松遺跡 ・ 上手遺跡 (508 - 032) があ

る 。

こ の 中 で 、 柿 ノ 木遺跡で は 、 中 期 の 黒髪式土器と

後期 の 重弧文土器や 石庖丁が見 つ か っ て い る 。 沖松

遺跡や上手遺跡 で は 、 球磨 ・ 人吉地方の後期を特徴

付 け る 重弧文土器が検 出 さ れて い る 。 な お 、 別府遺

跡で は 、 シ カ をか た ど っ た 線刻があ る 石製品 (石庖

丁 ? ) が検出 さ れ て い る 。

こ の他 、 近 く の 遺跡と し て は 後期 の集落の跡が見

つ か っ て い る 深 田村高 ノ 原 遺跡 や 後期 の 集落遺跡と

し て著名 な錦町夏女遺跡があ る 。 また 、 錦町大原 天

子遺跡で は 、 球磨 ・ 人吉地方で も も っ と も 古い弥生

式土器で あ る 前期 の 終わ り 頃の亀 ノ 甲 式土器が検出

さ れて い る 。

【古蹟時代】沖松遺跡 で は 、 5 世紀代と 6 世紀代の

集 落跡が検出 さ れ て い る 。 ま た 堂 園 遺跡で も こ の 時

期 の竪穴式住居跡が l 基検 出 さ れて い る 。

横穴と し て は 、 石坂横穴群 (508 - 022) と浜 ノ 上

横穴群 (508 - 030) があ る 。 石坂横穴群 で は直万l

本と鉄鉱 7 本 、 馬 具 l 式が発見 さ れて い る 。 ま た 浜

ノ 上横穴群か ら は 、 6 世紀後半代 の須恵器高杯が出

土 し て い る 。

球磨 ・ 人吉地方の 中 で大型 の 古墳は 、 錦町や免田

町 な ど中球磨 (球磨盆地 の 中 央部 ) に 集 中 す る 。 こ

れ ら は 堂 園遺跡周辺か ら 眺望で き る 範囲 に あ る 。

錦町亀塚古墳群 には、 前方後円墳 3 基があ る O錦

町四塚古墳群は、 球磨 ・ 人吉地方の 中 で は も っ と も

規模が大 き な 円墳群 ( 3 基) で あ る 。 免 田 町才園 古

墳群では、 かつ て 2 号墳か ら 、 直万な どの武具や馬

具類、 鉄鋲な どの工具類、 鍍金 し た が画文帯求心式

神獣鏡、 玉類、 金環な どの豊富 な副葬品 が 出 土 し て

い た 。 免田 町鬼 ノ 釜古墳は 、 巨石を使 っ た貫 り 抜 き

玄門 に特徴があ る 古墳であ る 。 こ の他 に 、 高塚古墳

と し て は 、 多 良木町夫婦塚古墳群 ・ 赤坂古墳群が有

力 な 遺跡と し て挙げ ら れ る 。

球磨 ・ 人吉地方では、 装 飾 の あ る 横穴墓 も あ る 。

相 良村小原横穴群 ・ 錦町京 ケ 峰横穴群 ・ 人吉市大村

横穴群がそれで あ る 。 な お 、 相良村の高原台地では、

小型の古墳が群集 し た 吉野尾古墳群があ る 。 こ の古

墳群 は 、 球磨 ・ 人吉地方最古 の も の で あ る 。

灰塚遺跡の近 く に は 、 南九州 の 特徴 的 な 墓で あ る

地下式板石積石室墓群 の 遺跡があ る 。 それは 、 深 田

村 に あ る 新深 田 地下式板石積石室墓群 で あ る 。 ま た 、

こ の種の墓は 、 多 良木町大久保台地や免 田 町本 目 遺

跡、 人吉市荒毛遺跡等 で も 検出 さ れて い る 。

[古代 ・ 中世前半期]古代 に お け る 球磨 ・ 人吉地方

の 中 心地域 は 、 依然と し て球磨盆地 中 央部 に あ っ た

と考 え ら れ る 。 灰塚遺跡 は 、 こ の 中 央部 に位置 し て

い る 。 そ の こ とが窺 え る よ う に 、 灰塚遺跡 か ら も 10

世紀代 の 掘 立柱建物跡と輸入陶磁器や湖州 鏡を供献

し た墓な どが検出 さ れて い る 。

近隣の遺跡と し て は 、 堂 園 遺跡、や沖松遺跡、 別府

遺跡があ る 。 堂 園 遺跡で は 、 移動式竃や 10世紀代 の

越州窯系青磁や緑紬陶器片 、 土 師器を供献 し た墓が

検出されている。 沖松遺跡では、 掘立柱建物跡が検

出 さ れて い る 。 そ の 年代 は 、 は っ き り し な いが、 平

安時代 の 初 め頃で あ ろ う 。 また 、 別府遺跡 で は 、 掘

立柱建物跡が検出 さ れて い る 。

ま た 、 須恵村屯所遺跡 (508 - 020) ・ 浜 ノ 上 遺 跡

. 寺池遺跡 ・ 山 の 口 遺跡で も こ の 時代の遺物が採集

さ れて い る 。
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さ ら に 、 中 世期の球磨 ・ 人吉地方 に登場す る 相 良

氏 関 係 の 遺跡と し て 、 多 良木町伝相 良頼景館跡 (505

023) と蓮花寺跡 (505 - 034) 、 灰塚遺跡 に隣接す

る 須恵村浄蓮寺跡があ る 。 ま た 、 今 日 に お い て も 機

能を残 し て い る 上相良氏ゆ か り の寺であ る 多 良木町

青蓮寺があ る 。

な お 、 灰塚遺跡 に つ い て は 、 古代末か ら 中 世前半

期 に か け て の須恵氏居館跡と推定 さ れ、 併 せ て 、 古

代末か ら 中世前半期 の 郡衛跡と も 推定 さ れ て い る

(木崎1996、 木崎 ・ 山 下1997、 山 下1998) 。

こ の灰塚遺跡の周辺に は 、 球磨 ・ 人吉地方の政治

第 2 節 歴史的環境

的 な 中 心人物の経済的 な 基盤を保証 し た 生産遺跡や

彼 ら の墓の遺跡が見 つ か っ て い る 。 例 え ば、 生産遺

跡と し て は 、 須恵器や瓦の窯跡の遺跡で、 あ る 須恵村

上阿蘇周辺、 上村上 の 原遺跡 ・ 深 田 村 高 山 遺跡 ・ 錦

町下 り 山 遺跡 ・ 同 町七中 口 遺跡 な どがあ る 。 墓の 遺

跡と し て は 、 蔵骨器が出 土 し た 上村宇土谷遺跡 ・ 伊

勢尾 遺 跡 ・ 棚登遺 跡 ・ 東小 原 遺 跡 ・ 西小 原 遺 跡 ・

( 石帯 の 丸鞠が出 土 ) 、 廻 り 迫遺跡 な ど、 鋼板製墓誌

が出土 し た 黒 田 遺跡 な どがあ る 。

さ ら に 、 古代の 郡街比定遺跡と し て は 、 免 田 町前

田遺跡 ・ 錦町尼ケ 土手遺跡があ る 。

、

第 1 図 遺跡位置図
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第E章 位置と環境

第 2 図 灰塚遺跡周辺主要遺跡分布図 2 万5，000分の 1
- 6 -



第 2 節 歴史的環境

第 2 表 灰塚遺跡周辺主要遺跡地名表
番号 遺跡名 191ft:地 l時代 怖i考

505-002 岩川内立石 多良木 岩川内 縄文~古代 石器.j:昔話
505-003 新山 多良木 新1I1 縄文・弥生 縄文後l挽1Vl.卜字形石��.弥生土器・須恵器
505ω4 里城跡 多良木 里城 中t!ト
505-005 里城 多良木 恩城 縄文~古代
505-006 小林 黒肥地 小林 縄文 石鍛
505-007 長平 黒肥地 長'1' 縄文・弥生 縄文中期・後JUJ・晩期j土器・磨製石剣・弥生土持
505-008 栖山 黒肥地 楢111 縄文 縄文晩期1:出・fi剣
505-009 小推野古墳 黒肥地 小村htlf[- 古墳
505-010 小111 黒肥地 小111 縄文 石鍛
505-011 土屋横穴群 黒肥地 土屋 古墳
505-012 東光寺経塚 黒肥地 東光寺 'I'jil 金銅製経筒8 . ft巻の残欠
505-013 東光寺 黒肥地 東光寺 縄文 縄文後l挽1t1L1:(，�.石鍛・石匙
505-014 鍋城跡 黒肥地 鍋城 中世l
505-015 諏訪神社 多良木 里城
505-016 長運寺薬師堂 黒肥地 小111 中世
505-017 内城城跡 黒肥地 t尿 中t!l:
505-018 東光寺跡 黒肥地 東光年 近世
505-019 大塚横穴群 黒肥地 大塚 古墳
505-020 東光寺磨崖党字 黒肥地 東光寺 中世
505-021 内の城横穴 黒肥地 t犀 古噴 5 基以上
505-022 長運寺跡 黒肥地 小111 中世
505-023 相良頼景館跡 黒肥地 )!/i;{J:奇 中世
505-024 慈花寺跡古塔碑群 黒肥地 蓮花寺 中世
505-026 慈花寺跡、方柱石塔婆 黒肥地 蓮花W: 中世
505-027 百太郎講取入口樋門跡 多良木 百太郎 近世
505-031 妙法寺跡 多良木 上鶴 中|止
505-033 弥紡寺跡 黒肥地 茂1京 古代
505-034 遁花寺跡 黒ßE地 i箪花寺 中世 頼景菩提所
505-035 青銅製経筒 多良木 古代 銭貨及び経巻もりよ指定
505-036 大久保ヤリカケ松 黒肥地 檎掛松 弥生-r!T域
505-037 細型銅剣出土地 黒肥地 槍掛松 弥生 細型銅剣
505-045 小回 久米 小III IJ1( 縄文 紡錘Ilt石・純文11免期::t(，if
508-001 +LL! 平山 縄文
508-002 松尾 松尾 縄文
508-003 上阿蘇A 上阿蘇 古墳・古代 土日市23
508-004 上阿蘇洞窟 上阿蘇 弥生 弥生.:I::r.:f
508-005 阿蘇 諏訪原 縄文~弥生 縄文Iド 後・lぬJUJ土器、 弥生土持
508-006 阿蘇スワノオドー 諏訪原 縄文 縄文土総・fi斧
508-008 平等寺釈迦堂 釈迦堂 古代 木造釈迦如l米^IU象及び|河脇{れIU象
508-009 平等寺釈迦堂古塔碑群 釈迦堂 中i止

508-010 須恵の域ケ尾 城ヶ尾 中世

508-011 中尾 中尾 縄文

508-012 上阿蘇B 上阿蘇 縄文 弥生 土師22
508-013 柿ノ木 阿蘇 縄文

508-014 馬場 阿蘇 縄文

508-015 小春 諏訪原 縄文

508-016 馬波 IJL上 縄文

508-017 八日 浜上 縄文

508-018 毛谷 i兵仁 縄文

508-019 京塚 浜上 縄文

508-020 屯所 屯所 平安
508-021 加茂 上手 縄文 石器

508-022 石坂横穴群 石坂 ，Ijtl't 馬具 須恵、器

508-023 中島 中島 弥生 弥生Uii

508-025 別府 別府 純文~古墳 縄文|ー器-古墳時代L(，�

508-026 沖松 ì'l'徐 純文~古墳 縄文・Itî噴時代集務

508-027 堂閤 'iit:f重| 純文

508-029 浜の上 i1í:のJ". 縄文 縄文1:(，;;.石器

508-030 i兵の上横穴群 i兵の上 ï1ïtl't 
508-031 今村城跡 今村 中111
508-032 上手 1..手 純文

509-008 荒茂横穴群 J仇茂 出身'1
509-009 荒茂勝福寺跡 荒i支 中jU: 占i答糾.!f，l及び木造l\!.i少1"1天立1象外7立像県指定、仁王門村指定
509-010 深田加茂 上)JU茂 縄文 石総

509-011 高山窯跡 高IIJ ilift 瓦祭、 ‘ド瓦 軒平瓦
509-019 前平 高11J 縄文 縄文:Uii・石器

509-026 灰塚 灰塚 111石器~中世

509-027 高山 rf6lJJ 古代 平瓦. ilq平瓦
509-028 勝福寺古塔碑群 荒茂 中111:
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第 2 節 層位と包含層

第皿章 調 査 の 概要

第1節 調査の方法

調査 は球磨事務所 川 辺 川 土 地改良推進室及 び施行

業者と協議を行 い施行関係 に よ り 順次調査を行 い 、

A � E 区 の 調査区が設定 さ れた ( 第 4 図参) 。 調査は

表土剥 ぎか ら 開始、 清掃を経て 基準作 り と し てl辺

が10m の グ リ ッ ト 設定を行 っ た 。 グ リ ッ ト は 地形 に

則 し た任意 で 、 東西軸を ア ルフアベ ッ ト ・ 南北軸を

ア ラ ビア 数字で示 し た ( 第 5 図参) 。

遺構 は平面 プ ラ ン 確認後、 土層 堆積状況確認の た

め セ ク シ ョ ン ベ ル ト を設定 し 、 検 出作業を行 っ た 。

平面図 ・ 断面 図 ・ 土層 図を作成 し 、 写真撮影はモ ノ

ク ロ ・ カ ラ ー ス ラ イ ド の 2 種を用 い 、 遺物 出土検出

時 ・ 完掘 時 に 行 っ た 。 包含層 調査で は各 グ リ ツ ト を

単位と し 掘 下 げを行 い 、 平板 ・ 光波を用 い遺物取 り

上げを行 っ た 。

調査は 3 層 調査後、 4 層 の掘 下 げを行 っ た 。 3 層

か ら は 主 に 古代~ 中 世の 遺構 ・ 遺物が、 4 層 か ら は

縄文早期の 遺構 ・ 遺物 が 出 土 し た 。 調査期間 中 、 関

連部局との協議に よ り 調査 区 の 変更等 も あ り 、 複数

の調査区の併用 も あ っ た 。

第2節 層位と包含層

本遺跡 の 基本 的 な 土層 は 第 3 図 のとお り で あ る 。

第1層 灰褐色砂質土

表土層 で あ り 現耕作地で あ る 。 か な り の撹乱を受

け て い る 。

第2層 黒褐色砂質土

古代~ 中 世以 降 の 遺物 の 出 土が認め ら れ る が、 撹

乱が激 し い 。

第3層 黄褐色土

ア カ ホヤ 火山灰で基本的 に は 無遺物層 で あ る 。 土

質 に よ り 2 層 に 分層 がで き 3 a ・ 3 bと し た 。 3 aは

ア カ ホヤ 火 山 灰 の 二次堆積土で縄文時代後 ・ 晩期 ~

中 世 の 遺物 を 含 む。 3 bは ア カ ホヤ 火 山 灰 の I 次堆

積土で あ る 。 第 4 層 との 入 り 乱れが一部 に 見 ら れ早

期遺物 出 土 が認 め ら れ る 。

第4層 暗褐色土

縄文早期の包含層で暗褐色土である。 一部に苦土

- 9 -

と呼 ばれ る 韓国 し た 黒色 の ブロ ッ ク が認め ら れ る 。

第5層 赤褐色粘買土

粘性を持つ 無遺物層 で き め細か い 。

第6層 灰黄褐色粘買土

無遺物層 で粘性を持つが、 砂利を多 く 含 む 。

l層 現耕作土

灰褐色砂質土

2 層
黒褐色土

3 層 3 a 

3 b 

4 層

暗褐色土層

5 層
ロ ー ム I

赤褐色粘質土

6層
ロ ー ム E
(砂利を多 く 含 む )
灰黄褐色粘質土

第 3 図 灰塚模式土眉図

古代~
中 世 の 遺物

縄文後 ・ 晩期 ~
中 世 の遺物

縄文早期

無遺物層

無遺物層
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第U章 遺 構

第l節 集 石

第2節 土 坑



第W章

本遺跡の遺構は集石68基 ・ 士坑35基が検出 さ れ た 。

各遺構の 時期は 基本土層第 3 層 の 検 出 と遺物 か ら 縄

文時代早期と比定 で き る 。 集 石 は 一覧表 ( 第 3 表)

と し て も 提示 し た 。 出 土遺物 の土器 は風化が激 し く

細片 で あ る た め 数点 は 図化 し た が、 本遺跡での土器

分類 ( 第 V 章参照) を述べ る に 留 め 、 石器は可能 な

限 り 図化 し た ( 第 VI 章参照) 。 土坑は 遺構 に よ り そ の

性格把握 の た め 主 に 検 出 状況を提示 し た 。 出 土遺物

は復元可能土器等 に つ い て は 図化 し 他 は 形式 ( 第 V

章参照) を述べ る に留 め た 。 各遺構配置 は 集石 ( 第

6 図 ) ・ 土 坑 ( 第30図 ) に 示 し た 。 法 量 は 長軸 ・ 短

軸 ・ 深 さ の順でfxJを使用 し た 。 また 、 後世の撹

乱を受 け て い る 遺構 も 多 く 、 そ の 部分は ア ミ フセ で

図化 し た 。 尚 、 早期土器での沈線文 は 第 3 類と 5 類

に見 ら れ、 破片 で は ど ち ら の類 か不 明 で あ る た め 沈

線文とい う 名 称で提示 し た 。

第1節 集 石 (第7図-29図)

集石 は そ の 形態 で以下 の 6 タ イ プ に 分類 し た 。

A類 浅い土坑の底部 に 人頭大の磯 (底石) を

配置 し て い る も の

B類 浅 い 土坑の底部 に礁が集 中 し て い る も の

Bー 1 類 B の う ち 土坑外 に 石を投棄 し て い る も の

C類 土坑を伴 わ ず人頭大 の喋 (底石) を配置

し て い る も の

土坑を伴 わ ず離が集 中 し て い る も のD類
E類 埋没土坑上 に 集 石 し て い る も の

ま た 現地で は 肉 眼観察で は あ る が火受石をカ ウ ン

ト し そ の 比率を提示 し ( 表 3 ) 、 そ の 状況を ア ミ フセ

で 図 化 に 示 し た 。 礁の構成 は 拳 大 (径lOcm �20cm)

を基準と し 、 そ れ以下を小石 ( lOcm未満) ・ 以上を

人頭大 (20cm以上) と大別 し た 。

1号集石 (第7図)

底石を配置 し た C 類 の 形態 で0. 8m X O. 7m の範囲

に 安 山 岩礁が集 中 し 、 そ の周 り に離が点在す る 。 底

石外で は 拳大28 ・ 小石28で構成 さ れ て い た 。 第 3 類

山 型文が集石聞 に 出 土 し て いる。

第 1 í結集 石

遺 構

2号集石 (第7図)

D 類形態 で 、 0. 8m xO. 7m の 範 囲 に磯が集 中 す る

小規模 な 集石であ る 。 集 石と し て厚 み が な く 喋 は平

坦と し て 集 中 し て い る 。 安 山 岩 ・ 凝灰岩 か ら 構成 さ

れ角 礁が多 い 。 小石が多 く そ の 構成 は 拳大15 ・ 小石

39で あ る 。

3号集石 (第8図)

C 類 の形態 で、 人頭大石を中 心と し た 1 . Om X O. 8 

m に磯集 中 区 あ り 、 遺構の 北側と南側 に散在が見 ら

れ 、 遺構 は3. 9m X 2 . 8m の 広 範 囲 に 喋が散乱 し て い

る 。 遺構内は後世の撹乱を受 け て い る が こ れ ら の 範

囲 に も 磯 の 存在 は 想定 さ れ、 人頭大 4 ・ 拳大44 ・ 小

石101 で構成 さ れ 、 安 山 岩 は 角 線が多 い 。 ま た 中 央

部で若干の焼土が確認 さ れ 、 火受石 の 比 率 は40% で

あ っ た 。 集 石 間 に 第 3 類土 器 山 形文1 1点 ・ 菱形 2 点
. 縄文 1 点 ・ 撚糸 文 2 点と沈線文 5 点 ・ チ ャ ー ト 破

片 3 点が出 土 し て い る 。

4号集石 (第9図)

形態 は D タ イ プ。 0. 8m X O. 7m に U 字形 に 集 中 が

見 ら れ る 。 第 3 類 山 形文 ・ チ ャ ー ト 破片 3 点 が集石

内 に 混在 し て い た 。 拳大21 ・ 小 石29で構成 さ れ、 石

皿破片 ・ 摺石叩 石 第 7 類 244が含まれ て い た 。

5号集石 (第9図)

C 類形態 で 、 中 央 の 径0. 3 m の 赤 変 し た 平 石 が あ

り 、 こ れを 中 心と し て 1 . 7m X 1 . 3 m の 範囲 に 小石離

が散石 し て い る 。 人頭大 4 . 拳大23 . 小石42で構成

さ れ、 第 3 類 山 形文 が集 石 間 に 出 土 し て い る 。

6号集石 (第9図)

集石上部 に赤変 し た小石が散 っ て お り 、 下 部 に 底

石と思 わ れ る 凝灰 岩 の大 石 が配石 さ れ て い る 。 C 類

形態で2. 4 m X 1 .  6cm の 範 囲 に 散石 し て い る が 「エ」

字状の 集 中 が見 ら れ る 。 掘 り す ぎ て い る た め 本来 は

掘 り 込み を 持つタ イ プで あ っ た か も し れ な い 。 人頭

大11 ・ 拳大37 ・ 小石43で構成 さ れ、 火受率が高 く 79

% で あ る 。 第 3 類 山 形文 ・ 撚糸 網 目 文が集石端部 に

出土。

7号集石 (第9図)

A 類形態 で楕円形の浅い掘 り 込 み を 持ち、 そ の 法

qd

 

司Eム



第 W 章 遺 構

⑨ 

1 8 

62 

43 

第 6 図 集石遺構配置図

一 14 -

ロ

25 



量 はO. 7m xO. 6m xO. 1 m で あ る 。 掘 り 込 み 東 西に

散石が見 ら れ る 。 人頭大 4 ・ 拳大26 ・ 小石28で構成

さ れ、 石匙 1 58が掘 り 込み外 よ り 出 土 し て い る 。

8号集石 (第10図)

A 類形態 で 円 形の 掘 り 込みを持 ち 、 そ の法量 は0. 9

m X O. 6cm X O. 2 mを量 る が、 若干、 掘 り す ぎ た た め

本来 は広 が る の で あ ろ う 。 こ の掘 り 込みに沿い大型

(径約30�40cm ) の平胆な 底石が花弁状に配置 さ れ

周囲には小石が散在 し て い る 。 人頭大 9 ・ 拳大18 ・

小石102で構成 さ れ、 2 . 2m X 1 . 8m の 範囲に散石 し 、

散石状態まで の 範囲を入 れ る と本遺跡で は大型の集

石であ る 。 全体に占 め る 火受石 の比率 は43 % で 、 第

3 類 山 形文 l 一 ( 1 ) 型 2 点 ・ 撚糸 l 点が掘 り 込み

外の 集石間で 出 土 し て い る 。

9号集石 (第10図)

円形の浅い掘 り 込みを持つ A 類形態 で 、 そ の 法量

はO. 7m X O. 7m X O. 1 m を量 る 。 掘 り 込 み周囲に散

石が若干見 ら れ、 人頭大 6 . 拳大22 ・ 小石32で構成

さ れ て い る 。 全体に 占 め る 火成石 の 比 率 は43 % で あ

る 。 出 土 遺物 は 第 3 類 土 器 山 形文 が 2 点 83、 掘 り

込み外 よ り 出 土 し て い る 。 1 . 1 m X O. 8m の 範囲に集

石 し て い る 。

10号集石 (第10図)

A 類形態 で 楕 円 型掘 り 込 み があ り 、 そ の 法量はO. 7 

m X O. 7m X O. 1 m で、 あ る 。 掘 り 込 み の 底部に径20cm

程 の比較的大型石が数点見 ら れ、 掘 り 込み外に散石

も 見 ら れ る が比較的 集 中 し て い る 集石 で あ る 。 人頭

大 5 ・ 拳大31 ・ 小石34で構成 さ れ、 第 3 類 ミ ミ ズ ば

れ文 ( 1 ) 型が掘 り 込み内の 集石 間 よ り 出 土 し て い る 。

11号集石 (第11図)

斜行方向に配石の 傾 向 、 径20 � 30cm の底石が数点

見 ら れ る こ とか ら 、 本 来 は 掘 り 込みを持つ集石 の可

能性 も 想定 さ れ る が現時点 で の 分類 で D 類形態と し

た 。 1 . 0m X O. 5m聞に集 中 区 が見 ら れ 、 底石を中心

と し て 1 . 7m X l . 7m の 範囲 に小石が四方に散石 し 、

遺構東側に灰ブロ ッ ク 面 が存在す る 。 人頭大 3 ・ 拳

大39 ・ 小石79で構成 さ れ る 。 第 3 類土器山形文 ・ 撚

糸 文 ・ 菱型文が散石聞に 出 土 し て い る 。 焼土面が見

ら れ な い が こ の集石が火気使用 で あ っ た な ら ば灰を

掻 き 出 し た 痕跡と も 考 え ら れ る 。

第 l 節 集 石

12号集石 (第11図)

A 類形態で楕円 形掘 り 込みに磯 は 集 中 し て い る 。

掘 り 込 み 法 量 は0. 7cm X O. 6cm X O. 2cm で 、 明 確 な 底

部を持 た な い 逆三 角 錐状に掘 り 込まれ、 赤変 し た 大

型底石 が こ の斜面に沿 う よ う に配置 さ れ て い る 。 後

世の撹乱に よ り 遺構 の 一部が失 わ れ て い る が こ の位

置まで集石 は 存在 し て い た も のと思 わ れ る 。 人頭大

2 ・ 拳大19 ・ 小石20で構成 さ れ 、 1 . 2 m  X O. 8m の 範

囲に散石 し て い る 。

13号集石 (第11図)

士坑上に集石 し て い る E 類形態 で 、 土坑の法量 は

1 .  2 m X O. 9m X O. 1 m の 不 定形掘 り 込 み を持 ち 、 埋

土 は 単層 で あ る 。 土坑外に も 若干 の 散石 が見 ら れ る 。

拳大26 ・ 小石69で構成 さ れ、 掘 り 込み内か ら 第 3 類

山 形文 ・ ミ ミ ズば れ文が出 土 し て い る 。

14号集石 (第12図)

E 類形態 で 円 形の 掘 り 込み があ り 、 そ の 法量 は 1 . 0

m X O. 8m X O. 3 m で、 あ る が南側に部分的 な 落 ち 込み

があ る 。 集石 は0. 8m X O. 7m の 範囲に集 中 し 散石 は

見 ら れ な い 。 拳大36 ・ 小 石39で構成 さ れ 、 出 土喋全

て が火受石で あ っ た 。

15号集石 (第12図)

遺構東側と 中 央を後世の 遺構で切 ら れ て お り 、 残

存 す る 範囲 は 1 . 6m X 1 . 4 m で、 D 類 形 態 で あ る 。 1 . 2

m X 1 . 0m 範囲に集 中 が見 ら れ、 そ の 周 り に散 石 が

点在 し 、 拳大41 ・ 小 石 181 で 構成 さ れ て い る 。 火 成

石の比率は86% で あ る 。 第 3 類 山 形文と沈線文と石

匙 1 44が散石 間に出 土 し て い る 。

16号集石 (第12図)

B 類形態 の遺構の北 ・ 西を後 世 の 撹乱で切 ら れ て

い る 。 残存部か ら 1 . 2m X O. 8m の 範囲に散石 し 、 B

類であ る 。 出 土礁 は 全て が火受 石 で あ り 、 拳大35 ・

小石39で構成 さ れ て い る 。

17号集石 (第12図)

A 類形態 で 円 形の掘 り 込み が あ り 、 そ の 法量 は 、

O. 8 m  X O. 7 m  X O. 1 m で、 あ る O 人 頭 大 2 ・ 拳 大 3 ・

小石 3 で構成と し て は 少数で あ る が約半数が火受石

で あ る 。 火受石 の 比 率 は 56 % で 、 0. 6m X 0. 4 m の 範

囲に集石 し て い る 。
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18号集石 (第12図)

密集ブ ロ ッ ク が見 ら れず 、 2 . 9mx2. 5m の範囲 に

散石 し て い る D 類形態 で あ る 。 人頭大49 ・ 拳大96 ・

小石 107で構成喋数は多 数 で あ る 。 第 3 類 山 形文 2

点 、 第 4 類 山 形文 1 点 、 第 7 類貝 殻系 ・ 撚糸系が12

点 、 沈線文 2 点が散石聞 に 出 土 し て い る 。 全体 に 占

め る 火受石 の 比率は83%と高率で、あ る 。

19号集石 (第13図)

楕円形の掘 り 込みを持つ E 類形態 で 、 そ の 法量は、

1 . 9m X 1 . 4 m X O. 2 m で あ る 。 四方 に 散石 し て い る

状態 で そ の範囲は2. 3 m  X 1 .  6mを測 る 。 人頭大 6 ・

拳 大49 ・ 小石 1 12で構成 さ れ て い る 。 掘 り 込 み 直 上

に 沈線文 l 点 、 散石部か ら 第 3 類 山 形文 1 一 ( 1 ) 、

第 7 類 貝 殻文系 1 1 点 、 他 に 沈線文 2 点が出 土 し た 。

そ の 全体 に 占 め る 火受石 の比率は87%と高率であ る 。

20号集石 (第13図)

D 類形態 の 集 石 で 、 1 . 8m X 1 . 3m の ド ー ナ ツ 状の

磯 ブ ロ ッ ク が見 ら れ、 ブ ロ ッ ク の東 ・ 南方 向 に散石

し て い る 。 集石の範囲は3. 5m X 2 . 3 m で 、 人頭大12

・ 拳 大83 ・ 小 石440と構成 喋 数は本遺跡最大 で 、 ま

た 火受石は93 % と高比率で あ る 。 第 3 類 山 形文 4 点

の 内 、 1 - ( 1 ) 型 l 点 ・ 撚糸 l 点 ・ 撚糸 十沈線の

( 1 ) 型 1 点 ・ ミ ミ ズばれ文 l 点 、 沈線 ( 1 ) 型、 第 5

類 l 点、 第 7 類貝 殻文系 l 個体 ・ 撚糸 1 点 、 沈線文

5 点 出 土 。 他 に摺石 ・ 叩 石 1 点 239が出 土 し て い る 。

21号集石 (第14図)

後世の遺構で数 カ 所破壊 さ れて い る が2. 2m X 1 . 5

m の 範囲 に 散石 し て い る 。 明確 な 集石 ブ ロ ッ ク は不

明 で あ る が整理上 D 類形態と し た 。 火受石 の比率は

高 く 、 人頭大 3 ・ 拳大30 ・ 小石40で構成 さ れて い る 。

第 3 類 ミ ミ ズばれ文 1 個体、 第 7 類撚糸 文 l 個体が

散石聞か ら 出 土 し て い る 。

22号集石 (第14図)

後 世 の 遺構 で 数 カ 所 破壊 さ れ て い るが残存 で は

2. 5m X 1 . 3m の 範 囲 に 散 石 し 、 拳 大10 ・ 小 石90で

構成 さ れ て い る 。 火受石 の 比 率は100% で 、 21号集

石 に隣接 し そ の状態 も 類似 し 、 D 類形態 と し て 区分

し た 。 第 3 類 山 形文 ・ 縄文 ・ 沈線十地文と沈線文と

第 9 類 ポ リ ー プ状突起物土器 548が散石 間 に 出 土 し

て い る 。

23号集石 (第14図)

D 類形態 で 1 . Om X O. 5m の範囲 に離が集 中 し 、 拳

大64 ・ 小石245で構成 さ れ て い る 。 火 受 石 は84% と

高 く 、 土器が 4 点 出 土 し て い る が風化が激 し く 類別

は困 難 で あ っ た 。

24号集石 (第15図)

D 類形態で 1 . 0m X O. 8m の範囲 に離が集 中 し 南 方

向 に散石が見 ら れ る 。 楕 円 形の ピ ッ ト 状の小規模の

掘 り 込みがあ る が遺構 に 伴 う も の ではな く 、 こ の位

置まで散石 し た と 思 われる 。 人頭大22 ・ 拳大55 ・ 小

石210で構成 さ れ、 火受石比率は95% と高 い 。 第 3

類 山 形文 4 点 ・ 撚糸 1 点 、 第 7 類土器 484が 7 点 、

第 8 類条痕文 1 点 、 沈線 2 点と石匙 1 48が l 点 出 土

し て い る 。

25号集石 (第15図)

B - 1 類形態で東側を撹乱 に よ り 削 平 さ れ残部と

し て 1 . 2m X 1 . 5m の 範囲 に 散石 し て い る 。 西側 に 不

定形の掘 り 込みがあ り 、 そ の 法量は、 1 . 7m X O. 8m

X O. 2mを測 る 。 集 石 の 位 置と掘 り 込 み に ずれが生

じて い る が掘 り 込み 内 で使用 後 、 ポ イ ン ト A 方 向 に

石を廃棄 し た も の で あ ろ う か。 人頭大 7 ・ 拳大16 ・

小石50で構成 さ れ、 火受石97%と高比率で あ る 。 第

3 類 山 形文が 1 点確認 さ れ る が他は風化が激 し く 類

別 で き な い 。

26号集石 (第16図)

D 類形態3. 5m X 3. 2 m の 範囲 に散石 し て い る が集

石ブロ ッ ク が数 カ 所見 ら れ る 。 人頭大10 ・ 拳大57 ・

小 石177で構成 さ れ て い る 。 第 3 類 山 形 文 3 点 と l

一 ( 1 ) 型が l 個体 ・ 撚糸 文 2 点 ・ 縄文 l 点 、 第 7

類撚糸 系 5 点 、 第 6 類 I 点 が散石聞に 出 土 し て い る 。

全体 に 占 め る 火受石 の比率は86%と高率 で あ る 。

27号集石 (第16図)

D 類形態 1 . 7m X 1 . 6m の範囲 に 散石 し て い る 。 人

頭大 8 ・ 拳大 9 ・ 小 石72で構成 さ れ、 第 7 類 貝 殻文

系が l 点確認で き る が、 他は風化が激 し く 類別は困

難であ っ た 。 全体 に 占 め る 火受石の比率は86%と高

率であ る 。

28号集石 (第17図)

D 類形態3. 1 m X 2. 1 m の 範囲 に 散石 し て い る が、

そ の状態 か ら 南側が集石の 中 心と思 われる 。 人頭大
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24 ・ 拳 大43 ・ 小 石158で 構 成 さ れ、 火受石 は84% と

高比率で あ る 。 散石聞か ら 第 3 類 山 形文、 第 7 類土

器 3 点 、 第 9 類 ミ ニ チ ユ ア 土器 山 形文系 が l 点が集

石端部 よ り 出 土。 他 は 風化が激 し く 類別 は 困難 であ

っ た 。

29号集石 (第17図)

中心部0. 6m X 0. 4m の 範囲 に礁が集 中 す る 。 底石

を持つ C 類形態で2. 1 m X 2. 0m の 範囲 に散石 し て い

る 。 人頭大 8 ・ 拳大23 ・ 小石88で構成 さ れ、 離の 全

て が火受石 で あ る 。 第 3 類 山 形文 l 点 ・ 縄文 l 点 ・

撚糸 l 点 、 第 7 類撚糸 491 が 2 点散石 間 よ り 出 土 し

て い る 。

30号集石 (第18図)

B - 1 類 形態。 1 . 3 m X O. 9m X O. 2m の 平 坦 の 掘

り 込 み に 径0. 5m ピ ッ ト 状の 掘 り 込 み が東 方 向 に オ

ー バ ー ハ ン グ し て い る 。 集 石 は ピ ッ ト 状の 掘 り 込み

か ら 混在 し て い る 。 火受石 の比率 は92 % と 高 く 、 人

頭大 3 ・ 拳大21 ・ 小 石167で構成 さ れ摺 石 叩 石 第 7

類 245が 1 点含まれ る 。 第 3 類 山形文12点内 2 個体

・ 菱型文 2 点 ・ 縄文 l 個体 ・ 櫛状施文 3 点 、 第 7 類

撚糸系 l 点が出 土 し て い る 。

31号集石 (第19図)

C 類形態 で 1 . 6m X 1 .  Om の 範囲 に 散石 し て い る が

2 地点 に お い て 集石が見 ら れ る 。 こ れまで に な い粘

板岩を使用 し こ れ ら が斜行状態 で配石 し 、 肉眼観察

で は 火受が見 ら れ な い 。 こ の 遺構 こ れまで の も の と

は異 な る 性質を持つ 集 石 で あ ろ う か。 人頭大25 . 拳

大46 ・ 小石41 で、構成 さ れて い る 。

32号集石 (第19図)

不定型 の 掘 り 込みを持つ A 類形態 で 、 そ の 法量は

1 . 1 m X O. 8m X O. 2m で、 あ り 、 礁 は堀 り 込 み 内 に 存

在 し て い る O 人頭大1 1 ・ 拳大 1 1 ・ 小石11 で構成 さ れ

る 小規模の 集石 で あ る が火受 石 は 94% で高比率であ

る 。 埋士下層 は 黄褐色土 ブロ ッ ク が混在 し て い た 。

33号集石 (第19図)

D 類形態、 で0. 6m X O. 3m の 範囲 で、集石が見 ら れ、

北 ・ 東方向 に 散石 し て い る 。 拳大 3 ・ 小石46で構成

さ れて い る が、 石材が玄武岩系 の 河原石であ る た め

肉 眼で の 火受 の 観察が 困難で あ っ た 。 第 3 類 山形文

l 点 と 2 類 山 形文 1 点 が散石聞か ら W��仁 し て い る 。

第 l 節 集 石

34号集石 (第19図)

円形の 掘 り 込みを持つ E 類形態 で 、 そ の 法量 は 、

O. 7m X O. 7m X O. 2m で、 あ る 。 堀 り 込 み 外 に 散 石 も

見 ら れる 。 東側 を ピ ッ ト 状 の 遺構で切 ら れて い る が

散石は こ の 範閉まで広 が る 可能性 も あ る 。 礁 は 全 て

火受石で あ っ た 。 埋土 中 に 微量の カ ー ボ ン が検出 さ

れ た 。

35号集石 (第19図)

円形 の掘 り 込 みを持つ E 類 形態 で そ の 法 量 は 1 . 5

m X 1 . 4m X O. 1 m で、 あ る 。 東西に 散石 を 見 る が礁 は

ほ ぼ 掘 り 込み内で 人頭大1 1 ・ 拳大20 ・ 小石20で構成

さ れて い る 。 埋土内 に 小指大 の カ ー ボ ン がブロ ッ ク

と し て 出 土。 第 3 類 山 形文 2 点 、 第 7 類貝 殻文系-

ìt線文 2 点が集 石 間 に 出 土 し た 。 火受石割合不明 。

36号集石 (第20図)

A 類形態 で 2 層 に 分層 さ れ る 円 形 の 掘 り 込み で あ

る O そ の 法 量 は 1 . 7m X 1 . 6m X O . 4 m で‘あ る 。 集 石

は上 層 と 下層 と に 二つ の ブロ ッ ク が存在 し 、 人頭大

10 ・ 拳大14 . 小石 107で構成 さ れ て い る 。 堀 り 込 み

1'"層 か ら 第 l 類条痕丈 l 点 、 第 3 類 山 形文 l 一 ( 1 )

・ 変型撚糸 丈 l 点 ・ 菱型文 l 点 、 第 7 類撚 糸 系 I 点 、

第8 類沈線文 l 点 が 出 土 し て い る 。

37号集石 (第20図)

不定形の i二坑 を 持つ E 類形態 で 、 士坑外 に 散石 も

見 ら れる が礁 は 土坑上 に 集 中 し て 、 埋土内 に カ ー ボ

ン を 少量含 ん で い た 。 集 石構成 は 人頭大16 ・ 拳大44

・小石60で あ る O 土 坑j去;i量は 1 . 2m X O. 8m X O. 2m 

で1 . 0m X 1. 1 m の 範囲 に 集石 し て い る 。

38号集石 (第20図)

E 類形態。 ピ ッ ト 状の 掘 り 込みを持つ不定形の土

坑上の 集石で、 土坑外 に 散石 も 見 ら れ る 。 ピ ッ ト 状

の 掘 り 込み上部の密集が 高 く 、 全体の 集 石構成 は 人

頭大6 ・ 拳大12 ・ 小石25で あ る 。 掘 り 過 ぎ て い る た

め 本 来 の 土坑法 量 は 検出 よ り 拡大 す る で あ ろ う 。 第

7 類撚糸 系が集石上面 から出 土 し て い る 。

39号集石 (第20図)

楕円形の 掘 り 込みを持つ B 類形態 で 、 東西 に 数点

の散石が見 ら れ る が、 土坑内 に 礁 は 集 中 し て い る O

全体の 集石構成 は 人頭大 1 ・ 拳大 4 ・ 小石56 で あ り 、

約 そ の半数が火受 石 で あ る 。 第 7 類撚糸系 が 掘 り 込

円i唱E4



第 N 章 遺 構

み 下 位 に 、 上 位 に 第 3 類 山 形 文 1 点 ・ 撚 糸 文 1 -

( 1 ) 型 ・ 縄文 2 点が出 土 し た 。

40号集石 (第21図)

O . 4m X O. 5m X O. 1 m の 小 規模 な 円 形 の 土 坑を持

つ E 類形態 で 、 明確 な 集石がな く 礁 は土坑 よ り 北側

に散石 し て い る 。 拳大 4 ・ 小 石40で構成 さ れ、 土坑

外か ら 第 3 類 山 形文 6 点が出土。

41号集石 (第21図)

深 さ 0. 2m の ピ ッ ト 状 の 掘 り 込み が あ る が D 類形

態 で 区 分 し た 。 礁 は三方 に 拡散 さ れ て い る よ う に散

石 し 明確 な 集石を持 た な い 。 全体の喋構成 は 人頭大

15 . 拳大16 ・ 小石52 で あ り 、 散石聞 に 第 2 類 山 形文

l 点 、 第 3 類 ミ ミ ズば れ 1 点 、 第 7 類員殻文 1 個体

394、 撚糸 文 2 点 が 出 土 し て い る 。

42号集石 (第21図)

E 類形態で不 定形土坑上 に 礁 があ る がプロ ッ ク が

明確 で な く 、 2 . 6m X 2 . 1 m の 範囲 に 散石 し て い る 。

離 は 人頭大 3 ・ 拳大 6 ・ 小石97で構成 さ れ、 そ の 火

受石 率 は 75% で あ る 。 土坑内 か ら 第 3 類 山 形文 2 点

・ 縄文 1 点 、 他 に沈線文 l 点 が出土 し て い る 。

、同

⑨ � q 
屯 þ 

』

A -

E号ト句-
<D 

8 
L=167.30 

A 一一一 同 一一一 A '

匂 � l 号集石

43号集石 (第22図)

4. 3 m X 2. 0m の 広 範囲 に散石 し て い る D 類形態で

4 ケ 所の プロ ッ ク 喋とそ の 散石があ り 、 密集 区 は東

・ 西 に 大 別 で き 、 断面等 か ら も 二つ の集 石 に 分かれ

る と思 わ れ る 。 整理上、 東側 を43号 - A 、 西側を43

号 - B とす る が、 各散石 の境界が不 明 で あ る た め 、

一括 し て43号集石と し て提示 し た 。 全体 に 占 め る 火

受石の比率 は86%と高 く 、 ま た 構成 は 人頭大23 ・ 拳

大 1 10 ・ 小石437で あ っ た 。 出 土遺物 は 土器が 7 点。

内訳 は東側43号 - A 集石 に 3 類 山 形文 2 点 、 沈線文

l 点。 西側 の B 集石 に沈線文 、 A B 聞 に ピ ッ チ幅 の

狭 い 第 2 類 山 形文が出土 し て い る 。

44号集石 (第23図)

不定型 土坑を持 ち 土坑外 に離が散石 し て い る B -

1 類形態 で 、 土坑内 に疎密集 の 痕跡があ り 主 に 南側

に散石が集中している。遺構の散石範囲は1.8mX1.3m

であ り 、 礁 は 人頭大38 ・ 拳大26 ・ 小石76で構成 さ れ

て い る 。 埋土 は 2 層 に 分層 さ れ第 3 類土器山 形文 2

点 ・ 撚糸 l 個体 ・ 撚糸 文 6 点 ・ 菱型 3 個体 ・ 縄文 2

・ 雷文 1 65 ・ 第 9 類土器 ミ ニ チ ュ ア 土器雷文 l 点が

集石上面 よ り 出 土 し た 。

⑩ 、 、凶 回

-A ' s b A -
巴z・ 電》

1 9 
g 
トU・5 母

L=167.50 
A 一一一 同 一一一A '

ð <Ø fJb.f2bfZl 2 号集石

O 1 m  

第7図 1 ・ 2号集石実測図
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45号集石 (第23 図 )

ピ ッ ト状の造十北に 切 ら れ て い る が不定型土坑 を 持

つ B -1 類であ る 。 44号集1� と 状況は類似して い る

が、 本遺構は土坑内 に0. 9m xo. 9m の集石が見 ら れ

る 。 離は 人頭大10 ・ 拳大55 ・ 小石84でわ昨成 さ れて い

る 。 集石上面か ら 第 3 類山 形文 2 点-撚糸 文 l 点 ・

明確に で き な い押形系+沈線 I 点 、 第 7 類撚糸文 l

点が出 土して い る 。

第1 íl[i t長 石
46号集石 (第24図)

IJJ)I�の掘り込 み を 持つ C 額形態で 、 ー|二坑外 に 数 点

のf喋がよL れ る が、 土坑i付 に 傑は集1_1:1 し 、 南 北 に 際 ブ

ロ ッ ク と して集石す る 。 1燦は 人 頭大3 ・ 拳大 6 ・ 小

イî25で桃成 さ れ て い る 。 第3 類 山 71�文 l 点 ・ 撚糸 文

3 /�， 菱形文 l 点 と ;í級文 l 点 が土坑上面 か ら 底音1\

に か け て 出土して い る 。
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47号集石 (第24図 )

1 . 0m X O. 9m の 範 囲 に散石 し て い る 。 上位 を 掘 り

す ぎ て い る が遺楠r に は土坑が存在 し た と 思 わ れ B 類

形態の可能性があ る 。 想 定 さ れ る 土坑法 量 は 、 1 . 1

m X l . Om X O. 2m程で、 あ ろ う 。 0. 8m X O. 4m の 磯 ブ

ロ y ク が見 ら れ る 。 礁 は 人頭大 2 . 拳大 9 . 小石30

で梢成 さ れ 、 火受石の比率は86% と 高 い 。

48号集石 (第24図 )

不定�I�土坑 を 持つ B 類形態で南側 を 後1止の ピ ッ ト

に よ っ て 切 ら れて い る 。 礁 は土坑内 で集石 し て お り

1擦 は 人頭大 9 ・ 拳 大10 ・ 小石173で構 成 さ れ 、 全体

に 占 め る 火受石の比率 は78% で あ る O 二|三坑上 仁l '府 に

カ ー ボ ン 、 下層 に焼土が検出 さ れ た。 燃焼土坑 に そ

の形態が類似 し て い る が火受石の 高比率 と 磯 !こ1- '心の

;遺構で、あ る た め に集石 と し て 区分 し た。

49号集石 (第24図)

D 類形態で0. 5m X O. 4m の範聞 に集石、 東1f!11 に散

石が見 ら れ る 。 O. 7m X O. 9m の範囲 に 倣石 し て い る 。

人事l大 6 ・ 拳大 6 . 小石 8 で構成 さ れ た小規模の集

石であ る が火受石 は88% と 高率 で あ る 。

50号集石 (第24図 )

不定�I�の土坑 を持つ B 類形態で、 際 は土坑内 に 散

布 し 、 人頭大 1 . 拳大 8 ・ ノl、 ィヨ41で、構成 さ れ て い る 。

土坑の掘 り 込み は 南側 に 傾斜 し 、 埋土 に は 微量の カ

ー ボ ン を 含 ん で、 い る 。 第 7 類貝殻文 l 個体 、 第 8 類

I [ I J[�文 l 点が散石 1:.\1 で、 I H 土 し て い る 。

51号集石 (第25 図 )

円7[�の土坑 を 持つ E 類形態 で西側 に撹乱 を 受 け て

い る 。 1擦 は 人頭大11 ・ 拳 大 2 ・ 小石23で、 構 成 さ れ、 土

坑 内 で0. 7m X O. 6m の 範囲 に ブ ロ ッ ク が見 ら れ 、 北

東方面 に散石 し て い る 。 第 3 類山 形 文 1 1 点 ・ 第 8 類

I L J �[�文 l 点 と 沈��jl 1 点が掘 り 込み集石 間 よ り 出 土 し

て い る 。

52号集石 (第25図)

桁円�[�の土ザし を も っ B - 1 類31�1�で南側 を 後世の

ピ ッ ト で 切 ら れて い る が、 !擦 は 土坑内 にO. 7m X O. 7m 
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の範囲 の ブ ロ ッ ク を 中心 と し て散石 し 、 土坑外では

南西方 向 に 散石が見 ら れ る 。 機 は 人頭大27 ・ 拳大37

・ 小石55で構成 さ れて い る 。 第 3 類 山71�文 l 点、 第

7 類員殻文系 377 と 石鍛 1 8が掘 り 込み端部 よ り I:b

土 し て い る 。 集石聞 に 摺石 . 11 ['1石の 第 2 類 234出土。

53号集石 (第26図)

遺構西側 を 後世の迫tfllJで切 ら れて い る が桁 円形の

土坑 を 持つ E 類形態であ る 。 機 は土坑内で、の集石で、

あ る が仁h 央 に 平胆 な 大型底石 を 配置 し 、 周 囲 に 挙大

の石が散石 し て い る 状態 で あ っ た 。 礁 は 人頭大16 ・

拳大16 ・ 小石23で、構成 さ れて い る 。

54号集 石 (第26図)

円形の土坑 を 持つ A 類形態で際 は l þ 央 に 空 間 を 持

ち 花弁状 に 配置 さ れ て い る 。 機 は 人頭大11 ・ 拳大 9

・ 小石14で、構成 さ れ他の遺構 に 比べ 人頭、大の比率が

高 い 。 第 3 類山形文 3 点、 ・ 撚糸 文 2 点 ・ 菱型文 1 点

・ 純文 1 点 、 同心楕 円 文 l 点が中央の空間 よ り 1:1:'， 土

し て い る 。

55号集石 (第26図)

土坑埋土は 2 層 に分層 で き 、 底部 に 若干の1擦が見

ら れ る がB 類形態 に 区分 し た 。 際 は 人頭大16 ・ 拳大

16 . 小石23で構成 さ れ 、 明確 な 磯 ブ ロ ッ ク は 見 ら れ

ず南北11411 に散石 し て い る 。 jJffi り 込み直上か ら 第 3 類

山 形文 ・ ミ ミ ズ ばれ文 と 沈線文が 出 土 し て い る 。

56号集石 (第27 図 )

C 類形態で0. 7m X O. 4m の 範囲 に ブ ロ ッ ク があ り 、

周 り に は散石が見 ら れ 、 1維 は 人頭大 3 . 拳大 2 ・ 小

石40で構成 さ れて い る 。 ;t線文が l 点 、 散石 間 に 出

土 し て い る 。

57号集石 (第27図)

56号集石 に 隣接 し て い る C 類形態で大型 の底石上

に 小石が集石 し て い る 状態 で あ る 。 礁 は 人頭大 5 ・

拳大 4 ・ 小石18で=梢}�比 さ れ た 小規模 な 集石 で あ る 。

58号集石 (第28図)

楕 円形の土坑上 に 磯 ブ ロ ッ ク が見 ら れ東方向 に散

石 し て い る E 類形態で 、 機構成 は拳大 6 小石60で

構成 さ れて い る 。 1. 3m X O. 7m の 範 囲 に 集石 し て い

る 。 土坑上面 で 第 3 類格子文が l 点 出 土 し て い る 。

掘 り 込み を 持 ち 、 そ の 法 iす はO. 7m X O. 5m X O. 2m 

であ る 。

59号集石 (第28図)

遺構北側 にJit乱 を 受 け て い る が、 楕 円形の土坑 を

持つ E 類形態で 、 ほ ぼ土坑内 に 礁 は 集 中 し 、 T機構成

は 人頭大 3 . 拳大24 小石70で桃成 さ れ て い る 。

口δntu

 



60号集石 (第28図)

小 ピ ッ ト を 持つ鈎状の 不定形掘 り 込み に礁が集石

し て い る 。 礁 の レ ベ ル は底部か ら 上面 ま で に位置 し

て い る が上面 で の 密集 が高 く E 類形態 と し た 。 礁 は

土坑の形状 に 沿 う よ う に 鈎状 に 集 中 し 西側 に僅 か に

散石が見 ら れ 、 喋構成 は 人頭大 7 ・ 拳大15 ・ 小石34

で構成 さ れ て い る 。

61号集石 (第28図)

東側 を 撹乱 に よ り 削平 さ れて い る が楕 円 形の土坑

を 持つ B 類形態 で0. 5m X O. 4m に U 字状の 集石があ

り 、 周 囲 に散石が見 ら れ る が疎 は土坑内 に 集石 し て

い る 。 磯構成 は 人頭大 l ・ 拳大 4 ・ 小石49で、構成 さ

れて い る 。 火受石の比率 は 2 % と 低 い。

62号集石 (第28図)

円形の土坑 を 持つ B 類形態 で、礁 は0. 4m X O. 3m の

範囲 に 集石 し て い る 。 構成 は 人頭大 2 ・ 拳大 4 ・ 小

石11 で小規模 で あ り 蝶 は 火受石が存在 し な か っ た 。

63号集石 (第28図)

楕円形の土坑 を 持つ E 類形態 で土坑内 に 集石 し散

石 は 見 ら れず、 0. 7m X O. 5m の 範 囲 に 集石 し て い る 。

上層 を 掘 り す ぎ た の で本 来 の 法量 は広 が る の で あ る

が検 出 状 況 で はO. 9m X O. 7m X O. 1 m で、 あ る 。 集 石

と し て 厚 み が あ り 0. 2m を 測 る 。 人 頭 大 4 ・ 拳 大30

. 小石74で構成 さ れ る 。

64号集石 (第29図)

不定形の土坑 を 持つ E 類形態で0. 3 m X O. 4 m に機

ブ ロ ッ ク が見 ら れ、 東 ・ 北方向 に 散石が見 ら れ る 。

構成 は 拳大 3 . 小石48で、 あ る 。

65号集石 (第29図)

円 形 の 土坑 を 持つ B 類形態 で あ る が明確 な 磯 ブ ロ

ッ ク を 持 た ず土坑 中 心 か ら 北東方向 に 散石 し て い る 。

構成 は 人頭大 2 ・ 拳大 4 ・ 小石27で、小規模 な 集石で、

あ る 。

66号集石 (第29図)

円形の土坑 を 持つ B - 1 類形態 で0. 7m X O. 6m の

範囲 に 集石 し て い る が ピ ッ ト 状の 遺構で破壊 さ れ て

い る 。 土 坑 法 量 は 1 . O m  X O. 9m X O. 1 m で、 あ る が堀

り す ぎ て い る た め 本来 ま だ広 が る の で あ ろ う 。 構成

は 人頭大 1 ・ 拳大22 ・ 小石23で あ る 。

第 l 節 集 石

67号集石 (第29図)

不定形の士坑 を 持つ E 類形態 で 明確 な ブ ロ ッ ク を

持 た ず 、 土坑外 に 散石 も 見 ら れ る O 上層 を 掘 り す ぎ

て い る が そ の 検 出 法 量 は 、 0. 9m X O. 6 X O. 1 m で、 あ

る O 構成 は 人頭大 9 ・ 拳大16 ・ 小石30で あ る O 土器

が 5 点 出 土 し て い る が風化が激 し く 第 3 類刺 突文が

わずか に確認で き る の み で あ っ た 。

68号集石 (第29図)

不定形の 土坑 を 持つ B 類形態でO. 5m X O. 6m の 範

囲 で磯 ブ ロ ッ ク が見 ら れ 、 ほ ぼ土坑内 に 散石 し て い

る 。 上層 を 掘 り す ぎ て い る が そ の 検 出 法 量 は 1 . 7m

X 1 . 2 m X O. 1 m で 、 構成 は 人頭大 1 ・ 拳大 9 ・ 小石

156で あ る 。 土 器が 3 点 、 下 面 レ ベ ル よ り 出 土 し て

い る が風化が激 し く 第 3 類 ミ ミ ズ ばれ文がわずか に

確認で き る の み で あ っ た 。
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第 W 章 遺 構

第 3 表 集石一覧表
挿図番号 集石番号 形態 説棋(m) (畏軸 ・ 置軸) 礁の総数 火受率 掘 り 込みの有無 撮 り込み規模(m)(長軸 ・ 短軸 ・ 深刻 出土石器類 出土早期土器類

l C 1 . 3 X 1 . 0  56 22% 
3 

7 
2 D 0. 8 XO. 7 54 29% 

8 、 3 C 3. 9 X 2. 8  149 40% チャ ト破片 3 点 3 . 沈

4 D 1 . 2 X O. 9 50 44% 石皿融片， 鏑石叩石 3 

5 C 1 . 7 X 1 . 3  69 54% 3 

9 
6 C 2. 4 X 1 . 6  91 79% 3 

7 A 1 . 7 X 1 . 1 58 16% 有 0. 7 X O. 6 XO. 1 石匙
8 A 2. 2 X 1 . 8  129 43% 有 0. 9 X O. 6 X O. 2  3 

10 9 A 1 . 1 X O. 8 60 43% 有 O. 7 x O. 7 x O. 1 3 

10 A '0. 9 X O. 8  70 34% 有 O. 7 x O. 7 x O. 1 3 

11  D 1 . 7 X 1 . 7  121 41% 3 

11  12 A 1. 2 X O. 8  41 54% 有 0. 7 X O. 6 X O. 2  

13 E 1 . 4 X 1 . 2  95 36% 有 1 . 2 X O. 9 X O. 1 3 

14 E 0. 8 X O. 7 75 100% 有 1 . 0XO. 8 X O. 3  

15 D 1 . 6 X 1 . 4  222 86% 石匙 3 . 沈

12 16 B 1 . 2 X O. 8 74 l∞% 有
17 A 0. 6 X O. 4  8 56% 有 0. 8XO. 7 X O. 1 

18 D 2. 9 X 2 . 5 252 83% 3 ・ 4 ・ 7 ・ 沈

19 E 2. 3 X 1 . 6  167 87% 有 1 . 9 X 1 . 4 X O. 2 3 ・ 7 ・ 沈

13 
20 D 3. 5 X 2 . 3 日5 93% 摺石PP石 3 ・ 5 ・ 7 ・ ìt

21 D 2. 2 X 1. 5  73 70% 3 . 7 

14 22 D 2. 5 X 1 . 3  100 l∞% 3 ・ 9 ・ 沈

23 D 1 . 8 X l . l 3ω 84% 

24 D 2. 6 X 2 . 4  309 95% 有 0. 4 X O. 2 X O. 2 石匙 3 ・ 7 ・ 8 ・ 沈
15 

25 1 . 2 X 1. 5  η 97% 有 1. 7 x O. 8 X O. 2 3 B - 1 

16 
26 D 3. 5 X 3. 2 244 86% 3 ・ 6 ・ 7

27 D 1 . 7 X 1 . 6  89 86% 7 

28 D 3. 1 X 2. 1  225 84% 3 ・ 7 ・ 9
17 

29 2. 1 X 2. 0 1 19 1∞% C 3 ・ 7

18 30 B - 1 2. 3 X 2 . 0  191 92% 有 1 . 3 X O. 9 X O. 2  摺石町石 3 . 7 

31 C 1 . 6 X 1 . 0  1 12 

32 A 1 . 0 X 1 . 0  33 94% 有 1 . 1 XO. 8 X O. 2  

19 33 D 1 . 0 X O. 7  49 2 ・ 3

34 E 1. 2 X O. 9 53 l∞% 有 O. 7 X O. 7 X O. 2 

35 E 1 . 4 X 1 . 7  51 不明 有 1 . 5 X 1 . 4 X O. 1 3 . 7 ・ ìt

36 A 1 . 6 X 1 . 6  131 31% 有 1 .  7 X 1 . 6 X O. 4  1 ・ 3 ・ 7 ・ 8

20 
37 E 1 . 0 X l . l 120 65% 有 1 . 2 X O. 8 X O. 2  

38 E 1 . 5 X 1 . 8  43 75% 有 l . l X 1 . 0 X O. 2  7 

39 B 1 . 3 X 1 . 0  61 57% 有 1 . 4 X O. 9 X O. 2  3 . 7 

40 E 1 . 3 X 1 . 3  44 56% 有 0. 4 X O. 5 X O. 1 3 

21 41 D 2. 6 X 1 . 8  お 34% 有 0. 3 X O. 3 X O. 2  2 ・ 3 ・ 7

42 E 2. 6 X 2. 1 106 75% 有 1 . 4 X 1 . 3 X O. 2  3 . 沈

22 43 D 4. 3 X2. 0 570 86% 2 ・ 3 ・ ìt

23 
44 B - 1 1 . 8 X 1 . 3  140 74% 有 1 . 3 X 1 . 0 X O. 2  3 ・ 9

45 B - 1 3. 7 X 2 . 2 149 92% 有 1 . 4 X 1 . 6 X O. 1 3 . 7 

46 C 1 . 9 X 1 . 3  34 85% 有 1 . 6 X 1 . 5 X O. 2 3 . ì定

47 B 1 . 0 X O. 9  41 86% 有 1 . 1 X 1 . 0 X O. 2  

24 48 B 1 . 2 X O. 8 192 78% 有 1 . 6 X O. 9 X O. 3  

49 D 0. 7 X O. 9 m 88% 

50 B 0. 9 X O. 9  50 15% 有 1 . 3 XO. 9 X O. 2  7 ・ 8

25 
51 E 1 . 7 X 1 . 4  36 69% 有 1 . 5 X 1 . 4 X O. 2  3 ・ 8 ・ ìt

52 B - 1 3. 2 X 2. 2  119 42% 有 2. 0 X 2. 2 XO. 1 石鎌， 摺石PP石 2 ・ 3 ・ 7

日 E 1 . 1 X 1 . 1  55 73% 有 1 . 3 X 1. 2 X O. 2  

26 54 A O. 8 X O. 8 34 75% 有 1 . 0 X 1 . 0 X O. 3  3 

55 B 2. 8 X 1 . 9  55 41% 有 1 . 8 X 1 . 1 X O. 2 3 . 沈

27 
56 C O. 8 X O. 9 45 24% 沈

57 C 0. 9 X O . 4  27 18% 

58 E 1 . 3 X O. 7  66 16% 有 0. 7 X O. 5 X O. 2 3 

59 E 0. 8 X O. 7 97 28% 有 0. 9 X O. 5 X O. 2  

28 
60 E 0. 9 X O. 7  56 74% 有 1 . 0XO. 9 X O. 1 

61 B 1 . 0 X O. 8  54 2 %  有 1 . 0 X O. 8 X O. 1 

62 B 0. 4 X O. 3  17 有 0. 8 X O. 7 X O. 1 

63 E 0. 7 XO. 5 1ω 13% 有 O. 9 X O. 7 x O. 1 

64 E 1 . 2 X O. 7  51 37% 有 1 . 2 X 1 . 0 X O. 1 

65 B 0. 8 X O. 6 33 6 %  有 0. 8 X O. 7 X O. 1 

29 66 B - 1 0. 7 X O. 6  46 65% 有 1 . 0 X O. 9 X O. 1 

67 E 1 . 1 X O. 7 55 20% 有 0. 9 X O. 6 XO. 1 3 

68 B 1 . 5 X 1 . 0  166 26% 有 1. 7 x 1 . 2 x O. 1 3 

qL
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第 2 節 土 坑 (第31図-47図)

1号土坑 (第31図)

2. 5m X  1 .  5m X O. 3m の 楕 円 状 を 呈 し 、 破 砕 し た

砂岩 と 火受凝灰岩が出土 し て い る 。 床面北西 に焼土、

壁面 に 火 を 受 け た痕跡が部分的 に 認 め ら れ る こ と か

ら 火気使用 の遺構で あ る 可能性が高 く 、 燃焼土坑 と

仮称 し て お く 。 こ の燃焼土坑 は 本遺跡 に お い て 数基

検出 さ れ て い る 。

2号土坑 (第31図)

1 . 3m X 1 . 0m X O. 1m の 不 定 形 を 呈 し 破 砕 さ れ た

砂岩が出 土 し て い る が、 際 は 肉 眼観察で は 火 を 受 け

た感がな く 、 土坑 と し て は 浅 い た め 上部が削平 さ れ

て い る 可能性があ る 。 遺物 は 、 黒曜石片 l 点 、 土器

片 3 点が出土 し て い る 。 3 点 は そ れ ぞれ l 類楕 円文

. 3 類 山 形文 ・ 縄文で い ず れ も 細片 で あ る 。

3号土坑 (第31図)

1 . 8m X O. 8m (残 存 部 分) X O. 3m の 不 定 形 を 呈

し て い る 。 東側 は 調査区外で あ る た め遺構全体の規

模 は 不 明 で あ る が、 床 面 に 焼土 、 ま た埋土 に は灰土

が混在 し て い る こ と か ら 燃焼土坑で あ ろ う 。 ほ ほ床

面か ら 第 3 類 山 形文 を 口縁部内面 と 外器面 に 施丈 さ

れ た 、 屈 曲 ( 1 ) 型 1 、 他 に 3 類 菱 形 文 が l 点 ・

山形文の破片が 5 点 と 口 縁部片 l 点が出 土 し 、 先の

1 固 体であ る 可能性 も 高 い 。

4号土坑 (第32図)

2. 6m X 1 . 9m X O. 2m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 は 下

層 か ら 第 2 類楕 円 文 、 第 3 類 山 形文 ・ 変形撚糸文 ・

縄文、 他 に 沈線文が出土 し て い る 。 4 層 掘 り 下 げ時

に検出 さ れ た の で本 来 の 遺構 は ま だ広 が る 可能性 も

あ る 。 床面 に 第 3 類変形撚糸 文が出土 し て い る 。 焼

土面 は 見 ら れ な い が火受凝灰岩が出 土 し て い る 。

5号土坑 (第33図)

1 .  7m X O. 9m X O. 3m の 楕 円 形 を 呈 し 、 南 西 ・ 北

東側 を 後世の遺構で破壊 さ れ て い る 。 遺物 は 土器155

点 出 土 し て い る 。 第 3 類 山 形文 ・ 縄文 ・ 撚糸 文 と 沈

線文が確認で き 、 他 は風化が激 し く 類別 は 困 難 で あ

っ た 。 器全体 の 約 1/8程 を 占 め る 程 度 の も の が 3 個

体分 2 ・ 3 ・ 4 が 出 土 し て い る 。 2 は 強 い 屈 曲 を

持つ 第 3 類 ( 2 ) 型 で あ る が風化が激 し く 文様の判

別 がで き な い 。 3 は 第 3 類 縄文の ( 1 ) 型 で 第 3

第 2 節 土 坑

類分類 (表 4 参) で は G - 1 一 ( 1 ) で 口縁部か ら

経部 ま で施文が観察 さ れ下位 は風化の た め か無文で

あ る 。 4 は胴部か ら 底 部 に か け て の 資料で こ れ も 文

様の 観察がで き な い 。 3 と 4 は胎土が酷似 し て い る

た め 同 一個体か。 他 に 第 4 類小型土 器 の 山 形施文の

口縁部が 1 点 出 土 し て い る 。 形状が判 別 で き る 以外

は ほ と ん ど細 片 で あ る 。 第 7 類土器片 が 2 点 、 土 師

器片 も 出 土 し て い る が上層 で の 流 れ込 み と 思 わ れ る 。

遺構床 面 に 焼土 面 が認 め ら れ る 燃焼土坑で あ る 。 下

層 面 か ら 第 3 類土器が礁 、 磨 石 と と も に 出 土 し て お

り 、 こ れ ら が遺構廃棄時 と す れ ばそ の 時 の様相 を 留

め て い る と 思 わ れ る 。 最 も 残 り の よ い 土 器 2 の 表

面は風化 し て い る こ と か ら 二次焼成 を 受 け た 可能性

が高 く 、 ま た 一緒 に 出 土 し て い る 凝灰岩 も 火 を 受 け

て い る こ と か ら 火気 を 使用 し た 遺構で あ る 。

6号土坑 (第34図)

1 .  3m X 1 .  28m X O. 2m の 円 形 を 呈 し 、 遺 物 は 、 山

形文の 土器片 2 点が出 土 し て い る が、 細 片 で あ る こ

と か ら 、 流 れ込み の 可能性があ る 。

7号土坑 (第34図)

1 .  8m X  1 .  3m X o. 3m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 は 土

器21点が出土。 内訳 は 、 第 3 類 山 形文 9 点 ・ 菱形文

l 点 1 36 ・ 縄文 2 点 ・ 撚糸 文 2 点 ・ 撚糸文地文 に 山

形文 を 主文 に し た も の l 点 、 沈線文 l 点 、 無文 の 口

縁分 l 点 、 底部 1 点 、 不 明 3 点 で あ る 。 山 形文 は 、

同 一個体で は な く 第 3 類 ( 1 ) 型 と さ れ る も の l 点

を 含 む。 他の文様 の も の も 、 第 3 類の 範鴫 と 考 え る

こ と がで き る が、 無文 の 土 器片 の み が異 質 で あ る 。

土器片 ほ と ん どが、 ①層 下 面 か ら ②層 上面 か ら の 出

土 で あ る 。 石搬 l 点 1 0が 出 土。 破 砕 砂 岩 ・ 凝灰 岩

は 火 を 受 け た も の が 目 立 つ が焼土や焼 け た 床 面 な ど

は確認で き な い 。

8号土坑 (第35図)

1 .  Om X O. 8m X O. 1m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 は 16

点が出土 し て い る 。 内訳 は 第 2 類楕 円 文 l 点 、 第 3

類 山 形文 8 点 の う ち 4 点 は 同 一個体、 不 明 4 点 で あ

る が遺物 は 流 れ込 み の 可能性があ る 。

9号土坑 (第35図)

1 . 4m X  1 .  Om X O. 1m の 楕 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

の土器片 の 内 訳 は 、 第 1 類条痕文 1 点 、 第 3 類 山 形

円J89
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文 5 点 ・ 撚糸 文 3 点 ・ 縄文13点 、 沈線文 3 点、 不明

4 点 で あ る O 山 形文 は 2 個体、 縄文 は 13点の う ち 6

点 は 同 一個体で、 他 は そ れぞれ別個体で あ る が床直

上 か ら 縄文が出 土 し て い る 。 ま た 第 9 類 円 盤状土製

品 557の 出 土があ る 。

10号土坑 (第35図)

1 .  6m X 1 . 2m X O. 3m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 は 土

器片19点 が 出 土 し て い る 。 内 訳 は 、 第 2 類楕 円 文 l

点 、 第 3 類 山 形文12点 ・ 撚糸 文 1 点 ・ 沈線文 l 点 、

底部 I 点、 不 明 2 点で あ る 。 礁 に 混在 し た 出 土状態

で個体 と し て は捉 え ら れず 、 流れ込み の 可能性が高

い 。 や や小規模 の 土坑で は あ る が離 は 多 いが構成石

が火受石で は な い 。

11号土坑 (第36図)

1 . 0m X O. 8m X O. 1m の 楕 円 形 を 呈 し 出 土 遺 物 は

第 3 類撚糸文土器細片 1 点が 出 土 し て い る 。 細片で

あ る た め 流れ込み の 可能性が高 い 。 火焼石があ る 程

度 ま と ま っ て 出 土 し て い る 。 遺構床面 に は焼 け た 形

跡が確認 さ れ て い な い た め 、 集石 に 用 い る 離 を 一時

的 に保管 し た磯溜 め の よ う な 機能 と も 考 え ら れ る 。

12号土坑 (第36図)

O.  9m X O. 7m X O. 1m の 楕 円 形 を 呈 し 、 遺 物 出 土

は 第 3 類 山 形文 の 細 片が 3 点 出 土 し て い る 。 削平が

は げ し く 火受石が l 点 出 土 し て い る 。

13号土坑 (第36図)

1 .  5m X 1 . 2m X O. 1m の 楕 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は な く 火受石が 2 点 出 土 し て い る 。

14号土坑 (第36図)

1 .  7m X 1 . 0m X O. 1m の 楕 円 形 を 呈 し 、 遺 物 は 第

7 類土器の撚糸文系が 1 点 出 土 し て い る が出 土状況

は 不 明 。 火受石があ る 程度 ま と ま っ て 出 土 し て い る

が遺構床面 な ど に 火 を 受 け た 形跡がな い こ と か ら 、

11号土坑 と 同 質 の も の か。

15号土坑 (第36図)

2. 2m X 1 . 4m X O. 1m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 は 第

3 類土器が 4 点 出 土 し て い る 。

16号土坑 (第37図)

1 . 1m X O. 8m X O. 2m の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 12点 で 、 第 3 類 山 形文が 6 点 ・ 撚糸文が 2 点 (接

合) 、 他 は 不 明 で あ る 。 火受石が土坑の 周 辺 に 多数出

土 し て い る 。 土 器 は 土坑内 を 中心 に 出土 し 火受石 は

周 辺 に あ る 状況 か ら 、 集石 の 可能性 も 否定 で き な い 。

17号土坑 (第37図)

1 .  2m X 1 . 2m X O. 1m の 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物 は

な く 火成石が散在 し て い た 。

18号土坑 (第37図)

2. 2m X  1 . 4m X O. 4m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 は 第

3 類 山形文の破片が多数出 土 し 、 3 個体分 ほ どの ま

と ま り で 、 屈 曲 ( 1 ) ( 2 ) 型がそ れ ぞれ確認で き る 。

他 に 山 形文底部 31 6 ・ 縄文 2 点 ・ 撚糸 l 点が 出 土 し

た 。 第 l 類土器 の 細 片 が l 点 出 土 し て い る が上層 で

の 出 土で流れ込み と 考 え ら れ る 。 遺構床面 に焼土 の

広が り が確認 さ れ て お り 、 土坑 内 に は 火受石 も 多 く

検出 さ れて い る がや や レ ベ ル差があ る よ う で あ る 。

焼土上 に 土器が集 中 し て い る こ と か ら 燃焼土坑の 可

能性があ る 。

19号土坑 (第37図)

1 . 1m (残 存 部 分) X 1 . 0m X O. 3m の 楕 円 形 を 呈

し 、 遺物 は 第 3 類 山 形文 7 点 ・ 菱形文 2 点が出土 し

て い る 。 遺構南側 を 後世 の 遺構 に よ り 破壊 さ れ て い

る た め推定 ラ イ ン を 提示 し た 。 土坑北側床面 に 燃焼

面が認め ら れ、 ま た こ の燃焼面 に 径30cm の大石が配

置 さ れ た よ う に検出 さ れ た 。

20号土坑 (第38図)

1 . 6m X 1 . 3m X O. 4m の 楕 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 8 点 で そ の 内 訳 は 、 第 3 類土 器 山 形文 l 点 ・ 撚糸

文 4 点 ・ 縄文 l 点 、 突帯刻 み の あ る 土器 l 点 で 、 撚

糸 は タ イ プ ( 1 ) 型 で あ る が上層 か ら 中 層 に か け て

の 出土 で あ る た め 流 れ込み の 可能性が高 い 。 ま た 火

受石 の 出 土 も 認め ら れ る 。

21号土坑 (第38図)

2. 5m X 2. 2m X O. 2m の 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物 は

第 3 類 山形文20点 ・ 撚糸 文 l 点 で あ る 。 山 形文 は I

個体 に ま と ま ら ず別個体の小片 で あ る 。 火受石が1 1

点 、 散在 し て い る が、 遺構床面 な ど に は 火使用 の痕

跡は確認 さ れ て い な い 。 床直上か ら 第 3 類 山 形文が

出 土 し て い る 。

22号土坑 (第39図)

1 .  9m X L 3m X O. 2m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 は 第

3 類 山 形文 ( 1 ) 型、 1 個 体分 出 土 し て い る 5 。
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そ の他第 3 類 山 形文 ・ 撚糸 文 、 沈線文 な どの細片が

出 土 し て い る 。 石鍛が 1 点 1 23が出 土 し て る 。 石搬

は ほ ぼ床 直 か ら 出 土 で 、 こ の 遺構 に伴 う も の と 考 え

ら れ る 。 火受石 も 6 点 ほ ど出 土 し て い る が、 床面 に

は 火 を 使用 し た 形跡 は 確認 さ れ て い な し 、

23号土坑 (第40図)

2. 2m X 1 . 2m X O. 1m の 楕 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 第 3 類 山 形文23点 ・ 撚糸 文 1 点 、 第 4 類 山形文が

l 点 、 不明 1 点 。 い ずれ も 小片 で あ る 。 遺構北側 に

焼土面が確認 さ れ 、 遺物 ・ 火受石 は と も に 散在 し 、

10叩程の離が焼土面直上 に 在 る 。

24号土坑 (第40図)

1. 9m X O. 8m X O. 2m の 楕 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 第 3 類 山 形文13点 ・ 撚糸 l 点 ・ 菱形文 I 点 が出 土

し て い る 。 石鍛 l 点 出 土 1 21 。 カ ー ボ ン を 含 む埋土

で、 火受石 の 出 土が認め ら れ る 。

25号土坑 (第40図)

1 .  5m X 1 .  2m X O. 4m の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 第 3 類 山 形文が 7 点 、 撚糸 文 2 点 ・ 縄文 1 点、 第

4 類 山形文 4 点。 カ ー ボ ン を 含 む埋土で あ り 、 土坑

内部 に あ る 石 は す べ て 火受石 だが、 床 面等 に は 火 を

受 け た 形跡 は 確認 さ れ て い な い 。 石鍛 54出 土 。

26号土坑 (第41図)

2. 1m X 1 . 3m X O. 2m の 不 定 形 を 呈 し 、 遺 物 出 土

は 第 3 類 山 形文が1 1点 ・ 縄文 2 点 、 不 明 l 点 で あ る 。

いずれ も 細 片 で 別 個 体 で あ る 。 火受石が多 く 出 土 し

た が床面 な ど に 火 を 受 け た痕跡 は確認 さ れ な い が12

号集石 と 近接 し て い る こ と か ら 、 集石 に 付随す る 石

溜 め の よ う な 遺構か。

27号土坑 (第42図)

2. 1m X 1 .  5m X O. 3m の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 第 3 類土器片 が多 数 出 土 し た 。 山 形文 ・ 沈線文 ・

縄文 ・ 突帯 ・ そ れ に 伴 う 刺 突文 な ど で 、 6 は 第 8 類

壷型の撚糸文で経部 ~ 口 縁部資料で 、 7 ・ 8 は 同 一

個体で あ ろ う と 思 わ れ る 。 9 ・ 1 0 は 山 形施文で壷型

に な る と 思 わ れ 、 こ れ も 同 一個体か。 1 1 は底部資料

で ナ デ調整が施 さ れ て い る た め 施文 の確認がで き な

いがわずか に 山 形状 に も 見 え る 。 1 2 は胴部最大経 に
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突帯刻 み を 施 し 、 こ の 突帯上位 に 沈線 ・ 下位 に撚糸

文 を 施文 し て い る 第 3 類 の 分類 で は 2 -K- ( 1 )  

型 で あ る 。 他 の土器片 は ほ と ん ど互い に 別個体であ

る 。 土 器 1 2が 出 土 し た 部 分 の 床面 に 、 火 を 受 け た

痕跡が確認 さ れて い る 。 純粋 に遺構に伴 う の は土器

1 2で他の 遺物 は遺構廃棄後 に ゴ ミ 捨 て 場 と し て使用

し た と も 考 え ら れ る こ と か ら 、 遺構利 用 か ら 廃棄 ま

で は短期 間 で あ る か。 石鍛 1 03 出 土。

28号土坑 (第43図)

1 . 5m (残 存 部 分) x 1 . Om X O. 3m の 不 定 形 を 呈

し 、 出土遺物 は 第 I 類条痕文、 第 2 類楕円文、 第 3

類 は 山 形文が主体で あ る 。 1 3 は 第 8 類童形土器の 口

縁部で、 1 4 は 上位 に 沈線下位 に 山 形文が施 さ れ て い

る こ と か ら 1 3 ・ 1 4 ・ 1 5 は 同 一個体で あ ろ う 。

29号土坑 (第44図)

2. 4m X 1 . 3m X O. lm の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 、 壷形土器 l 個体分、 土器細片 1 点 (文様不 明 )
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出 土。 壷形土器 1 6 は 、 全体的 な 形が復元で き る 良

好 な 資料で あ る 。 胴部下方がわずか に 張 り 出 し 、 そ

こ か ら 上方 の 口縁端部 に か け て徐 々 に 内傾 し 、 よ っ

て 明 瞭 な 頚部 は 認め ら れ な い 。 底 部 は 上 げ底 を 呈す

る 。 全体的 に均ーの厚 み の あ る 器壁で薄手であ る 。

外器面 に は 口縁部 と 頭部付近 に 3 列 、 3 - 5 条 を 一

組 と す る 沈線文 を 横 方 向 に め ぐ ら せ 、 中央の一組 に

は弧状の文様 を 、 下部 の 一 組 に は斜位 に横切 る 沈線

文 を 施文 し て い る 。 内 器面 に は 、 口 縁部 ち か く に は

丁寧 な ナ デ、 胴 部 あ た り に は 組い横方 向 の ナ デ調整

を 施 し て い る 。 外器面 に も 文様 を 施文す る 前 に 丁寧

な ナ デ調 整 を 行 い 、 文様施文後、 一 部 に 赤彩色が認

め ら れ る 。 出 土状況 は折 り 重 な る よ う な 出 土状況で

遺構床面 よ り 3 cm ほ ど浮い て は い る が、 ほ ほ完形で

出 土 し て い る た め 遺構 に伴 い埋納 さ れ た も の か。

30号土坑 (第45図)

1 . 0m X O. 8m X O. 2m の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 、 問伸 び し た 第 3 類 山 形文 l 点 と 撚糸 文 l 点。 ま

た 火受石が 4 点 出土。 31号土坑 . 32号土坑 と 切 り 合

い 関 係 に あ り も っ と も 新 し い 。

31号土坑 (第45図)

1 . 3m X O. 7m X O. 1m の 楕 円 形 を 呈 し 、 遺 物 は 火

受石が 2 点 出 土 し て い る 。 30号土坑 ・ 32号土坑 と 切

り 合い 関係 に あ る 。 当 遺構 は30号土坑 に南側 を 切 ら

れ、 32号土坑の東側 を 切 っ て い る 。

32号土坑 (第45図)

1 . 1m (残 存 部 分) X 1 .  3m X O. 1m で 出 土 遺 物 は

第 3 類縄文 2 点 ・ 撚糸 文 l 点 で あ る 。 30号土坑 ・ 31

号土坑 に 東側 を 切 ら れ て お り 、 こ れ ら の土坑の 中 で

は も っ と も 古 い。

33号土坑 (第45図)

1 .  5m X 1 . 3m X O. 5m の 楕 円 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 第 3 類 山 形文 7 点 ・ 撚糸 5 点 ・ 縄文 l 点 と 沈線文

2 点 、 不 明 9 点 出 土 し て い る 。 土器片 は 上層 か ら の

み 出 土 し 中層 に 離が面倒 か ら 流れ込む よ う に し て い

る が火受石で は な い 。
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第 2 節 土 坑

34号土坑 (第46図)

2. 8m X 2. 3m X O. 3m の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 経部 に 縄文 を 施文 し た 壷 型土 器 系 1 7が l 個体、

第 3 類格子文 2 個体分 ・ 山 形文 ・ 縄文 ・ 山 形文地文

に 沈線文 を 主 文 ( 第 3 類 2 - A) と し た 等 の 細 片 が

多数、 第 4 類撚糸 文 325 な ど出 土 し て い る が、 調査

終了前 日 に 検 出 さ れ た た め 出 土状況不 明 で あ る 。 西

側 に焼土面が確認 さ れ て い る こ と か ら 、 こ れ ま で み

ら れ た燃焼土坑 の 可 能性 も あ る 。

35号土坑 (第47図)

2. 1m X 1 . 1m X O. 3m の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 土 器

は 第 3 類 山 形文 2 個体分 ・ 楕 円 文 ・ 菱形文。 北側床

面 に焼土が確認 さ れ、 直上 か ら 第 3 類、菱形が出 土 し

て い る 。 北側 に 焼土面があ り 燃焼士坑の可能性 も あ

る 。

36号土坑 (第47図)

1. 5m X 1 . 1m X O. 4m の 楕 円 形 を 呈 し 、 遺 構 東 側

に 逆 三 角 錐状の掘 り 込み があ る 。 出土遺物 は 、 第 3

類 山 形文が14点 内 l 個体 ・ ( 1 ) 型が l 点 ・ 撚糸 文

3 点 ・ 菱形 1 点 、 櫛状施文 6 点 ・ ミ ミ ズ ばれ文 3 点

・ 山 形地文 + 沈線 1 点 、 山 形地文 + ミ ミ ズ ばれ 1 点

・ 沈線地文 + 沈線 2 点 、 突帯 に 山 形施文 2 点土器、

以上 は 第 3 類土器で 、 他 に 第 7 類 の 1 類 3 点 、 第 8

類 山 形文 + 沈線文が出 土 し た 。

37号土坑 (第47図 )

O. 7m X O. 4m X O. 1m の 不 定 形 を 呈 し 、 出 土 遺 物

は 第 7 類土器の 口縁部 369が出 土。 別個体の第 7 類

土器片 も 数点 出 土 し て い る 。 出 土状況は床面直上で

は な い が土器1留 め 性格 を 持つ も の か。 第 7 類土器が

土坑 に伴 っ て 出 土す る 例 は 、 当 遺跡 に お い て こ の l

例 の み で あ る 。

内くuphu
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第 1 節 縄文時代早期

第 V 章 遺 物 (土器)

第1節 縄文時代早期 か つ て 穿孔 し て い る 。 補修孔の外器面 か ら 見 て右端

第 l 節 は 基本土層 第 4 層 で の 出 土土器で あ る 。 一

部 に 層 位 の 乱 れ も あ り 3 層 出 土 も 見 ら れ る が、 層位

と 形式か ら 縄文早期土器 に 比定 さ れ10類 に 分類 を 試

み た 。

第 1 類土器 ( 第48図 �49図 1 8.......54) 

器形 は 円 筒形 を 呈 し 、 外器面 の 口縁部付近 に 員 殻

に よ る 条痕文 を 施文 し た 土器で あ る 。 器壁 は厚 く 、

口 唇部 を 平坦 に作 り 出 す傾向 に あ り 、 口 唇部か ら 内

器面 に か け て ナ デ調 整 、 外器面 に 条痕文 を 施す。 口

縁部形態 か ら 直 口 ・ や や 外反気味 ・ 外反 に 大別で き 、

そ の 口 唇部 に は 若 干 の 差異があ る 。 以下、 個別 に説

明 を 加 え て い く 。

1 8 ・ 1 9 ・ 20 ・ 21 ・ 22 ・ 23 ・ 24 ・ 25 ・ 27 ・ 28 ・ 33 ・

34 ・ 35 ・ 36 ・ 37 ・ 38 ・ 39 ・ 54 は 直 口 の 口 縁部 を 持つ

資料で あ る 。 37は底部 を 欠 く が円筒形 と い う 器形の

特徴 を 見 る こ と がで き る 。 口縁部がわずか に 内湾 し

て お り 、 口 唇部 は平坦 に 作 り 出 し て い る 。 内器面 は

ナ デ調整、 口 唇部 は 特 に 丁寧 な ナ デ調 整 を 施 し て い

る 。 外器面 は 口 縁部 に 貝 殻 に よ る 条痕文 を 施文 し 、

胴部 に は 丁寧 な ナ デ調整 を 施 し て い る 。 員 殻 に よ る

条痕文は小刻 み に 波状 を 意識 し て 施文 し て い る よ う

であ る 。 1 8 ・ 1 9は 内外器面 と も 劣化が進 ん で い る た

め 条痕が明確 に で き な い が、 20 ・ 21 ・ 22は 直線状の

条痕 を 持つ 。 23 は 内外 と も に劣化が進 ん で、 お り 、 二

次焼成 を 受 け た 可能性 を 想定 で き る 。 ま た 円形の補

修孔がー カ 所認め ら れ、 外器面側 か ら 内 器面へ向か

つ て 穿孔 し て い る 。 24 ・ 35は 丸 み を 帯 びた 口 唇部、

25 ・ 27 は 口 唇部 を 平坦 に作 り だ し 、 33 も 平坦 な 口 唇

部 で あ る が器壁 が 肉 厚 で 、 口 縁部 に は 貝 殻 に よ る 波

状 を 呈 し た 条痕文 を 施文 し て い る 。 34 は 口 唇部が丸

み を 帯 び、 ナ デ調 整 を 施 し 口 唇部 は 特 に 丁寧 であ る 。

38は 口 唇部 を 平坦 に作 り だ し 、 口外器面 に は 、 員 殻

に よ る 条痕文 を 波状 に 施文 し て い る 。 39 は 丸 み の あ

る 口 唇部で 4 条 の 条痕 で そ の 条数が最 も 少 な い 。 54

は 口 唇部 は平 坦 に 作 り だ し 、 円 形 の 補修孔が口縁部

に 1 カ 所認め る こ と がで き 、 外器面 か ら 内 器面 に 向

は 、 内外器面 と も に 摩耗 し て お り 使用 し て い た こ と

が伺 え る 。

26 ・ 29 ・ 30 ・ 31 ・ 32 ・ 40 ・ 41 ・ 42 ・ 43 ・ 44 ・ 45 ・

46 ・ 47 ・ 48 ・ 49は や や外反気味の 口縁部 を 持 つ 。 26

は 口 縁部がやや外反 し 、 口 唇部 が先細 る 器形であ る 。

29 は 口 唇部か ら 内 器面 に か け て 非常 に 丁寧 な ナ デ調

整 を 施 し 、 口 唇 部 は 滑 ら かで 、 丸 み を 帯 ぴて い る 。

外器面 に は 、 貝 殻 に よ る 波状の 条痕文 を 施文 し て い

る 。 こ の 波 状 の 条 痕 は 30 ・ 31 ・ 32 ・ 41 ・ 42 ・ 48 ・

49 に も 見 ら れ る 。 31 は 口 唇部 が尖 り 気味 で あ る 。 32

は等 間 隔 の 条痕が観察 さ れ る が内外器面 と も に 劣化

がす す み 、 二次焼成 を 受 け た 可 能性が高 く 44 も 同

質 で あ る 。 40 ・ 45 は 口 唇部 は 丸 み を 帯 ぴ、 41 ・ 43 ・

47は 丁寧 に 平坦部 を 作 り 出 し て い る 。 42は 口 唇部か

ら 内 器面 に か け て 丁寧 な 横方 向 の ナ デ調 整 を 施 し 、

口 唇 部 は 丸 み を 帯 びる 。 46 は こ の 種 の 土器 の 中 で は

器厚が薄 く 、 器形 は 口縁部がや や外反 し て い る 。 口

唇部 は平坦に作 り だ し 、 内 器面 に か け て ナ デ調 整 を

施 し て い る 。 48 は外器面 に は 口縁部 に 沿 っ て 貝 殻 に

よ る 条痕文 を 施文 し て い る が、 下部 も ま た ナ デ調整

を 施 し て い る 。 49 は 口 唇部が先細 り 、 狭 い 平坦部 を

形成 し て い る 。

50 ・ 51 ・ 52は 口 縁部が外傾す る 器形で あ る 。 50 は

口 唇部 は 丸み を 帯 び、 外器面 に は横方向 に 貝 殻 に よ

る 条痕文 を 波状 に 施文 し 、 補修孔が 1 カ 所認め ら れ、

内外器面両方か ら 穿孔 し て い る 。 51 は外器面が一部

剥 落 し 、 内 器面 も ナ デ調 整 を 施 し で あ る が全体的 に

摩滅 し て い る 。 外器面 に は 条痕文がわ ず か に 確認で

き る 。 52 は 口 唇部が先細 り 、 外器面 に は 口 縁部 に 沿

っ て 条痕文 を 施文 し て い る 。

53 は 直 口 気味の 口 縁部 で あ る が、 2 方 向 か ら の 施

文形態が見 ら れ る 。 外器面 の 口 唇部近 く に は 、 員 殻

に よ る 条痕文 を や や 傾 い た 縦方 向 に 施文 し 、 そ の 下

部 に は横方向 に 同様の条痕文 を 波状 に 施文 し て い る 。

第 1 類 の 分布 は 遺跡 中 央 か ら 北東 に密集が見 ら れ

る 。
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第49図 第 1 類土器実測図 ( 2 ) 

第 2 類土器 (第51 図 � 52 図 55-81 ) 

第 2 類 は 完形資料 に は 恵 ま れ な か っ た が、 楕円文

と 山 形文 の押型文施文土器で 口縁部 は 直 口 ま た は外

反す る 。 底部の様相 か ら 胴部 は や や膨 ら む傾向 と 円

筒状 を 呈す る も の が想定 さ れ る 。 底 部 は 平底の傾向

があ る 。 ま ず楕 円 文 を 施文 し た 土器 に つ い て 説明 を

加 え て い く 。

施文 は外器面 ・ 内 器面 ・ 口 唇部 に 施丈 さ れ、 外器

面 は 縦位 ・ 内器面 は横位 ・ 口 唇部 は横位 の傾向があ

る 。 55は 口 縁部が直線 的 で 口 唇部 は 平坦 に 、 外器面

に は 6 mm程度 の 楕 円 文 を 縦位 に 施文。 56 ・ 57 ・ 58 ・

59 ・ 60 ・ 61 ・ 62は 内 器面 に も 施文、 58 ・ 60 ・ 61 ・ 62

は 口 唇部 に も 施文 さ れ て い る 。 口縁部は外反す る が

56の 口縁部 は や や 内 湾 す る 器形で あ る 。 楕 円 施文原

体 に 差異があ り 、 径 7 � 4 聞 の 範 囲 内 で、 あ る 。 内器

面 に 原 体 条 痕 を 持 つ 資料 と し て 63 ・ 64 ・ 65 ・ 66 を

提示 し た 。 外器面縦位 ・ 内 器面横位 の 施文であ る が

内 器面 の 口 唇部近 く に 原 体条痕 を 施す 。 楕 円 文 に 条

痕文が重 な る 面 が存在す る こ と か ら 楕 円 施文後原体

条痕 を 施す製作過程 で あ り 、 条痕施文部 は 断面 で は

直線状 と な る 。 楕 円 文 径 は 7 � 6 mmで、や や大型で、 あ

る 。 67 ・ 68 ・ 69 は 楕 円 文底部資料で と も に 平底 を 呈

し て い る 。 67底部か ら 器壁 は ほ ぼ垂直 に 、 68 ・ 69 は

緩や か に 立 ち 上が る こ と か ら 、 2 形式 の 胴 部 の 可 能

性が想定 さ れ る 。

山 形 文 の 70 ・ 71 ・ 72 ・ 73 ・ 74 ・ 75 ・ 76 は 外 器 面

・ 内 器面 に 施文 さ れ て い る 資料 で あ る 。 彫刻原体の

差異 は楕 円 文 と 同様で、 あ る が、 こ の 山 形文 は彫刻原

体で第 3 類 A 山 形文 に 一部類似す る 。 71 ・ 72 は ピ ッ

チl隔が大 き く 、 従 っ て 「 山 j の 高 さ が低 い た め 一 見 、

条痕文 の 波状 と 見 間 違 う 。 76 も 同 様 で あ る 。 外器面

の 施文 は 縦位傾 向 で あ る が 70 ・ 73 は 斜行 で あ ろ う 。

73 ・ 74は外器面 の 口 唇部近 く と 、 内 器面 に か け て は 、

横方 向 の ナ デ調整 を 施 し 、 外器面 の そ れ以外 の 部分

に は 山 形文 を 横位 に 施文 し 、 74 は 口 縁部が緩や か に

外傾 し 、 そ の 端部 に お い て や や 強 く 外反す る 器形で

あ る 。 外器面 口 唇部近 く は横方 向 の ナ デ調 整 を 施 し 、

そ れ以外 に は横位 に 山 形文 を 施文 し て い る 。 73 に も

同様の傾向が見 ら れ る 。 76 は外器面 の 口 唇部 に の み

原体条痕 を 施文 し 、 そ の 下部 か ら 横位 に 山 形文 を 施

丈 し て い る 0 77 ・ 78 ・ 79 は 内 器面 に 原体条痕 を 施文

し て い る 。 施文順序 は 、 ま ず山 形文 を 横位 に 施文 し

- 67 -
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第 V 章 遺物 (土器)
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第52圏 第 2 類土器実測図 ( 2 ) 

た 後 、 原 体条痕の施文で、 楕 円 文資料の原体条痕 と 第 3 類土器 ( 第55図 - 68図 82......3 1 9)

同様であ る 。 80 は 、 平底 を 呈す る 底部資料で、 底面 を 第 3 類土器 は 本遺跡 中 、 最 も 多量 に 出 土 し 、 そ の

円 盤状 に つ く り 、 そ れ に 粘土 を 積み 上 げて壁面 を 形 数 9， 457点 で あ っ た 。 弓 状 ま た は 直状 に外反す る 口

成 し て い る 。外器面 に は 山 形文 を横位 に施文 し て い る 。 縁部 を 持 ち 、 こ の 口縁 に 対 し て 張 り 出 し タ イ プ ( 1 )

こ れ ま で 第 2 類で は 楕 円 文 と 山 形文 で あ っ た が、 型 ( 3 号土坑出 土 1 . 22号土坑出 土 5 ) と 、 強 い屈

同 じ く 円 筒形土器の 中 で l 点 だ け縄文が確認 さ れ た 曲 タ イ プ ( 2 ) 型 ( 5 号土坑出土 2 ・ 2 - J 類の223)

の で 、 こ こ に仮設 し て お く 。 81 は 、 胴部の資料で器 を そ れぞれの 素形 と し た 二形式の胴部が存在す る 土

壁 は厚 み があ り 、 円 筒形 を 呈 し て い る 。 外器面 に は 、 器類 であ る 。 ま た 第 3 類 は 文様体施文 に 差異があ り 、

縄文 を 横方 向 に 施文 し 、 内 器面 は ナ デ調整 を 施 し て 手 向 山 土器編年模式図 (横手 1998) を 参考 と し 、

い る 。 第 3 類 は 以 下 の よ う な 分類 を 試み た 。

楕 円 は遺跡中 央か ら や や南側 に 、 山形の分布 は 明 l 押型文施文

確 で は な い が 中 央部 と 北東部 に 分布が見 ら れ る 。 2 押型文 + 押型文以外の施文

3 押型文以外の施文

nu

 

nt
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第53図 第 2 類土鋸分布図 (楕円)
一 71 -
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第54図 第 2 類土器分布図 (山形)
一 72 -



第 4 表 第 3 類土器分類表

I 2 3 

A 山形文 2 - A 
1 - A ー ( 1 ) 2 - A ー ( 1 )

1 - A ー ( 2 ) 2 - A ー ( 2 ) 

B 撚糸文 2 - B  
1 - B ー ( 1 ) 2 - B ー ( 1 )

1 - B ー ( 2 ) 2 - B ー ( 2 ) 

C 菱形文
1 - C ー ( 1 )
1 - C ー ( 2 ) 2 - C ー ( 2 ) 

D 同心円文
1 - D ー ( 1 )
1 - D ー ( 2 ) 

E 同心情円文
1 - E ー ( 1 )

F 雷文 2 - F  
2 - F ー ( 1 )

1 - F ー ( 2 ) 

G 縄文 2 - G  
1 - G ー ( 1 ) 2 - G ー ( 1 ) 

1 - G ー ( 2 ) 

H 格子文
1 - H ー ( 1 )

ミ ミ ズばれ文 3 - 1 
2 - I ー ( 1 ) 3 - I ー ( 1 )

2 - I - ( 2 )  3 - I ー ( 2 ) 

J 櫛状施文 3 - J  
2 - J 一 ( 1 ) 3 - J - ( 1 )  

3 - J 一 ( 2 ) 

K 沈線文 3 - K  
2 - K ー ( 1 ) 3 - K ー ( 1 ) 

2 - K ー ( 2 ) 3 - K ー ( 2 ) 

L 沈線文+地文 3 - L 

2 - L ー ( 2 ) 3 - L ー ( 2 ) 

M 刺突文

こ の 分類 に 各文様体 は 次 の よ う に提示 し た 。

A 山 形文 B 撚糸丈

C 菱丈 D 同 心 円 文

E 同心楕 円 F 雷文

G 縄文 H 格子

I ミ ミ ズ ばれ文 櫛状施文

K 沈線文 L 沈線文 + 地文

M 刺突文

こ れ ら の 組 み 合 わ せ を 第 3 類 土 器 分 類 表 ( 第 4

第 1 節 縄文時代早期

表) で提示 し た 。 第 3 類土器の紹介 に あ た り 、 ま ず

文様体の基本形態 の提示 と し て 口 縁部 を 最初 に 表記

し 、 次 に 胴部張 り 出 し 附近 よ り 文様体の変化が見 ら

れ る こ と か ら 同 一施文で構成 さ れ る 場合 と 、 異 な る

文様体の組み 合せがあ る た め 、 完形資料 に 恵 ま れず

断片資料で あ る が胴部形式 ( 1 ) q ( 2 ) の順 で提

示 し た 。 以下 こ の分類 に 沿い 説 明 を 加 え た い 。

1 押型文施文

l は押型文の施文 グ ル ー プで A 山 形文 � H 格子

文 ま で 8 種の 文様体が認め ら れ る 。

A 山形文 ( 第55図 82�91 ) 

三 角 状 の 山 形 を 呈 し た グ ル ー プ で 第 3 類 中 、 最 も

多量 に 出 土 し た 。 そ の 文様体 に は 山 形 の ピ ッ チ 幅 ・

高 さ な ど様 々 な パ タ ー ン が存在す る 。 口 縁部 の外反

状態 は 弓 状で あ る が、 直線状 に外反 (83 ・ 87 ・ 89)

す る タ イ プ も あ る 。 山 形文 と し て 包括 し た が そ の 彫

刻原 体 に 差異があ り 、 ピ ッ チ 幅 を 例 に と る と 83 は

振幅 が最 も 大 き く 2 . 9cm を 測 り 、 反 対 に 87は l . lcm

で あ る 。 稜 は 明 瞭 で、 あ る が 86の よ う に 間 伸 び し た

山形文 も 観察 さ れ る 。 口 縁部 内 器面 に 施文が見 ら れ、

外器面 は縦方向 に 内 器面 は横方向 ・ 口 唇部 は横位施

丈傾 向 があ り 、 こ れ ら は 同 一施文具 を 使用 し て い る

も の と 思 わ れ る 。 90の 外器面 は 口 唇部か ら 口縁部 に

か け て 縦位。横位。縦位 と 施文 方 向 が異 な る が同 一

施文具 を 使用 し て い る 。 ま た 85 は サ ン ド イ ツ チ 状

に 2 種の 異 な る 施文具使用 が認 め ら れ る 。 91 は 口 唇

部 に 山 形文が押捺 さ れ半 円 の 窪み を 呈 し て い る こ と

か ら 、 使用 さ れ た 施文具が棒状の可能性 を 示唆す る

資料で あ る 。

1 - A ー (1 ) ( 第56図 92�1 01 )

l - A 一 ( 1 ) は 山 形 の ( 1 ) 型 で外反す る 口縁

に な だ ら か な 胴 部 を 持 ち 、 施 文 は 92で斜行が見 ら

れ る が縦位施文が主 で あ る 。 ま た 胴部張 り 出 し 部 を

境 に 上位 と 下位で施文形態 に 差異 が生 じ る 傾 向 も 見

ら れ る 。 99 は 上位 に 縦位 ・ 下位 に 斜行、 1 01 ・ 1 00 は

上位 に 施文が見 ら れ る が下位 は ナ デ調整で無文 と 呼

ぶべ き で あ ろ う か。 ま た 内 器面で こ の位 置 に 粘土継

ぎ 目 及 び調整痕 96 ・ 97が見 ら れ る こ と か ら も 胴 部

最大径 を 意識 し た 製作 及 び施文形態 で あ る 。 94の 口

qJ
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縁 は 内傾 の 可 能性 も あ り 、 そ れ に よ る と 査 タ イ プか。 し て い る 。 1 34 は 施文方 向 が上位 と 下位 で異 な る 施

1 - A ー ( 2 ) 第56図 1 02�1 07) 文形態。 1 33 は 屈 曲 下位 は ナ デ調 整 が施 さ れ て い る 。

l - A 一 ( 2 ) は 山 形施文胴部 に お い て 強 い屈 曲 1 31 ・ 1 32 も 下位 は ナ デ調整 と 思 わ れ る が風化が激 し

を 持つ タ イ プで明 瞭 な 屈 曲 を 持つ 1 06は稜線調整が く 判 断がで き な い 。

施 さ れ、 1 04 は 1 06 ほ ど の 屈 曲 を 持 た ず ( 1 ) 型 と

の 中 間型 と の 感 も 受 け る が、 こ こ で は ( 2 ) 型 と し

て提示 し た 。 施 文 は 縦位 施 文 1 02 ・ 1 03 と 下位 ナ デ

調 整 の 1 04 ・ 1 05 に 大別 さ れ る 。 1 07は文様施文後、

ナ デ調整 を 行 っ て い る た め 文様が明 瞭で な い が縦位

の 山 形文が施 さ れ て い る 。 1 02は ピ ッ チ 幅 が狭 く ・

高低差があ ま り 見 ら れず第 2 類 の 山 形文 に 酷似 し て

い る 。 1 05は 山 形文 と し て ピ ッ チ 幅 が広 く 間 伸 び し

た 押 型 で あ る が山 形文 と し て 包括 し た 。 施文状態 に

共通す る こ と は 縦位 及 び斜行 の 施文 で あ り 、 屈 曲 部

の頂点 に も 施文が見 ら れ る 傾 向 があ る 。

B 撚糸文 ( 第57図 1 08�1 25) 

撚糸施文の グ ル ー プで、 そ の 施文形態 は 多種に わ

た り 、 多重 ・ 網 目 ・ 格子 な どの 変型撚糸 も こ の類 に

包括 し た 。

口 縁部 で外 器 面 の み 施 文 1 08 ・ 1 09 ・ 1 1 5 ・ 1 1 8 ・

1 1 9 ・ 1 23 と 内 器 面 ま で の 施 文 1 1 0 ・ 1 1 1 ・ 1 1 2 ・ 1 1 3

・ 1 1 4 ・ 1 1 6 ・ 1 1 7 ・ 1 20 ・ 1 21 ・ 1 22 ・ 1 24 ・ 1 25、 外器

面 は 縦位 ・ 内器面 は横位施文 を 基本 し で あ る 。 口 唇

部 に も 施文 の 1 20 ・ 1 21 ・ 1 22があ り 1 22 は 口 唇部 に

平坦部 を 作 り 出 し横位 施 文 が行 わ れ て い る 。 1 20 ・

1 21 ・ 1 23 は 多 重撚 糸 文 、 1 24 は 多 重撚 糸 の 変形型で

あ る 。 網 目 撚糸 と し て は 1 1 5 ・ 1 1 8 ・ 1 1 9で こ の網 目

の 二重型が 1 1 4、 網 目 基調 に 多重撚糸 文の あ る 1 25

な とをの パ タ ー ン があ る 。 1 1 4 と 1 1 7、 1 1 8 と 1 1 9は接合

は で き な か っ た が 同 一個体 と 思 わ れ る 。

1 - B ー ( 1 ) 第57図 1 26�1 30)

1 27 は 多重網 目 の様相 を 呈 し 、 中 間 型 の 屈 曲 を 持

つ が ( 1 ) 型 と し た 。 1 28 は 1 25 と 文様が類似 し て い

. る が別 個 体で あ る 。 1 30 は 縦位撚糸 が胴部上位 と 下

位 に施文 さ れ胴部最大径 は ナ デ調整が施 さ れ て い る 。

1 29 は 変形多重撚糸 で あ る が壷胴 部 の 可 能性 も 考 え

ら れ る 。

1 - B ー ( 2 ) 第58図 1 31 �1 34)

縦位 の撚糸 の 施文 で こ れ ら も 強 い屈 曲 部 を 作 り 出

C 菱形文 ( 第58図 1 35�1 45) 

菱形文の施文 は A 山形文 に 酷似 し た も の で 、 こ の

施文 に も 彫刻 原 体 に 差異があ る 。 外器面 は 縦位施文

・ 内器面 は横位施文 の 傾 向 があ り 、 1 38 ・ 1 43 は 口 唇

部 は横位施文で あ る が、 施文 さ れ る 口 唇部の面積が

狭少 な た め に 端部が施文 さ れ 、 一 見 、 山 形文 と し て

見 え る 。 こ こ で注 目 し た い の は 縦位施文 の 1 42 と 斜

行施文 の 1 38の そ れぞれの外器面で施文帯 に 間 隔が

あ り 、 1 42は施文具の押形が確認 さ れ る 。 1 38 は イ ン

タ ー パ ル か ら 施文 具 の 単位 (2 . 2cm ) が想定 さ れ る

資料で あ る 。

1 - C ー ( 1 ) 第59図 1 46�1 51 ) 

1 46 ・ 1 50 は 下位 を ナ デ調整が施 さ れ 、 他 は 下位 ま

で施文が確認 さ れ る 。 縦位施文で あ る が 1 49は 規格

化 さ れ た 菱形文 で は な く 右端 に 中 心部 を 持つ文様で

こ れ も 菱形文 と し 包括 し た 。

1 - C ー ( 2 ) 第59図 1 52�1 55)

1 53 ・ 1 54 は 下位 を ナ デ調 整が施 さ れ て い る 。 1 54

で は屈 曲 部の外器面 で は 明確 な 稜線 は 見 ら れ な い が、

内 器面 で は 屈 曲 部 に あ た る 稜線が見 ら れ る こ と か ら 、

整形段階で屈 曲 を 意識 し た 製作で あ る 。

D 同 心 円 文 ( 第59図 1 56�1 58) 

波紋 の よ う な 同心 円 状 の 形態 で 、 山 形文 ・ 菱形文

の よ う に彫刻原 体 に さ ほ ど差異が認め ら れず、 3 �

4 重 の均ー し た 形状で あ る が、 1 57の よ う に 同 心 円

に 流水状施文 も 見 ら れ る 。 文様体 は 1 58の よ う に 隅

丸 も 認め ら れ る が同 心 円 文 と し て 包括 し た 。 出 土点

数 も 少量で あ り 、 一時的 な 流行 の施文で あ る か。

1 - 0 ー ( 1 ) 第59図 1 59)

l - D 一 ( 1 ) は l 点 だ け が図化可能 で あ っ た 。

1 59の 下部 は 施文後 ナ デ調 整 が施 さ れ る 三 重 の 施文

であ り 、 や や横長の 同 心 円 状で あ る 。

1 - 0 ー ( 2 ) 第59図 1 60�1 61 )

1 61 は 隅丸円 文が下部 ま で施文 さ れ て い る が、 1 60
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の 下部 は ナ デ調整が施 さ れ 、 上 部 は 均 一 の 見事 な 同

心 円 文で構成 さ れ て い る 。

E 同心楕円文 ( 第59図 1 62) 

同 心 円 を 横長表現 し た も の で 、 同 心 円 と 形状が類

似 し て い る た め 同心 円 の 範鴫 と し て 捉 え る べ き で も

あ ろ う が整理上 区 分 し た 。 図 化 は 1 点 で あ る 。 1 62

は 口 唇部が欠損 し て い る が口縁部資料であ る 。 内器

面 に も 僅 か で あ る が施文が観察 さ れ る 。

1 - E ー ( 1 ) 第59図 1 63�1 64)

1 63 は ゆ る や か な 胴 部 を も っ ( 1 ) 型 で 下 部 は ナ

デ調整 で あ る こ と か ら 施文 は 上位 に 施 さ れて い る 。

文様体 は横長 隅 丸形 と こ の 半載形 と の 2 種類が観察

さ れ 、 こ れ ら を 区 画 す る か の よ う に 棒状施文が存在

す る 。 こ の 同 心楕 円 に は ( 2 ) 型が確認で き な か っ

た 。

F 雷 文 ( 第59図 1 65�1 66) 

長方形 を ベ ー ス に し 、 隅 が直角 に 表現 さ れ て い る

文様体 を 雷文 と し て 包括 し た 。 E 同 心 円 楕 円 と 施

文形状が酷似 し て お り 、 そ の ベ ー ス が長方形であ る

か隅丸楕円 で あ る か の 違 い で も あ ろ う O 従 っ て 、 同

心 円 ・ 同 心 楕 円 ・ 雷 文 と 整理上 区 画 し た 。 ま た E

同心楕 円 に 見 ら れ た 文様体 を 区 画 す る か の よ う な 棒

状施文 が雷文 で は 明確 に 観察 さ れ る 。 1 65 は 内 器面

・ 口 唇部 に も 施文が見 ら れ る が外器面 は長方形文で

あ る がや や 乱 れ て い る 。 1 66 は 長 方 形 を ベ ー ス に し

た鈎状の組み 合 わ せの 施文形態 で 、 一見 ラ ー メ ン 井

に よ く 見 る 施文で も あ る O

1 - F - ( 1 ) ・ ( 2 ) 第59図 1 67�1 68)

1 67は ゆ る や か な 胴 部 を 持 つ ( 1 ) 型 で 張 り 出 し か

ら 下位 は ナ デ調 整 で あ り 、 施 文 は 大形で、2. 1cm X 1 . 2

cm を 測 り 、 逆 「 コ J の 施 文。 1 68は ( 2 ) 型 で 鈎 状

施文 と 長 方形施丈 の 組み 合 わ せ で 、 1 66の 文様形状

と 類似 し て い る 。 ま た 、 内 器面 に は 1 - C 一 ( 2 ) 1 54 

の と 同 じ く 明 瞭 な 稜線が見 ら れ る 。

G 縄文 ( 第60図 1 69�1 75) 

縦位 の 施文 で 口 縁部 で は L R が主 で 内 器商 1 72 ・

1 73 ・ 1 74 は 横 位 施 文 で あ る 。 1 69 は 外 反 が強 く 小 型

第 l 節 縄文時代早期

土 器 の 部類 か。 1 72 ・ 1 73 ・ 1 74 は 口 唇部 に も 施 文 さ

れ、 1 71 は 口 唇部 に 沿い 外 器 面 ・ 内 器 面 に 両 方 向 か

ら の 施文が行 わ れ て い る 。 施文具原 体 に は差異があ

り 、 1 71 が最大で 5 肌幅が確ZE さ れ る O

I - G ー ( 1 ) 第60図 1 76�1 80)

1 76 は 縦位 R L で接合資料 で あ る O 直線 に し て 約

18m の 距離があ っ た 。 1 78 は 斜行 施 文 が 見 ら れ る が

他 は 縦位 の R L 施 文 で あ る が、 1 80 は 縦位無節 R l

で あ る 。 1 79 の 下部 は ナ デ調 整 で あ る 。

1 - G - ( 2 ) 第60図 1 81 �1 83)

縦位施丈 R L が行 わ れ て い る が、 1 81 ・ 1 83 の 下 部

は ナ デ調 整 で 、 1 83 は 屈 曲 部 に 明 瞭 な 稜線 を 持つ 。

H 格子文 ( 第60図 1 84) 

格子状の押型施丈 を 持 つ グ ル ー プ で 出 土点数は小

数であ る 。 1 84 は 口 縁部 資 料 で 、 方 形 と 長 方 形 の 組

み合 わ せ で あ る が、 こ れ を 格子文 と 表現 し た 。

1 - H ー ( 1 ) 第60医I 1 85�1 87) 

( 1 ) 型 だ け が確認 さ れ た 。 ( 1 ) 型屈 曲 の 1 86

と ( 1 ) 型 と ( 2 ) と の 中 間 型 の 持つ 1 85があ る 。

1 85は屈 曲 頂 部 に ナ デ調 整が施 さ れ 、 こ れ に よ り 上

部施文が消 さ れ て い る 。 1 87 は ナ デ調 整 が屈 曲 頂 部

を 中 心 に 施 さ れ 、 上部 に 僅 か な が ら 格子文が認め ら

れ る O

2 押型文 + その他

2 は押型文 + そ の 他 の 施 丈 形態 を 持つ グ ル ー プで 、

主文 を 山 形文等 の 押型 と す る た め 、 そ の 主文 で の 分

類 と し 「屈 曲 上部J ( 口 縁上端 ~ 胴部最大径及 び屈 曲

頂部) と 「屈 曲 下部J (胴部最大径 及 び屈 曲 頂部 ~ 底

部接地面) で施文が変化す る た め 、 「屈 曲 上部」 を

主文施丈 と し た 。 ま た外器面 と 内 器面が異 な る 施文

は外器面 を 主 文 と し た 。

2 - A  山形文 ( 第61 図 1 88�1 91 ) 

2 - A 類 は 山 形文 を 主文 し と た グ ル ー プで、 、 、

ズ ばれ文 ・ 無文 ・ 刻 み ・ 凸帯刻 み ・ 連点文 ・ 細沈線

な ど の 押 型 丈 以 外 の 組み 合 わ せ で あ る 。 1 88 は 口 縁

部外器面 に ピ ッ チ の や や狭 い 山 形縦位 と 下位 に ミ ミ

ズ ばれ文が見 え 、 内 器面 口 唇部 か ら ミ ミ ズ ばれ文が
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第 V 章 遺物 (土器)

5 条確認 さ れ、 下位 に 山 形横位施文があ る 。 1 89は

外器面 ・ 内 器面 に 丁寧 な ナ デ調整が さ れ、 本来 は 無

文 の 範曙で あ る が 口 唇部 に 山 形横位が施 さ れ て い る

た め 2 - A 類 に 区 画 し た 。 強 い て 分類す る な ら ば山

形 + 無文 と な ろ う か。 1 90 は 山 形 を 主 文 に 口 唇部 に

刻 み 、 外器面 口 唇部附近 に 凸 帯刻 み 、 ま た外器面 に

沿 い 連 点 文 が施 さ れ て い る 。 1 91 は 外器面 に 山 形斜

行 、 内器面 に細沈線 と い う の 組 み 合 わ せで あ る 。

2 - A ー ( 1 ) 第61 図 1 92"""' 1 94)

1 92 は 山 形縦位 の 後、 沈線が横位 に 施 さ れ て い る 。

ま た 胴部最大径の位置 に 突帯が張 り 巡 ら さ れ、 こ こ

に も 山 形横位施文が行 わ れ て い る 。 従 っ て 1 92は 山

形 + 沈線 + 凸帯 と な ろ う か。 1 93 は 胴 部 最 大 径 の 位

置 に 凸帯。 1 94は連点文が横位 に 認 め ら れ る 。

2 - A ー ( 2 ) 第61 図 1 95"""' 1 97)

1 95 は 外器面 は 細 沈線で構成 さ れ、 屈 曲 部 に 突 帯

が施 さ れ、 こ こ に 山 形文が認め ら れ る 。 山 形 + 突帯

の タ イ プで 、 外器面が沈線 で あ る た め 2 - K - ( 2 )

に 区 分 さ れ る の で あ ろ う が、 こ こ に 仮設 し た 。 1 96

は 山 形縦位 に 施文後上位屈 曲 頂部 ま で ミ ミ ズ ばれ文

が縦位 に 施文 さ れ て い る 。 山 形地文 + ミ ミ ズ ばれ文。

1 97は 屈 曲 部上部 に 連点 文 が施 さ れ て い る 。 上部 は

風化が激 し い が山 形文施文が認 め ら れ 1 94 と 同類文

で あ る 。

2 - B  撚糸文 ( 第61 図 1 98"""'200) 

1 98 ・ 1 99は 口縁部資料で撚糸 が斜位 に 施 さ れ、 口

唇部 に 刻 み があ る た め 撚 糸 + 刻 み で あ る 。 200は 魚

類 の 背鰭状 に 延 び る と 推定 さ れ る 凸帯が張 り 巡 ら せ、

こ の 凸 帯 に も 撚糸 文 が施 さ れ て い る 。 こ れ ま で に な

い 凸帯 で あ る 。

2 - B ー ( 1 ) 第61図 201 """'202)

201 は 上位 に 変型撚糸 が施文 さ れ 、 胴部最大径 附

近 に横位 ミ ミ ズ ばれが 5 条確認 さ れ る 。 撚糸 文 + ミ

ミ ズ ばれ文。

2 - B ー ( 2 ) 第61 図 203)

203 は 、 屈 曲 頂部 に 押圧 に よ る 撚 糸 押 型 が施 さ れ

る 珍 し い タ イ プで あ る 。 91 に 見 ら れ た 連続刻 み と 同

質 の 施文形態で あ る 。

2 - C ー ( 2 ) 菱形文 ( 第62 図 204) 

菱 形 は ( 2 ) 型 の み 確 認 さ れ た 。 204 は 菱形施文

後、 2 条 の横位 と そ の 聞 に 波状 の ミ ミ ズ ばれ文が施

さ れ て い る 。 ミ ミ ズ ばれ施文 聞 は ナ デ調整が施 さ れ、

こ れ に よ り 菱形文が一部、 山 形文 に も 見 え る 。 菱形

文 + ミ ミ ズ ばれ文。

2 - F ー ( 1 ) 雷文 ( 第62図 205) 

205 は 雷 文 の ( 1 ) 型 で 上 部 を 雷 文 、 下 位 は 縦位

ミ ミ ズ ばれ文が施 さ れ る 。 雷文 + ミ ミ ズ ばれ文。

2 - G  縄文 ( 第62図 206"""'207) 

206 は 縦位 R L 施文 で 口 唇部 に 刺 突 。 縄 文 + 刺 突

文。 207 も 縦位 R L 施文 に 3 条 の 隆帯 、 隆 帯 上 に も

縄文施文が さ れ て い る 。 縄文 + 隆帯施文。

2 - G ー ( 1 ) 第62 図 208"""'21 0)

208 は 縦位 R L 施文 に 屈 曲 頂 部 と 上位 に U 字状 隆

帯 を 巡 ら し 、 こ れ に 連続刺突が施 さ れ て い る 。 縄文

+ 隆帯。 209 も 縦位 R L 施 文 に 屈 曲 頂部 に 隆帯。 縄

文 + 隆帯。 21 0 は 屈 曲 頂 部 に 凸 帯刻 み 下位 に 縦位 施

文。 縄文 + 凸帯。

2 - 1 ミ ミ ズばれ文 ( 第62図 21 1 """'21 5) 

隆起突帯微文 を 主文 と し て い る が、 こ こ で は ミ ミ

ズ ばれ文 と い う 名 称で統ー し た い 。 こ の ミ ミ ズ ばれ

文の バ リ エ ー シ ョ ン は 3 ー I で提示す る 。

外器面 に ミ ミ ズ ばれ施文が行 わ れ 、 内 器面 に 山 形

21 1 、 縄文 21 2、 同 心 円 文 21 40 21 3 は 口 唇部 に 1 -

A91 に 見 ら れ た 山 形文押捺。 21 5 は 外 器 面 ・ 内 器面

に ミ ミ ズ ばれ文が施文 さ れ、 こ れ も 口 唇部 に 直線状

の押型が見 ら れ る 。

2 - 1 - ( 2 )  ( 第62図 21 6"""'222 ・ 第63図 223) 

( 1 ) 類 は確認で き ず ( 2 ) 類 だ け で あ る 。 胴部

上位の頂部 ま で を ミ ミ ズ ばれ文、 屈 曲 下部か ら 押型

施文の類 と し て 223 は 口 縁部 か ら 胴部 ま で の 良好 な

資料で ミ ミ ズ ばれ文 + 山 形文。 他 に 山形文 と の組み

合 わ せ と し て 21 8 ・ 21 9が あ り 21 8の 下 部 山 形施文

は横位 で あ る 。 221 ・ 222 は撚糸 、 21 6 は縄文。 220 は

屈 曲 凸帯 に 山 型施文。 21 7 は 2 - B 一 ( 2 ) 203 に 見

ら れ た 棒状施文具 に よ る 押型文で直線状の 痕跡が観
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察 さ れ る 。

2 - J  櫛状施文 ( 第63図 224) 

J 類 は櫛状の施文具 に よ る 施文 で K 類沈線文 と 同

質 で あ る が整理上 区分 し た 。 こ の櫛状施文 の バ リ エ

ー シ ョ ン は 3 - J で提 示 す る 。 1 点 の み の 資 料で

224は 外器面 に横位施文、 内 器面 と 口 唇部 に 山 形文

施文。 櫛状施文 + 山形文。

2 - J ー ( 1 ) 第63図 225)

2 - J 類 は ( 2 ) 類 の 確認がで き ず ( 1 ) 類 1 点 の み

で あ る 。 225 は櫛状施文が上位 に 斜行 、 胴 部 に 凸 帯

が張 り 巡 ら せ、 2 - B - ( 2 ) 撚糸 203 ・ 2 - 1 ミ

ミ ズ ばれ 21 7 に 見 ら れ た よ う な 押型の形態 で あ る 。

押型文 は 直線状の施文 で あ る 。 櫛状施文 + 押型文。

2 - K  沈線文 + 押型文 ( 第63図 226�235) 

2 - K 類 は 沈線 と 押 型 の 組 み 合 わ せ の グ ル ー プで 、

沈線の バ リ エ ー シ ョ ン は I 類 ミ ミ ズ ばれ文 ・ J 類櫛

状施文 同様、 3 の押型文以外の施文の項 で述べ た い。

沈線 は 直線状が主 で あ る が、 235 は 外器面 に 左 渦 巻

き 状 を 呈 し 同心 円 文様 を 意識 し た も の か。 沈線文の

中 で も 異質 で あ る 。 沈線 を 外器面 に 施 し 、 押型であ

る 山 形文が内器面 ・ 口縁部 ・ 口 唇部 に 施文 さ れ て い

る 。 内 器面 で は ミ ミ ズ ばれ施文 の 234以外 は横位山

形文施文 で あ る 。 口 唇 部 で は 226 ・ 227 ・ 228 ・ 233

・ 234 ・ 235 に 横 位 山 形 文 施 文 、 229 ・ 230 ・ 231 は 刻

み が施 さ れ て い る 。 227 ・ 228 ・ 231 は 沈線地文 に 沈

線施文の外器面 を 持 ち 3 - L の類 で あ る が、 押型 を

併用 し て い る た め こ の類 に 区分 し た 。

2 - K ー ( 1 ) 第64図 236�239)

236 ・ 237 ・ 239は そ れ ぞれ は 上位沈線 で下位 山 形

の施文で 236 ・ 237は 突帯 を 持 ち 、 237の突帯 は連続

刺 突 が施 さ れ る 。 238 は 上位 に 沈線横位、 凸 帯 に 2

- B 一 ( 2 ) 撚糸 203 に 見 ら れ た 山 形文が押捺 さ れ

て い る 。

2 - K ー ( 2 ) 第64図 240)

240 は 鋭利 な 施文具 に よ り 横 沈線 を 施 し た 後 、 半

竹状の施文具 に よ り 縦位沈線 を 施す 。 地文は細沈線

で あ る 。 胴部 凸帯 に 山 形文施文。

第 l 節 縄文時代早期

2 - L 沈線文 + 地文 (押型) ( 第64図 241 �247) 

外器面 に 押 型 の 地文施文後、 沈線施文 を 主 と す る

グ ル ー プで あ る 主文 + 地文 と い う 観点 で は 2 - K 沈

線 + 押型の 227 ・ 228 ・ 231 と 同 質 で あ る が押型地文

で あ る た め 、 こ こ に 整理上 区 分 し た 。 撚 糸 地 文 の

245以外 は 山 型文が地文 で あ る 。 内 器面 に 押 型 を 施

文 さ れ た 241 ・ 243が あ り 、 こ れ ら は 外 器面 と 同 一

施文具 に よ る も の で あ ろ う 。 口 唇部 で は 241 に 山 形

施文、 242 ・ 243 ・ 244 ・ 245 ・ 246 に 刻 み が施 さ れ る 。

247は 口 唇部 を 欠 い て い る 口 縁資料で あ る が 山 形 地

文 に 上位 ミ ミ ズ ばれ文 、 下位 に 沈線文 を 施 し た 組み

合わせであ る 。

2 - L ー ( 2 ) 第64図 248�252)

頂部 よ り 上位は押型地文 に 沈線主文 で あ る が、 下

位 は 押 型 の み の 施文で あ る 。 248 ・ 251 は 施文形態が

胴部屈 曲 ま で 理 解 で き 、 資 料 と し て 良好 で 、 248 は

山 形文 を ベ ー ス に 菱形文施文。 251 は ピ ッ チ 幅 の 広

い 山 形文 を 地文 と し 同 心 円 状 の 沈線 で あ る 。 249 は

山 型 、 250 ・ 252 は撚 糸 地 文 で あ る 。 ま た こ の 類 は 突

帯 を 持つ タ イ プ 248 ・ 249 ・ 250 ・ 251 があ る 。

3 その他 (押型文以外) の施文

3 の そ の 他の施文 は押型文 を 使用 し な い 施文形態

で、 ミ ミ ズ ばれ ・ 櫛状施文 ・ 沈線 を 主 と す る 。

3 - 1 ミ ミ ズばれ文 ( 第65図 253�262) 

ミ ミ ズ ばれ文 は 2 - 1 で触 れ た よ う に微隆起文で

あ る 。 口 縁 部 の 外 器 面 の 文様形態 は 横 位 253 ・ 254 、

縦位 ・ 斜 行 256 ・ 260 ・ 261 ・ 262、 旭 日 旗 状 の 259

等 を ベ ー ス に し 、 ま た こ れ ら の 組 み 合 わ せ タ イ プ

257が見 ら れ る 。 内 器面施文 は 外 器 面 と 同 一 施 文 の

形状 を 持つ 傾 向 が見 ら れ る が、 259 は横位、 261 は横

位 ・ 斜行 と 異 な る 形態 も 存在 す る 。

3 - 1 ー ( 1 ) 第65図 263�264)

263 は縦位 、 264 は 山 形状施文 で 共 に 胴部張 り 出 し

下位 ま で施文 は 連続す る 。

3 - 1 ー ( 2 ) 第65図 265�272)

265 ・ 266 ・ 267縦 位 、 268 ・ 269横 位 、 270 ・ 271 斜

行、 272は 波状ゆ斜行 の 施 文 で あ る 。 ミ ミ ズ ば れ屈

曲 の 場合、 そ の 施文形態 と し て 267 は 縦位施文 で下

部 は ナ デ調整で あ る が、 縦位 ま た は 斜位 の場合、 施
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第 V 章 遺物 (土器)

文 は 下部 ま で連続 し 、 横位 は 屈 強頂部 よ り 下位 は ナ

デ調整 に よ る 無文 と い う 傾 向 が見 ら れ る 。

3 - J 櫛状施文 ( 第66図 273......279) 

櫛状施文 は 本 来 は沈線の範障 で あ る が施文具 と い

う 観点 か ら こ こ に 区分 し た 。 縦位 ・ 斜行 を 基調 と す

る が 278の よ う に 横 位 波状、 275の 交互斜行 の よ う

な 施文 も 存在 し 、 内 器面 は 条痕 で外器面 と は 明 ら か

に 異 な る 施文具使用 も 観察 さ れ る 。 276 は 風化が激

し く 外器面 と 内器面 と の 同 一施文具使用 の 判 定 は 困

難 で あ る が施文形態 は 波状 よ り も 山 形 を 意識 し た感

があ り 、 273の外器面 も 同 様 で あ る 。 279は 口 唇部 を

欠 く 資料で あ る が、 同 心楕 円 文 を 相互 に 描 く 。

3 - J ー ( 1 ) ( 第66図 280......281 )

280 は 上位 ・ 下位 を 縦位 の 施文 で そ の 後 、 凸 帯 を

貼付 け連続刺 突 を 施す 。 281 は斜行施 文 で 波状 を 呈

し 、 こ れ に よ り 菱形状の 空 間 を 作 り 出 し て い る 。 280

・ 281 、 そ れぞれは下位 ま で連続施文で あ る 。

3 - J ー ( 2 ) ( 第66図 282......285)

こ れ も 縦位 を 基調 と す る が 285波状、 283 は 縦位

で は あ る が不 定型 山 形 を 描 い て い る よ う に見 え る 。

前 述 の 276 ・ 273の よ う に 山 形 を 意識 し た も の か。

屈 曲 下部 ま で の 沈糠 は 施 さ れ な い 。

3 - K  沈線文 ( 第66図 286......291 ) 

3 - K は 太 め の 沈線 を 施す 類 で も あ る 。 施文具先

端 の 丸 い 棒状工具 で 山 形状 289 ・ 290、 波状 と 平行

直 線 の 組み 合 わ せ 287 ・ 288 な ど様 々 な パ タ ー ン が

あ る 。 口 唇部 に は 連 続刺 突 が見 ら れ、 290の 口 唇部

は 押 引 状で あ る 。 287 は 先割 れ か 二 又状施文 具 で 口

唇部の外器 ・ 内 器面 の 両面 に 連続刺突が見 ら れ る 。

3 - K ー ( 1 ) 第67図 292......293)

293 は 浅 い 沈線 を 斜行 に 下位 ま で施 さ れ、 292は屈

曲 頂部上位 に 連続沈線が斜行施文 に 、 下位 は ナ デ調

整 、 張 り 出 し 部 に 凸帯刻 み。

3 - K ー ( 2 ) 第67図 294......308)

沈線施文で あ る が屈 曲頂部 よ り 下位 に 無文 は 294

・ 298 ・ 302 ・ 301 で 、 303 は 屈 曲 頂部下位 は ナ デ調整。

299は菱形状 に 沈線 を 施 し た 後、 3 条 と 屈 曲 頂 部 の

上位 に 1 条 の横位 の 平 行 沈線 を 施 し て い る 。 297 ・

298は 沈線施文後屈 曲 頂 部 上 位 に 連 点 文。 301 ・ 302

は 貝 殻背面 に よ る 条痕で整理上 、 沈線 と し て 区分 し

た 。 304 ・ 305 ・ 306 ・ 307 は 鋭利 な 施文具 に よ る 沈線

で細沈線 と 呼 ばれ る も の で あ る 。 307 は 屈 曲 上位 と

下位の 施文具が異 な り 、 上位 は 山 形状で細沈続、 下

位 は や や 太 め の 網 目 状 を 呈 す る 。 306 は 波状 に 沈線

が深 く 刻 ま れ て い る 。

3 - L 沈線文 + 地文 ( 第67図 309) 

2 - L 類 は 地文 に押型 を 施文す る が、 3 - L 類 は

地文 に 沈線 を 使用 し て い る こ と で 区 画 し た 。 309 は

沈線 を 縦位 ・ 横位 に 不規則 に 施 し 後、 斜行沈線 を 施

す。 口 唇部 と 地文 に 山 形押 型 の施文形態 の よ う な 施

文が見 ら れ る が沈線 と し て捉 え た 。

3 - L ー ( 2 ) ( 第67図 31 0......3 1 1 )

( 1 ) 型が確認で き ず ( 2 ) 型 だ け で あ る が、 31 0

は 地文沈線 を 斜行 に 規則 的 に 施 し 、 鋭利 な 施文具で

深 い 沈線が横位 に 行 わ れ て い る 。 31 1 は 斜 行 の 浅 い

沈線地文 を 基調 と し て 施文 し 、 横位 ・ 斜行 と 施文 さ

れて い る 。 屈 曲 部 に は 凸帯 を 巡 ら し押 し 引 き が施 さ

れて い る 。

3 - M 刺突文 ( 第67図 31 2) 

31 2は外反す る 口 縁部 で胴部資料 が確 認、 き な か っ

た が、 口縁部の持つ特徴か ら 第 3 類 に 属 す る 可能性

が高 く 、 こ こ に M 刺 突 文 と し て 提 示 し た 。 口 縁 部

資料で直線状 に外反す る 。 外器面 に先端が細 い施文

具で連続刺突 を 施す 。 刺 突痕か ら 右ゆ左 に作業 を 行

い。 内器面 は 上ゆ下 と な る 。 口 唇部 に も 若 干 に 刺 突

痕が確認 さ れ る 。

第 3 類底部 ( 第68図 31 3......3 1 9) 

31 3......3 1 9 は 第 3 類底部資料であ る 。 底部の 出 土例

は多 く を 占 め た が、 第 3 類底部 と し て の 認識 と し て

胴部施文の属性 に よ り 判 別 を し た 。

底部形態 は平底 ・ 上 げ底 ・ 逆 U 字形底 と 大別 で き

る 。 31 5 ・ 31 8 ・ 31 9 は 平 底 資 料 で 31 5は 山 形斜行、

31 8は 間 延 び し て い る が山 形 文 の 範噂 と し て 捉 え た

押型文で l - A の 85 に 類似 す る 。 31 9は 風化が激 し

い が僅 か に 撚 糸 が観察 さ れ る 。 31 3 ・ 3 1 4 ・ 31 7 は 上

- 88 -
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第 V 章 遺物 (土器)

議弘 :と二分 31 7

o 5 cm 

第68圏 第 3 類土器実測図 (1 4)

げ底資料。 31 3 は 底 部 円 盤状 で 上 げ底 を 形成 す る が、 が見 ら れ る 。 第71 図 に お い て は 3 (押型文以外の施

31 6 は 底部観察か ら 底部基礎 と な る 円 盤 に 粘土帯 を 文) の分布状態 で 、 北東側 の 分布がや や密集 に な っ

貼付 け 高 台状 に 成 し 、 上 げ底 を 形成す る 工程 を 経 る 。 て い る 。

従 っ て 底部 は 逆 U 字形 を 呈す る 。 山 形文 の 同類。 31 4

は 31 3 よ り 上 げ底状 を 形成 し た 菱 形文 で あ る 。 31 6

は 山 形斜行、 31 7は 格子状が確認 さ れ る 。

第 3 類 土 器 分 布 に つ い て は 文様 体 の 状 態 か ら l

(押型文) ・ 2 (押型文 + 押型文以外の施文) . 3 (押

型文以外の施文) に大別 し た こ と か ら 、 こ れ ら の特

長 を 持つ各胴部の ( 1 ) ・ ( 2 ) を 分布 図 と し て提示

し た 。 第69図 は 1 (押型文) の分布状況で あ る が、

資料 に 恵 ま れず、 明 確 な 傾 向 が出 に く い が遺跡 中 央

に 分布 が見 ら れ る 。 第70図 は 2 (押型文 + 押型文以

外の施文) で 中 央部 に や や密集傾 向 と 北東側 に分布

第 4 類土器 ( 第72図 - 73 図 320.....331 ) 

第 4 類 は 口 径 ・ 高 さ 15cm程 の土器群 で そ の様相 は

第 3 類土器の性格 を 帯 びる こ と か ら 第 3 類 の 中 で包

括す る も の で も あ る が、 あ え て こ こ に ー形式 と し て

設定 し た 。 ま た こ れ よ り 小型 の 存在が確認 さ れ て い

る が、 こ れ ら は ミ ニ チ ュ ア と し て 第10類で紹介す る 。

第 3 類で見 ら れ た 胴部屈 曲 、 ( 1 ) ・ ( 2 ) 型が第 4 類

に も 存在 し た 。

320 ・ 321 は 口縁部か ら 胴 部 の 資料で 山 形縦位 、 胴

部 は ゆ る や か な ( 1 ) 型 で あ る 。 322 ・ 323 ・ 324 は経

部か ら 胴部資料の 山 形文で あ る が 324 は斜行施文で
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第69図 第 3 類土器分布図 ( 1 ) 
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第苅図 第 3 類土器分布図 ( 2 )
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第 4 類土器実測図第72図

( 第74図
第 5 類土 器 は 完形資料 に 恵 ま れ な か っ た が、

332�353) 第 5 類土器あ る 。 325 ・ 326 は 撚 糸 縦位施 文 で そ れ ぞ、れ ( 1 ) 型
口 縁で あ る 。 325 は 口 唇部 を 平坦 に 作 り 出 し て い る 口 縁

やや膨 ら む 胴 部 を 持つ 。 第部 は ラ ッ パ状 に外 反 し 、部 か ら 胴部資料であ る が、 }]阿部 に 対 し 経部 の 割 合が
口 *�音1)3 類土器 ( 1 ) 型 に 器71;が酷似 し て い る が、極端 に 小 さ い 。 328 ・ 329 は 縄 文 縦 位 施 文 で あ る 。

に突帯 を 持 ち 、 沈がil を 主体 と し た 文様体で あ る た め( 2 ) 型で あ る 。 330 は ( 2 ) 型 の329 は 強 い 屈 曲 の
5 類土器 と し 区 画 し た 。 そ の 文様か ら口縁部 か ら 屈 IltI 部 ま で の 上位 は 第 3 類日阿部 を 持 ち 、

tl[1型 を 共伴A 類に も な か っ た 半 円 状 の 押 型 文 で 、 下 位 は 上位 の 施文
さ ら に沈市�i!主体の土器計二 で、B �Jl が流 れ た よ う な 押 型文 を 施 す 。 327 は 条 痕 文 検 位 で

突 帯 に 連続刻 み
突 帯 に 様状施文具 に よ る 連続文

B - HJl 
B - 2 �Jl 

- 96 -
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( 2 ) 型胴部資料で、
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第73圏 第 4 類土器分布図
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第 V 章 遺物 (土器)

と 大別 し た 。

A 類 (332�336)

332 ・ 333 ・ 334 ・ 335 ・ 336 は 口 縁 部 に 突 帯 が貼 り 巡

ら さ れ て い る が、 押型文 を 共伴す る グ ル ー プで、 332

・ 333 は 3 条 の 突帝 に 棒状施文具 に よ る 連続 に 施文、

胴部 に は撚糸 を 地文 と し 沈娘が斜行 に 施 さ れ て い る 。

胎土 ・ 施文形態が酷似 し て い る た め 同 一個体 と 思 わ

れ る 。 336 は 口 唇部 と 口 縁 部 の l 条 の 突 帯 に 連続刻

み が施 さ れ て い る が胴部 に は 山 形文が縦位 に 施文。

334は 内 器面 に 突帯 を 貼 り 巡 ら し 山 形文横位。 335は

口 唇部 に 山 形文横位がそ れぞれ施文 さ れ て い る 。

8 - 1 類 (337�347)

突 帯 に 連続刻 み を 施 す 337 ・ 338 は 3 条 の 突 帯 に

刻 み と 胴部 に 沈線、 口 唇部 に 刻 み が施 さ れて い る 。

ま た 338の胴部 に は縦位 の 突帯が見 ら れ る 。 こ の 2

点 は 同 一個体 と も 考 え ら れが口 縁部 の 聞 き が若干異

な る た め 別 個 体 と し て 提 示 し た 。 341 は 同 じ く 3 条

の 突帯 に刻 み と 胴部 に 沈穂、 口 唇部 に 刻 み を 持つ が、

胴部上面 に は沈線 に よ り 区画 さ れ た 線 に 連続沈線 を

施 し て い る 。 340 は 残存 度 か ら で は 3 条 の 突帝 に 刻

み と 口 唇部 に 刻 み が確認 さ れ 、 こ れ ま で に は な い 精

製 で 薄 手 の も の で あ る o 347 は 2 条 の 突 帯 に 刻 み と

内 器面 に も 突帯刻 み が観察 さ れ る 。 口 唇部か ら 2 条

目 の 突帯 よ り 半 円 条 に 突帯 が確認 さ れ る 。 338 と 同

様 に 胴 部 に 突帯 を 貼 り 巡 ら す類 で あ る 。 風化が激 し

く 胴部 に わ ず かで は あ る が沈線が観察 さ れ る 。

8 - 2 類 (348�353)

B - l 類が突帯 に 刻 み 系 の 施文 を 施す の に 対 し B

- 2 類 は突帯 に 棒状施文具 に よ る 押捺の連続文 を 施

す 。

348 は残存18cm程で、 こ れ に よ り 胴 部 形態 を 知 る こ

と がで き る 資料で あ る 。 5 条 の 突帯 を 張 り 巡 ら し 胴

部 に 斜行 ・ 横位沈線 を 施す 。 突帯 に は 二又 の 施文具

に よ る 連続刺突 が施 さ れ て い る 。 351 は 348 ・ 349 と

同様、 二又施文 具 に よ る 施文 で あ る が 348 ・ 349の

ス タ ン プ径が 9 剛 に 対 し 7 醐程 で、 あ り 同 一種施文具

で は あ る が小 型 の 施文 を 施 す 。 344 ・ 352 ・ 353 は 棒

状施文具が連続施文 さ れ、 そ の ス タ ン プは 円 形及 び

楕 円 形 を 呈す る 。 353 に は補修孔が見 ら れ る 。 342 ・

343 は斜方行 か ら の 施文形態 で こ れ に よ り 342 ・ 343

は径 6 剛 の 施文具 を 使用 し て い る 。 345 は や や 粗雑

な 形成 の 3 条 の 突帯が残存、 口 唇部 か ら 1 ・ 2 条 は

刻 み 、 3 条 目 は 斜 行 の押捺施文で あ り B - l 類の併

用 で も あ る が整理上 こ こ に 分類 し た 。 同 一施文具 を

使用 し 、 施文形態 に 変化 を 加 え る 類例 で あ る 。

第75 図 の 分布 図 か ら で は 遺跡 中 央部 と 北東側 に 若

干 の 分布 を 中 心 と し た 分布 が見 ら れ る 。

第76圏 第3 ・ 5 類土器変遷概念図に つ い て

第 3 ・ 5 類土 器 に は い く つ か の 類似点 が見 ら れ、

そ れ ら を 図化 し た の が第76図 で 、 第 3 ・ 5 類土器の

変遷 に つ い て 試み た概念 図 で あ る 。 表記 に あ た っ て

は卵型楕 円 は 第 3 類 、 レ ン ズ状楕 円 は 第 5 類 を 、 セ

ン タ ー ラ イ ン は ( 1 ) ・ ( 2 ) 型 の 形式分別 と 共 に 時

間軸 を 表 し た 。

ま ず第 3 類 の 施丈形態、が 1 (押型文) ・ 2 (押型

文 + 押型文以外) . 3 (押型文以外) に 分類 で き る

が、 2 (押型文 + 押 型文以外) は 1 (押型文) と 3

(押型文以外) の双方の性格 を 持つ た め 、 1 (押型

文) と 3 (押型文以外) の 中 間 に位置す る 。

第 5 類の A 類 で は押型文 を 共伴す る が B 類 で は 沈

線文 を 主体 と す る 。 こ れ は 第 3 類土器施文形態 と 類

似 し 、 A 類 は 2 (押型文 + 押型文以外) . B 類 は 3

(押型文以外) への 対応が想定 さ れ る こ と と 、 や や

膨 ら む胴部 を 持つ た め ( 1 ) 型 に 仮設 し 、 3 類 ・ 5

類の 関係 を も 固化 し た 。

(押型文) の み施文か ら 始 ま る 第 3 類 は 、 第 2 期

であ る (押型文 + 押型文以外) に 第 5 類 の A 類が発

生す る 。 次 に 第 3 類 は (押型文以外) 施文で最終期

で あ る が、 第 5 類 の B 類が こ の 時期 に 該 当 し な が ら 、

継続 し て い く と 思 わ れ、 従 っ て 第 3 類土器の み な ら

ず第 3 ・ 5 類土器 に併用 関 係 が生 じ る 。 第 3 類 ( 1 )

・ ( 2 ) 型 の 平 行 関 係 に つ い て は 不 明 で あ る が、 飽

く ま で概念 図 と し て 本遺跡 出 土土器か ら 想定 し た 。

第 6 類土器 ( 第77図 354�367) 

こ の 第 6 類 は 口縁部がキ ャ リ パ ー 状の 聞 く 二 重 口

縁 を 持つ土器群 で あ る 。 こ れ も 完形資料 に 恵 ま れ な

か っ た の で胴部 及 び底部形態 は 不 明 で あ る 。 以下説

明 を 加 え る 。
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第 5 類土器

第 3 ・ 5 類土器変遷概念図第76図

続WIJ 突 文 が施 さ れ る 。 359 ・ 360 ・ 361 は 口 唇部 直 下354 は 主 に 口縁部屈 曲 部 下 胴部 に か け て の 資 料 で
、
」か ら 印 "11 部 に か け て の資が| で 曲線it<<�ìtが見 ら れ 、円縁部 と 胴古11 の 屈 11 1 1 下 に 縦{、k間 11 1 1 1頁点 に 連続刻 み 、

の 曲線 は 358 に左右対象が確認 さ れ る こ と か ら 359の j尤i京地文 に横位の 2 本 の it線が施 さ れ て い る 。 355
• 360 も 同 様 の 沈線 が施 さ れ て い る 可 能性 も あ る 。と 356 に は 口 唇部直下 か ら 屈 曲 部 に か け て 曲 線文が

1-1 縁部開 111 1 却 下 に は 359 に 沈線被位 、 360 に 連続刺見 ら れ 、 残存度 の 高 い 356 に は 間 iJl J T に 償位 と 斜 位

縁許11屈 |泊 音11
下の資料で十}Yl f立 ・ まH立 沈線 に 沿い様状施文 具 に よ る

旬EinU

 

司自よ

突が見 ら れ る 。 362 ・ 363 ・ 364 ・ 365 も !の 刻1 1沈線があ る 。 357は 口 縁部開 InJ 下 か ら 胴 部 に か
け て の資 料で横位it線 の 上 下 に 棒状施文共 に よ る 述
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第77図 第 6 類土器実測図

i主続刺 突 、 屈 Inl 部 に は 刻 み が見 ら れ る 。 屈 曲 部 下 に
はtV!位ìt線 365、 J佐官位ìt線 と 二)肢 の施文具 に よ る 連
続刺突 363 ・ 364が硲認 さ れ る 。 361 は 同心 円状沈線
と 刺 突 文 の 組み 合 わ せ で 362 ・ 363 ・ 364 ・ 365で は
361 に 見 ら れ る 文様体の 可 能性 を 示唆す る 。 366 は 口
界部直下部 に 沈線 の み施 文 で こ れ ま で に 見 ら れ な い

直線の 沈線の み の V 字及 び余| 位ìt線の施文で あ る 。
口縁部の 文様体か ら で は
A 類 曲線 ・ 同 心 円 系 355 ・ 356 ・ 358 ・

359 ・ 360
B �J:j 沈線 + 連続刺突系 362 ・ 363 ・ 364 ・

365 ・ 366
に 大別 で き 、 B 類 に は 波状 u 縁の傾向が見 ら れ る 。

102 

A 類 と B 類 の 両 要 素 を 持 つ も の と し て 358 ・ 361 が
あ る こ と か ら 前述 し た よ う に 相 対 関 係 も 考 え ら れ る
が断片資料 で あ る た め 詳 し く は 不 明 で、あ る 。

367は 口縁部か ら 胴 部 に か け て の 資 料 で 、 貼付 け
凸羽? を 持つ も の で あ る が整理上 こ こ に 仮設 し て お く 。

口縁部は波状口縁 を 呈 し 、 口縁部が肥厚 し 綾杉状の
沈ifji を 施す 。 JJ阿部 に は 縦 ・ 核位 の粘土帯が見 ら れ る 。

第 7 類土器 ( 第79匡ト88図 368�496) 
第 7 類土 器 は 円 筒形 の 胴 部 に 漏斗状 に |羽 く 口 縁

部 を 有 す る 深鉢 で、 あ る 。 本遺跡 か ら は2， 921 点 出 土
し た。 文様構成 に よ り 1 類 ( 貝 殻文系) ・ 2 類 (撚
糸 文系) に 大 別 で き る 。 そ れ ぞれ の 類別 に お い て 、
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第78国 第 6 類土鍔分布図
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第 V 章 遺物 (土器)

説明 を 加 え て い く 。

1 類 (貝殻文系 第79図 � 85図 368�432) 

器形 は 基本 的 に 円筒状の胴部 に 漏斗状の 口 縁部 を

有 す る 深鉢で あ る が、 胴部上方がや や 張 り 出 す も の

や 、 頚部の屈 曲 が弱 く 、 口縁部がわ ず か に 外傾す る

だ け の も の も あ り 、 器形 に 多少 の バ リ エ ー シ ョ ン を

認め る こ と がで き る 。 ま た 波状 口 縁 を 呈す る も の も

わずか な が ら 存在す る 。 全体的 な 傾 向 と し て 大型で

器壁が厚 く 、 粗雑 な 作 り の も の が多 い 。 口縁部の文

様 は 口 唇部 に は 貝 殻 に よ る 刻 み を 施す も の が多 く 、

口縁部 に は 員 殻文 を 数条 に わ た り 施文 し 胴部 の 文様

は 以 下 の 2 種 に 細 別 で き る 。

A 胴 部 に 員 殻条痕文 ・ 回 線文 に よ る 幾何 学 的 文

様、 口 縁部 に は 貝 殻条痕文 ・ 凹線文 を 施文す る 場合

があ る 。

B 胴部 に 撚 糸 文 ・ 縄文 な ど を 回 線文 聞 に 充填 し

た 文様帯 を 、 幾何学的 に 施文す る も の 。

1 - A 類 ( 第79図 - 82図 368�398)

368 ・ 369 は 、 口 縁部 ~ 胴部 に か け て の 資料で あ る 。

い ず れ も 胴 部 上 方 が張 り 出 し た 器形 で あ る 。 368 は

口縁が大 き く 外傾 し 胴部が張 り 出 す た め 、 頭部が極

端 に締 ま っ て み え る 器形 で あ る 。 口唇部は平坦に作

り だ し 、 員 殻 に よ る 刻 み 目 を 施 し て い る 。 口 縁部か

ら 頭部 に か け て は 貝 殻 に よ る 連続刺突文 を 横位 に 4

条施文 し て い る 。 胴 部 は 凹 線 で 区 画 し た 貝 殻条痕文

を 幾何学的 に 施文 し て い る 。 369は 頚 部 は や や 締 ま

り 気味で胴部が張 り 出 す が、 頚部 に は 明 瞭 な 屈 曲 は

見 ら れず、 な め ら か な 曲 線 を 描 く 器形で あ る 。 口 唇

部 は 平坦 に作 り だ し 、 貝 殻 に よ る 刻 み 目 を 施 し て い

る 。 口縁部か ら 頭部 に か け て は 、 貝 殻 に よ る 押 し 引

き 文 を 主 に横位施文 さ れ、 口 縁部 中 程 ほ どの 5 条 は

波状 を 呈 し て い る 。 胴部 は 回線 で 区 画 し た 貝 殻条痕

文 を 幾何学的 に 施文 し 、 内 器面 は 口縁部か ら 頚部の

屈 曲 部 に か け て は横方 向 の ナ デ調整で あ る が、 屈 曲

部か ら 胴部 は 貝 殻の 腹縁 に よ る 横方 向 の ナ デ調整 を

施 し て い る 。

370�378は 、 口縁部か ら 頚部 に か け て の 資料で あ

る 。 370 は 口 縁部 が 4 つ の 頂部 を 有 す る 波状 口 縁 を

呈 し 、 お そ ら く 胴部が張 り 出 な い 円筒形の胴部 を 有

す る 器形 と 推測 で き る 。 こ の 類 に し て は器壁が薄 く 、

か な り 器面が劣化 し て お り 2 次焼成 を 受 け た 可能性

が高 い。 口 唇部 と 頚部 に 員 殻 に よ る 刻 み 目 を 施 し 、

外器面 と 頭部 に は 口 唇部 に 沿 っ て 貝 殻 に よ る 連続刺

突文 を 1 条施文 し て い る 。 こ れ ら 2 条 の 貝 殻刺突文

聞 に は 、 回線文 を 2 条 1 組で格子状 の 文様 に 施文 し

て い る 。 こ の 凹線 は 貝 殻条痕 の 可能'性が高 い が、 器

面 の 風化が激 し く そ の 判 断 は 困 難 で あ る 。 371 の 外

器面 は 口 唇部近 く に 貝 殻条痕文 を 斜位 に 施文 し 、 そ

れ と 交差す る よ う に 下 か ら 上 に 向 か つ て 回 線文 を 2

条一組で施 し て お り 、 格子状の文様 を 形成 し て い る 。

そ の 下 部 に は横位 に 貝 殻 に よ る 連続刺突文 と 凹 線文

を 交互 に 施文 し て い る 。 こ の 員 殻刺突文 と 格子状凹

線の組合せ は 374 ・ 377 に も 見 ら れ、 372 ・ 373 ・ 376

で は 同 じ く 貝 殻刺 突 文 と 回 線 の 組 み 合 わ せ で373 ・

376 は 「 く J 字 凹 線 で あ る 。 口 縁部 が大 き く 聞 き 、

胴部は お そ ら く 円 筒形 を 呈す る 器形で あ る 。 口 唇部

は平坦 に作 り 貝 殻 に よ る 刻 み 目 を 施 し て い る 。 外器

面 は 口縁部か ら 頭部 に か け て横位 に 貝 殻 に よ る 連続

刺突文 を 372 は 7 条 、 同 じ よ う に 375 は 5 条巡 ら せ

て い る 。 378 は 口 唇部 に は 貝 殻 に よ る 刻 み 目 を 施 し 、

口縁部 に l 条 、 頭部 に l 条 、 横位 に め ぐ る 貝 殻 に よ

る 連続刺 突文 を 施文 し て い る 。 胴部 に は 貝 殻条痕文

を 施文。

379�387 は 胴 部 の 資料 で あ る 。 380 ・ 383 ・ 385 は

や や胴張 り 気味の 器形で あ る 。 頭部付近 に は横位 に

め ぐ る 貝 殻 に よ る 連続刺突文 を 施文 し 、 そ の 下部 は

2 � 4 条 を 一組 と し た 凹線文 を 幾何学的 に 施文 し て

い る 。 379 ・ 381 は 、 頚部の屈 曲 は緩や か で 、 口縁部

は外方 に わずか に 傾 く 程度 と 推測 で き 、 頚部近 く に

横方向 の 員 殻 に よ る 刺 突文 を 巡 ら せ、 胴部 に は 員 殻

条痕文 を 回 線文 で 区 画 し た 文 様 を 施 文 し て い る 。

382 も 頭部 の屈 曲 は 弱 く 口 縁部 の 聞 き は 緩 や か で あ

る 。 384 は 員 殻条痕文 を 横位 ・ 斜位 に 幾何学 的 に 施

文 し 、 386 は や や 張 り 出 し 気 味 の 胴 部 で あ り 、 中 央

に 3 条 の連続刺突文があ り 上部 ・ 下部 に 員 殻条痕文

を 施文 し 、 下部の条痕文は斜行 の 網 目 状で あ る 。 386

と 387 と 類似 し 、 連続刺突文 の 下部 に 員 殻条痕文が

横位 ・ 斜行 に 施文 し て い る 。
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388-391 ・ 397 ・ 398 は 、 胴部 か ら 底部 に か け て の

資料であ る 。 397 ・ 398 は 上 げ底で胴部は底部か ら 外

傾 し な が ら 立 ち 上がる 器形で あ る 。 胴部 に は 凹 線文

を 斜 位 に 施文 し て い る 。 397 は 底 部外側 に は ヘ ラ 状

の 工 具 で 粗 い ナ デ調 整 を 施 し 、 398の 内 器面 は 成 形

時 の 指頭圧痕 を 底部 と 胴部の接続部 に 集 中 し て 認め

る こ と がで き る 。 388 ・ 389 は 平底 を 呈す る と 思 わ れ 、

390 ・ 391 の胴部 は ほ ぼ垂直 に 、 388 ・ 389 は胴部 は や

や外傾 し な が ら 立 ち 上がる 。

392-396は底部の資料で 396 は 上 げ底で他は平成

で あ る 。 394 と 同 様 に 外器面 に は 回 線丈 を 施文 し て

い る o 395 は 貝 殻 条 痕 丈 を 横 方 向 に 施 文。 392 ・ 393

は厚 み の あ る 平底の底部で、 外器面 に は 縦位 と 横位

の 回 線文 を 施文 し て い る 。

1 - B 類 ( 第83図 399-406)

399 は 頚部 か ら 胴 部 に か け て の 資 料 で あ る 。 胴 部

は 円 筒形 を 呈 し 頭部 の屈 曲 ・ 口 縁部 の 聞 き が緩 や か

な 器形であ る 。 頭部付近 に は 貝 殻 に よ る 横方 向 の 連

続刺突文 を 施文 し 、 胴部 に は 凹 線丈 で区 画 し た 内 部

を 縄文で充填 し た 文様 を 幾何学的 に 施文 し 406 に も

同様の施文が見 ら れ る 。 施文順序 は ま ず縄文 を 幾何

学的 に 施文 し た あ と に 回線丈 で 区 画 し 、 最後 に は み

出 し た縄文 を ナ デ消 す 、 と い う 手順で あ ろ う 。

400-406 は 、 胴 部 の 資料 で あ る 。 401 は 波 状 に 、

402は 幾何学的 に 区 画 し た 凹 線文 聞 を 縄文で、 400 ・

403 ・ 404 は撚糸 文で充填 し た 文様 を 施丈 し て い る 。

405は外器面 に は 凹 線 区 画 内 部 を 貝 殻 に よ る 刺 突丈

で充填 し た 文様 を 施文 し て い る 。 貝 殻 に よ る 刺突文

を 充填 し た も の は 珍 し く 、 当 遺跡 で は 2 点 出 土 し て

い る 。

口縁部 ( 第83図 � 85図 407-432) 

貝 殻 に よ る 文様 を 施文 し た 口縁部で あ る 。 l - A

類、か 、 l - B 類 に 属 す る も の と 思 わ れ る が、 胴部の

文様が不 明 で、 あ る た め 、 類 別 が不可能であ っ た 。 よ

っ て 二者 の ど ち ら か に 属 す る も の と し て 、 こ こ で説

明 を 加 え て い く O

407は 外器面 の 口 唇部 に 沿 っ て 、 連続刺 突丈 を 施

文 し 、 408 は 外 器面 は 口 唇部 に 沿 っ て 連続刺突丈 を

1 条施文、 口縁部 に は 押 し 引 き 丈 を 横方向 に施文 し

第 1 節 縄文時代 早期

て い る 。 409 は 器壁が薄 く 劣 化 が進 ん で い る が、 口

唇部 に は 刻 み 、 外器面 に は 斜行の 連続刺 突文 を 施文

し 、 41 0 ・ 41 1 ・ 41 2 は 外器面 に 連続 刺 突 文 を 横 方 向

に 施文 し て い る 。 41 3 は 頚 部 の 屈 曲 が強 く 、 口 縁部

の 聞 き が大 き い 器形で あ る 。 口 唇 部外器面側 角 に 刻

み を 施 し て い る 。 外器面 に は 連続刺 突文 を 施文。 41 4

は 口 唇部 に は 貝 殻 に よ る 刻 み を 施 し 、 口 縁部 に は 同

じ く 連続刺 突文 を 施文 し て い る 。 連続刺 突 文 は 現状

で 3 条認め る こ と がで き る が、 う ち 上下 2 条 は横方

向 に 、 中 央 の 1 条 は 山 形状 に 施文 し て い る 。 41 5 は

口唇部 を 平坦 に 作 り 、 外器面側 の 角 に 刻 み を 施 し 、

41 6は 頚部が屈 曲 と い う よ り 、 む し ろ 外 湾 し た 器形

を 呈す。 口 唇 部 は 平坦 に っ く り 、 外器面側 の 角 に 刻

み を 施 し 41 7口縁部か ら 頭部 に か け て は 、 連続刺突

丈 を 横 方 向 に 施 文 し て お り 口 唇 部 は 丁 寧 で、 あ る 。

41 8 ・ 41 9は押 し 引 き 文 を 施 文 し 、 41 8 は 口 唇部 は 平

坦 に 作 り 出 し 器慢 は 厚 手 で 、 41 9 は 頭部 か ら の 口 縁

部 の 聞 き が浅 い 器形で あ る 。 420 は 頚 部 の 屈 曲 が弱

く 明 瞭 な 稜 を な さ な い 器形であ る O 口 唇部 は先細 り

で平坦 に作 り 刻 み を 施 し て い る 。 外器面 に は横 方 向

の押 し 引 き 文 を 施文 す る 。 421 は 漏斗状 の 丸 み を 帯

びた 口縁部 を な し 、 頭部 は 明 瞭 な 屈 曲 部 を 作 り 出 し

て お り 、 胴部 は 張 り 出 す傾 向 に あ る 。 こ の 種の深鉢

の 中 で は 丁寧 な 作 り を し て い る 。 422 と 同 様 に 外器

而 に は 連続刺突文 を 山 形 に 施文 し て い る 。 423 は 頭

部が屈 曲 と い う よ り む し ろ 湾 曲 し 、 口縁部が朝顔状

に 聞 く 器形 で あ る 。 424 は 波状 を 呈 す る 口 縁部 で 頚

部 の 屈 曲 は 弱 く 、 425 は 口 唇 部 に は 刻 み を 施 し 、 外

器面 に は横方向 の 員 殻 に よ る 連続刺突文 を 高 い密度

で施文。 426で は 連続刺 突文 は 口 唇 部 近 く で は 波状

で、 頚部近 く で は 横 方 向 で あ る 。 427 は 頚部 の 屈 曲

が明 瞭で、 、 口 縁部 は 大 き く 開 く 器形 で あ る 。 外器面

は押 し 引 き 文 を 横 方 向 に 施文 し て い る 。 428 は 頭部

が緩 や か な 屈 曲 を 呈す る 器形で 429 は 口 唇部 に 員 殻

に よ る 刻 み を 施 し 、 口 縁部 に は 員 殻 に よ る 連続刺突

文 を 斜 位 に 施文 し て い る o 430の 外 器 聞 は 条 痕文 を

横方向 に 、 内 器面 は 員 殻の 腹縁 に よ る 横 方 向 の ナ デ

調整 を 施 し て い る 。 431 は 口 唇部 を 平 坦 に 作 り だ し 、

刻み を 施 し て い る O 外器面 に は 連続刺 突文 を 口 縁部

に 沿 っ て 施文 し 、 そ の 下部 に 凹 線 を 同 心 半 円 状 に 描
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第 V 章 泣物 (土器)
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第 1 節 縄文時代早期

o 5 cm 

第82図 第 7 類土器実測図 ( 4 ) 

い た 文様 を 施文 し て い る 。 432は 頭 部 の 屈 曲 が明 瞭

で は な く 、 な だ ら か に 口縁部が聞 き 、 胴部 も や や 張

り 出 す傾 向 に あ る 。 外器面 に は 連続刺 突文 を 施文 し

て い る 。 連続刺突文 は 頭部 で は横方向 に 施文 し て い

る が、 口縁部 で は 山 形 に 施文 し て い る 。

2 類 (撚糸文系 第85図 - 87図 433�472) 

器形 は 、 円筒形の胴部 に 漏斗状 に 聞 く 口縁部 を 有

し 、 頚部の屈 曲 は 強 く 明 瞭 で あ る 。 屈 曲 部か ら 口 唇

部 ま で は 短小 で 、 波状口縁 を 呈す る も の も 存在す る 。

小型で器壁が薄 く 、 丁寧 な 作 り の も の が多 い 。

文様 は 、 口 唇部 に 刻 み を 施す も の が多 く 、 口縁部

・ 頚部 に は 主 に 回線文 を 施文 し て い る 。 頭部か ら ( 口

縁部 か ら の も の も わ ず か に存在す る ) 胴部 に か け て

は 、 縦位 に 数条ずつ の撚糸 文 を 施文 し 、 そ れ ら は 近

接 、 ま た は 重複 し て い る 。 胴部 に も 凹線文 を 横位 に

め ぐ ら せ、 部分的 に 山 形 や 半 円 を 描 い て い る も の が

多 い 。 以下、 資料の 説明 を 加 え て い く 。

433 は ほ と ん ど完形 に 近 い 資料 で あ る 。 口 縁 部 は

短小 で、 頭部 は 強 く 屈 曲 し 、 胴部 は 円 筒形 を 呈す る 。

口唇部 に は 刻 み を 施 し 、 頭部か ら 縦位 に撚糸 文 を 施

文後、 凹 線文 を 施 し て い る 。 回 線文 は 頚部 に は横方

向 に 2 条施 し 、 胴部 に お い て は 2 カ 所 に 分 か れ て 施

し て い る 。 胴部上方 に あ る も の は 、 横 方 向 に 3 条 と 、

波状 を 呈す る 凹線文 2 条 の 聞 に 横位 の 凹 線文 を 施 し

て い る 。 胴部下方 に あ る も の は 、 2 . 3 ・ 3 条ずつ

の横方向 の 凹 線文 を 施文 し 、 そ の 聞 に 3 条 の 回線文

の ま と ま り か ら な る 山 形文 を 施文 し て い る 。 内 器面

は 、 丁寧 な ナ デ調整 を 施 し て い る 。

434�436 は 、 口 縁部か ら 胴部 に か け て の資料で 、

435 ・ 436 は 頭部 の 屈 曲 が強 く 、 口 縁部が漏斗状 に 聞

き 、 胴部が円筒形 を 呈す る 、 典 型 的 な 器形で あ る 。
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第 V 章 遺物 (土器)

434の 頭 部 の 屈 曲 は や や 弱 く 、 口 縁部 が短小 で 大 き

く 聞 かず胴部がや や膨 ら む 器形で、 口 縁部 は 波状 を

呈 し 口 唇部 に 刻 み を 施 し て い る 。 頚部か ら 縦位 に撚

糸 文 を 施文後、 頚部 に 4 条 の横位 に め ぐ る 凹 線文 を 、

胴 部 中 央 に は 斜位 に 回 線文 を 施 文 し て い る 。 435の

口 唇 部 は 平坦 に 作 り 刻 みが認め ら れ、 そ れぞれの外

器面 に は 頚部 か ら 縦位 に撚糸文 を 施文 し 、 そ の 後頚

部 と 胴部 に 横方 向 の 凹 線文 を 施文 し て い る 。 内器面

は劣化が進 ん で お り 、 二次焼成 の可能性があ る 。

438�464 は 口 縁部 の 資料で あ る 。

438 ・ 446 ・ 453 は 頚部 に 横位 回 線文 を 施 文 し 、 下

部 に 撚 糸 文 を 縦位 に 施文 し 、 440 は 頚 部 か ら 口 縁部

に か け て 大 き く 花弁状 に 外傾 し 、 口 縁部 は 波状 を 呈

し て い る 。 口 唇部 に は刻 み を 施 し 、 頚部か ら 縦位 に

撚糸 文 を 施文。 439 ・ 442 は頚部 に は横方向 に 回 線文

を 施文 し 口 唇部 に は 刻 み を 持 ち 、 442の 口 縁部 は 波

状 を 呈 し 、 口唇部の刻 み は 波状の頂部 に お い て 口 唇

部 に 対 し 直交 し て 施文 し て い る が、 他 の 部分で は斜

位 に 施文 し て い る 。 441 は 口 縁部 は 波状 を 呈 し 、 口

唇部 は 平坦面 に 刻 み 。 443 は 口 唇部 に 刻 み を 施 し 、

外器面 に は 回 線文 を 横 方 向 に 施文 し て い る 。 444 は

口 縁端部 に 向 か つ て 先細 り 、 445は 口 縁端部がや や

内 湾 す る 器形 で あ る 。 447は 口 縁 部 に 凹 線文 を 斜位

・ 横位 に 施文。 日 韓部が短小 で、先細 り に な っ て お り 、

口 唇部 に は刻 み を 施 し て い る 。 外器面 に は 頚部か ら

縦位 に 撚糸 文 を 施文 し て い る 。 448の 口 縁部外器面

は 、 口 唇部近 く か ら 縦位 に撚糸文 を 施文後、 頭部 に

横 方 向 の 凹 線文 を 施文 し て い る 。 449は 口 縁部 が波

状 を 呈 し 、 450外器面 は 頭 部 か ら 縦位 に 撚 糸 文 を 施

文 し 、 口縁部 に は斜位 に 、 頚部 に は横位 に 凹 線文 を

施文 し て い る 。 451 は 口 唇部 に 刻 み を 施 し 、 口縁部

外器面 は レ ン ズ状沈線が相 互 に 見 ら れ る 。 452 ・ 456

・ 467 は 波 状 口 縁 を 施 し 、 口 唇 部 に 刻 み で 頭部 に は

横位 に 回 線文 を 施文 し て い る 。 454の 口 縁部 は 波状

を 呈 し 、 口 唇部 の 波状頂部 に は縄文 を 口 唇部 に 沿 っ

て 2 条施文 し 、 そ の他の部分 に は 刻 み を 施 し て い る 。

455 は 頚部 に横方向 の 回 線文。 459は 口縁部 ・ 頭部 に

は 2 条ずつ横方向 に 回 線 を 施文 し て い る 。 458 ・ 460

は 頚部 か ら 縦位 に撚糸 文 を 施丈 し 、 そ の 後頭部 に横

方 向 の 凹 線文 を め ぐ ら せ て い る 。 462 も 丁 寧 な っ く

り で 口縁部 は 461 も 同 様 で あ る o 463 は 器壁 が薄 く

口 唇部 に 向 か う ほ ど さ ら に 薄 く な っ て い る 。 464 は

頚部の屈 曲 が弱 く 口縁部があ ま り 外傾 し な い器形で

あ る 。

465�467 は 、 胴 部 の 資料で あ る 。 そ れぞ、れ縦位 に

撚糸 文 を 施文後、 回 線文 を 施文 し て い る 。 465 は 横

位 に 回 線文 を 4 � 5 条 ず つ 巡 ら し て い る 。 466 は 横

位、 ま た横位 に 巡 る 回 線文 の 上 か ら 、 部分的 に 斜位

に 凹 線文の 施文が見 ら れ る 。 467は横位 ・ 斜位。 468

�471 は 、 底部 の 資料で撚糸 縦位 で あ る 。 470 は 上 げ

底気味の底部で、 他 は平底 で あ る 。 外器面 に は撚糸

文 を 縦位 に 施文 が見 ら れ る 。 472は 胴 部 か ら 底 部 へ

移行す る 部分 は 丸み を 帯 び湾 曲 し て い る 。

その他の口縁部 ・ 胴部 ・ 底部
こ こ で は 当 遺跡か ら 出 土 し て い る 1 . 2 類 の ど ち

ら に 該 当 す る の か 、 そ れ と も ど ち ら に 含 ま れ る の か 、

部分的 な 破片 の み の 出 土 で全体像 を 把握で き な か っ

た が、 7 類土器の 範鴎 に あ る も の に つ い て 説明 を 加

え て い く 。

口縁部
文様か ら 、 次の 5 種 に 分 け ら れ る 。

1 . 無文 ( 第88図 473�477) 

内外器面 と も に横方 向 の ナ デ調整 を 施 し て い る こ

と が観察 さ れ る 。 473 は 頚 部 の 屈 曲 が弱 く 口 縁 部 は

大 き く は 聞 かず、 口 唇 部 は 平 坦 に 作 っ て い る 。 474

は 口 縁部が波状 を 呈 し 頭部 の 屈 曲 が強 く 、 口 縁部 は

花弁状 に 大 き く 聞 く 。 475 も 波状 口 縁で あ る 。 476 ・

477は 内外器面 と も に ナ デ調整 を 施 し た 無 文 で あ る 。

2 . 口 唇部 に 刻 み の み ( 第88図 478�481 ) 

内外器面 と も に横方 向 の ナ デ調整 を 施 し て い る 。

478 は 器壁が薄 く 口 唇部 は平坦 に 作 り 出 し 、 479 は 頚

部 の 屈 曲 が強 く 、 口 唇部 に 刻 み を 施 す 。 480 は 口 唇

部 に刻 み を 施 し 、 内外器面 と も に 横 方 向 の ナ デ調整

を 施 し 、 480 ・ 481 は波状口縁 を 有す る 。

3 . 口 唇部 に刻 み を 有 す る も の も あ り 、 口縁部 に 連

点文 を 施文 し て い る も の ( 第88図 482�486) 

482 は 口 唇部 を 平坦 に 作 り 、 外 器面 に は 口 唇部 に

沿 っ て 連続刺 突 文 を 施文 し て い る o 483 は 、 頚部 の

円41EA
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第 7 類土器実測図 ( 9 ) 第87図

4 . 口 唇部 に は 刻 み を 有 し 、 横位 に め ぐ る 凹線文 を屈 曲 が強 く 口 縁部 は 大 き く 外傾 し て い る 。 口唇部は

連点文が縁取 っ た も の を 施文 し て い る も の ( 第88図平 坦 に 作 り 外器面側 の 角 に 刻 み を 施 し て い る 。 外器

487....490) 面 に は 連続刺突文 を 横方 向 に 数条 に わ た り 施文 し て

487 は 口縁端部がや や 内 湾 し た 器形 で あ る 。 外器い る 。 484 は 粗雑 な 作 り で 波状 口 縁 を 呈 す る 。 口 唇

2 - 3 面 に は 口 唇部 に 沿 っ て 連続刺突文 を 施文 し 、部 に は 刻 み を 施 し 、 口 縁部 に は横位 に 薄 い 板状の工

本 の 凹 線文 を 半裁竹管状 の 工具 に よ る 連続刺突文で具 に よ る 連続刺突文 を 施 文 し て い る 。 485 は 口 縁部

縁取 っ た 文様 を 横位 ・ 斜位 に 施文 し て い る 。 ま た 、が僅 か に 湾す る 器形であ る 。 口 唇 部 は 平 坦 に 作 り 、

頚部 に も 横方 向 に 連続 刺 突 文 を 施 し て い る 。 488 は頚部 に は 連続刺突文 を 横 方 向 に 施文 し て い る 。 486

外器面 に は 口 唇部 に 沿 っ て 連続刺突文 を 施文 し 、 数は精般 な 作 り で頭部の屈 曲 は 強 く 、 口 唇部 に は平坦

条 の 凹線文 を 連続刺 突 文 で縁取 っ た 文様 を 横位 ・ 斜面 を 作 り 出 し て い る 。 外器面 に は 口 唇部 に 沿 っ て連

位 に 施文 し て い る 。 489 は 口 唇部 に 沿 っ て 連続 刺 突

丈 を 施文 し 、 回線文 を 連続刺 突文 で、縁取 っ た 文様 を

Fhu
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続刺 突文 を 施文 し 、 ま た 口縁部 ・ 頭部 に も 連続刺突

文 を 横方向 に 施丈 し て い る 。



第 V 章 遺物 (土器)

横位 ・ 斜位 に 施文 し て い る 。 490 は 、 数条 の 凹 線文

を 連続刺突文で、縁取 っ た 文様 を 斜 位 に 施文 し 、 頭部

に は横 方 向 に 連続刺突丈 を 施文 し て い る 。

5 . 口 唇部近 く に 連点文 を 有 し 、 凹線文 に よ り 区画

さ れ た 内 部 を 撚 糸 文 で充填 し 、 そ の 文様帯 を 連点文

が縁取 っ た も の を 施文 し て い る も の 。 ( 第88図 491 

492) 

491 は 頭部 の 屈 曲 が強 く 、 口 縁 部 は 大 き く 外傾 し

て い る 。 口 縁部 は 波状 を 呈 し 口 唇部 は 平坦に作 り 出

し て い る 。 外器面 に は 口 唇部 に 沿 っ て 連続刺突文 を

2 条 、 異 な っ た 工具で施 し 、 凹線文内 を 撚糸 文で充

填 、 そ れ を 連続刺突文で、縁取 っ た 文様 を 横 方 向 に施

文 し て い る 。 492 は 口 唇部 を 平坦 に 作 り 、 そ れ に 沿

っ て 外器面 に 連続刺突文 を 2 条施文 し て い る 。 ま た

外器面 に は 、 回線文 聞 を 撚 糸 文 で 充填 し 、 そ れ を 連

続刺突文で縁取 っ た 文様 を 斜位 に 施文 し て い る 。

胴部 ( 第88図 493�494) 

い ず れ も 頚部 か ら 胴 部 に か け て の 資 料 で あ る 。

493 ・ 494 は横位 に 連続刺突文 を 施文 し 、 胴部 に は 凹

線文 聞 を 撚糸 文 で充填 し 、 そ れ を 連続刺突文で縁取

っ た 文様 を 施文 し て い る 。

底部 ( 第88図 495�496) 

文様が確認で き ず、 類別不可能 で あ っ た も の で あ

る 。 495 は 上 げ底 の 底 部 で あ る 。 粗雑 な っ く り で 、

内 器面 の 底面 に は 成形時の指頭圧痕 を 、 胴部器壁 と

底部 の接続部 に 認 め る こ と がで き る 。 496 は 上 げ底

の底部で あ る 。 内 外器面 と も に ナ デ調整 を 施 し 、 底

面 と 器壁 の 接続部 に は 成形時の 指頭圧痕 を 認め る こ

と がで き る 。

分布 は l 類 の 貝 殻文系 は 遺跡 中 央部 を 中 心 に密集

し 、 2 類の撚糸文系 は 中 央部 と 北東部 に 分布が見 ら

れ る 。 ( 第89 ・ 90図参)

第 8 類土器 ( 第91図 � 92図 497�541 )

経部が窄 ま り 胴部 が丸 く 膨 ら む 、 い わ ゆ る 壷形の

土器 を こ こ で は 一括 し て 取 り 扱 う 。 当 遺跡、 に お い て

284点 が童形土器 と し て 確 認 さ れ 、 器形 ・ 文様 と も

に バ リ エ ー シ ョ ン に 富 ん で、 い る が、 第 8 類 の 紹 介 に

あ た り 以下 の 3 資料 を ま ず提示す る 。

29号土坑 出 土 1 6 は ほ ぼ完形資料 で 直 口 気味 の 口

縁部 を 持 ち 、 最大径 は胴部下位 に位置 し 、 ゆ る や か

に 立 ち 上がる 。 数値で対比す る と 口 径 l に 対 し 、 高

さ 3 ・ 胴 部 最 大径 2 の 割 合 と な る 。 27号 土坑 出 土

6 は胴部の一部か ら 経部 に か け て の資料で胴部 か ら

経部の 立 ち 上が り が急で 、 や や外反す る 口縁部 を 持

つ。 全体 は胴部の 占 め る 割合 の 高 い タ イ プ と な る か。

34号土坑 出 土 1 7は 底 部 資 料 を 欠 く が、 内 湾 す る 口

縁部 を 持 ち 、 肩 部 に 最大径 を 持つ 。 形式上費形の様

相 を 呈 し 、 外反す る 口縁部の先端 の 欠損 し た 第 3 類

( 1 ) 型 に 酷似 し た 形態 で あ る が、 整理上第 8 類 と

し て 仮設 し た 。 口 径 1 に 対 し 、 胴部最大径 は こ れ よ

り や や大 き く 、 高 さ は 1 ほ どで あ ろ う 。 以上の 3 点

を 第 8 類 の 素形 と す る が、 多 く が断片資料の た め 口

縁部 を 中 心 の 掲載 と し た 。 口縁部は外反 ・ 直 口 ・ 内

湾の 3 種が見 ら れ る が、 第 3 類土器で試み た 文様体

を 参考 と し た 分類 で の 説 明 を 加 え る 。

497 は 胴 部 か ら 経部 に か け て の 資 料 で 胴 部 か ら 内

傾の ま ま 口縁部 を 形成す る 。 経部 に 3 条 を 1 単位 と

し た横位沈線 を 4 単位巡 ら し 、 胴部 に は 補修孔が見

ら れ る 。 29号土坑 出 土 の 土器 1 6 と 類似 す る が 497

は 口 縁部が内 湾 し 窄 む 。 498�51 4 は押型文施文で あ

る 。 498�502 は や や外反す る 口 縁部資料で押 型 山 形

文が施文 さ れ て い る 。 縦位 の 施文で あ る が 498 は 内

器面 に横位施文が行 わ れ て い る 。 500の 口 縁端 部 は

先細 り 、 さ ら に 外反 し て い る 。 503�507は 経部資料

で 山 形文縦位施文 で あ る が 504 は横位施文 で あ ろ う 。

508�51 1 は撚糸 文施文。 51 0 は 内 湾 す る 口 縁 で あ る 。

51 2�51 4 は 口 唇部 に 近 い経部資料 で 、 51 2 ・ 51 3 は 縄

文、 51 4は菱形文施丈で あ る 。

51 5�521 は押型文 と 他の 施文が加 わ る 類 で あ る 。

51 5�51 8は外器面 に 山 形地文 を 施 し た 後、 沈線施文

を 加 え る 。 51 5は 内 器面 、 51 7 ・ 51 8は 口 唇部 に も 山

形横位が施 さ れ て い る 。 51 9は 縄文 施 文 に 2 条 の 突

帯刻 み 、 521 は 菱形施文 に 口 唇部刻 み 、 520 は 山 形状

沈線 に 口 唇部 山 形押型施文 で あ る 。

522�541 は押型文以外 の 施文 で沈線 ・ 突帯 を 主体

と す る グ ル ー プであ る 。 522�531 は 沈線施文 で あ る

が 522は ミ ミ ズ ばれ文 と 称す る 微隆起文で、 内 湾 す

る 口縁であ る 。 523 ・ 524 ・ 526 は横位沈線、 525は横

位であ る が波状 を 呈 し 、 527 ・ 528 は斜行施文 で あ る 。

- 1 16 -
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第 V 章 遺物 (土器)

526 ・ 527は 口 唇部 に 刻 み を 有 し 、 直 口 気味 に 立 ち 上

が る 。 529 ・ 532 は櫛状施文具 を 使用 し 、 529 は 縦位、

532 は横位後縦位 、 533 は縦位施文で あ る が ジ グザ グ

に 施 さ れ て い る た め 、 こ れ に よ り 山 形文状 を 形成 し

て い る 。 こ の タ イ プ は 第 3 類 3 - J の 273 ・276 ・ 281

の 内 器面 に 見 ら れ た 。 535.....537は経部資料で 534 は

横位後縦位 535 ・ 536 は櫛状施 文 具 に よ る も の で あ

る が 535は横位 、 536 は 縦位の施文方 向 で あ る 。 537

は鋭利 な 施文具 を 使用 し横位 ・ 斜行 に 施文。

538.....539は突帯 を 持つ 口縁部であ る 。 538 ・ 539 は

摘 み あ げた よ う な 僅 か な 突帯 を 口 唇部 に 巡 ら し 、 刻

み を 施す 。 外器面 は沈線 を 地文 と し横位の 沈線 を 施

文 と す る 。 540 は 口 唇部 に 刻 み を 有 し 、 外器面上位

は棒状施文具 に よ る 2 条 の 連続刻 み を 斜方 向 か ら 施

し 、 下位 は横位沈線施行 に よ り 形成 さ れ た 凸状に鋭

利 な 施文具 に よ り 轍密 な 連続縦位の が観察 さ れ る 。

541 は 丁寧 な ナ デ調 整 後 、 2 条 の 凸 帯刻 み を 持 つ 口

縁でや や外反す る 。

文様体 で は 498.....51 8 ・ 5却.....522 ・ 529 ・ 日3 ・ 日6..... 

535は 第 3 類土器、 51 9 ・ 538.....541 は 第 5 類土器の 性

格 と 類似 し 、 沈線施文 の29号土坑 出 土 1 6 は 、 497 ・

524 は 第 7 類 の 凹 線系 か。

第93図 は 498.....51 8 ・ 520 ・ 521 の 押 型 文 を 伴 う 土

器群 の 分布 で 、 第94図 は 第 8 類全体 の 分布 で あ る 。

第 9 類土器 (異形土器) ( 第95図 -97園 田2..... 田，7)

こ の 第 9 類 は 本来 な ら ば 1 - 8 類上 に て そ れぞれ

分類すべ き で あ る が点数 と し て は小数であ る た め 、

1 形態 と し て こ こ に提示す る 。

1 ミ ニチ ユ ア土器 ( 第95図 542.....545) 

第 4 類 よ り さ ら に小型 を ミ ニ チ ュ ア 土器 と し た 。

542 は 胴部 か ら 底部 に か け て の 資料 で あ る 。 円 筒 形

で平底 を 呈 し 、 胴部 に は 蛇行 し た細沈線が不定型 に

施 さ れ、 残存高5. 2叩 を 測 る 。 543 は算盤玉状の胴部

に 平底 を 呈 し 、 復元 に よ り 最大径 7 cm程で外器面 ・

内 器面 に ナ デ調 整 が施 さ れ て い る 。 544 は 胴 部 か ら

底部 に か け て の資料で外器面 に 斜行 の 沈線が確認 さ

れ る が風化が激 し い 。 平底 の底部か ら 外反 し な が ら

立 ち 上が る 。 残存3. 3cmo 545は底部資料で復元径3.

8cm の平底 か ら 大 き く 聞 き な が ら 立 ち 上がる 。

2 突起物 付 き 土器 ( 第95図 546 ・ 547、

第96図 548 ・ 549)

こ れ ま で見 ら れ な い突起物 の あ る 土器群で こ こ に

ポ リ ー プ状突起物土器 と こ こ で仮称 し掲載す る 。 日6

は径2. 4cm高0. 7cm程度 の 円筒形の突起 を 貼付 た 後 、

山 形施文 を 行 っ て い る が風化が激 し い 。 547 は 小 型

土器で 口縁部か ら 網部 に 山 形施文が縦位 に 見 ら れ る 。

口縁部 と 胴部 に 突起物があ り 、 そ れぞれの先端 は破

損 し て い る が、 各傾 き か ら 把手状 に 連続す る 可 能性

があ る 。 549 は外反す る 口 縁部 に ミ ミ ズ ばれ文横位

を 巡 ら し た 後、 横 長 の 突起物 を 持 つ 土 器 で 、 547の

形態 と 酷似 し て い る が先端部が破損 し て い る た め 突

起状か把手状 に な る か の 判 断 は 困 難 で あ る 。 548 は

2 種 の 異 な る 施文具 に よ る 沈線 を 施 さ れ、 僅 か で あ

る が凸帯が残存す る 。 沈線上 に 癒状の突起物が貼付

け ら れ て 、 摘 み あ げ た よ う な 感 を 持つ 。 549 は 3 類

- 1 の 口縁部 、 547 も 3 類 の ミ ニ チ ュ ア ・ 546 は形状

不 明 で あ る が押 型 山 形文 を 持 つ 。 548 は 沈線 + 凸 帯

で形式 は 不 明 で あ る が第 3 類 - K の範曙 と し て捉 え

る か。

3 円形状土製品 ( 第96図 550.....554 、

第97図 555.....557)

土器片 を 円 形 に打 ち 欠い て 成形 を 行 っ た 製 品 で 、

そ の 形か ら 円 形状土製品 と 呼ばれ る も の で あ る 。 総

数 8 点が出土 し た 。 いずれ も 早期土器 に 包括 さ れ る

も の で 、 遺構 に 伴 わ ず ほ と ん どが包含層 に よ る も の

であ る 。

ほ と ん どの 製 品 は打 ち 欠 い だ も の で あ る が、 550

は加工面 を 打 ち 欠 く い だ後 、 研磨調整 を 行 っ た と 思

わ れ、 そ の 断面 は 半 円 状 を 呈 す る 。 552 は 口 縁 部 か

ら 胴部の資料で あ る がほ と ん どの 製 品 は胴部 を使用

し て い る 。 いずれ も 文様体 を 伴 う が 550 は無文であ

る が浅い刺突が観察で き る 。 こ の 円 形状土製品 に つ

い て 諸問題が生 じ る が、 打 ち 欠 き に よ る 形成 と い う

視点か ら こ の 製品 は 当 初 か ら 意図 的 に 作 り 出 し た も

の で な く 、 土器製 品 の 二次的利用 で あ る 可能性が高

い が、 550 は 成形段 階 か ら 意 図 的 に 製作 さ れ た 可 能

性 も あ る 。 出 土点数は僅少で出 土地点 に も 傾 向 が見

ら れ な い こ と か ら 、 直接生産 に 係 わ る 遺物 で は な く 、

遊技等 に使用 さ れ た も の か。

- 120 一
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1 0類土器 ( 第98図 � 99図 558�561 ) 

こ の 類 は彩色が施 さ れ て い る 群で 、 土器及 び土製

品 に 認め ら れ る 。 彩色 に 関 し て は鹿児 島 県埋蔵文化

セ ン タ 一 大久保浩二 文化財主事 に 科学分析 を 依頼

し た 。 そ の 内容 に つ い て は 第 VII 章科学分析 を 参照 さ

れ た い 。

1 耳 栓 ( 第98図 558�561 ) 

本遺跡 で は 破片 で あ る が 4 個体の 耳栓が出 土 し て

い る 。 い ず れ も 完形資料で は な く 反転復元 で図化 し

た 。 輪鼓状形態 で あ る た め床 に 対 し 水平 に仮置 き と

い う 提示方法で説明 を 加 え た い 。 形態 は 幅広 く 翼状

面 を 上位 と し た場合、 下位 は平坦部 を 形成 す る に留

ま る と い う 傾 向 が見 ら れ る 。 耳栓 は い ずれ も 遺構 に

伴 う も の で は な く 、 包含層 か ら の 出 土 で そ の層 か ら

早期遺物 と 思 わ れ る 。 558 は残存部1/3強 ほ どで、 復

元 に よ り 内径 3 cm を 測 る 。 上位 を 欠失 し て い る が内

器面 か ら 上位 に か け て 赤色彩が観察 さ れ る 。 下位 は

丸み面であ る 。 559 も 残存部1/3強 ほ どで上位 を 欠失

し て い る 。 内 器面 に わずか な 赤色彩が観察 さ れ る 。

内 径 は3. 5cm程 で、 あ る 。 下位 は 床 に 対 し 水平 な 平坦

面 を 作 り 出 し て い る o 560 は 上位資料で復元外径 を

8. 1cm ・ 内径3. 5cm を 測 る 。 上位面 に僅かで は あ る が

円L円4‘，i
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赤色彩が観察で き 、 下位 は 欠失 の た め 形態 は 不 明 で

あ る 。 内 器面 に 斜行 の 沈線が施 さ れ 、 上位 は沈線状

も 見 ら れ る 風化が激 し く 明 確 に で き な い 。 561 も 上

位資料で復元外径 を 5. 3cm に 測 り 、 他 の 資料 と 比 較

す る と 小型 の 耳栓で あ る 。 彩色 は 確認で な か っ た が

耳栓 と い う 遺物 か ら 整理上 こ こ に 仮置 し た 。

2 彩色土器 ( 第98図 � 99図 562�564) 

562 は 第 3 類土器の 口 縁 部 と 思 わ れ 、 間 伸 び し た

山形文 に 沈線 を 施す 。 全体 に 淡 く ピ ン ク 色 の 彩色で

あ る 。 563 は 条痕 が施 さ れ 第 1 類 土 器 に 該 当 す る と

思 わ れ 、 濃 い 赤彩色が条痕 に あ る 。 第 四 章 の 科学分

析 で 明 ら か に な っ た が 同 じ 赤 彩 色 で も 562 は F e

(酸化第 二鉄) を 持つ い わ ゆ る ベ ン ガ ラ 使用 で 、 563

は S i ( ケ イ 素 ) と A 1 ( ア ル ミ ニ ウ ム ) と F e 2 0 3

(酸化第 二鉄) の ピ ー ク を 持 つ も の で あ っ た 。 視覚

I I 

542 

543 

1 / / 

\ トクー
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的 に は 赤彩色 と 映 る が、 そ の 素材 に 差異が生 じ る 例

で、 広 義 の 赤彩色 と し て 以上 の 土 器片 を 提示 し た 。

564 は 第 3 類 土 器縄文施文 で 、 黒 彩 色 が 口 縁 部 の 外

器面か ら 内 器面 に 見 ら れ る 。 断面観察 に よ り 断面 に

も 黒彩色が見 ら れ る こ と か ら 、 使用 さ れ た 塗材 は タ

ー ル や漆類で は な く 、 焼成時の 炭 素 ( C ) 付着 か、

素材 に 炭素が入 り 込み付着 し た 可能性が考 え ら れ る

が、 黒彩色が意 図 的 に 行 わ れ た か突発的発生 か 、 土

器の残存部か ら で は 判 断 は 困 難 で、 あ る が、 参考 と し

て こ こ に提示 す る 。

I I 546 

547 

O 5 cm 

第95圏 第 9 類土器実測図 ( 1 ) 
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第 V ï;î 造物 (土総)

548 

549 

第 2 節 縄文時代前 ・ 中 ・ 後~晩期
こ こ で は純文時代前 ・ �IJ ・ 後 ~ 晩期 の 土器 を 一括

し て 取 り 扱 う 。
565 は 指 先 で の 摘 み 上 げ に よ り 6 条 の 微隆起突帯

を 形成 し て い る 。 口縁直下の経部 附 近 の 土器で 、 直

口 に 立 ち 上がる と 思 わ れ る 。 内 面 は ナ デ調整が施 さ

れ る 。 566 は 小 型 の 浅鉢で検位 に 沈紙!が施 さ れ る 。

口 唇部 は 平 坦 に 作 り 出 さ れ 内 器面 に か け て 丁寧 な ナ

デ調整が観察 さ れ る 。 567�588 ま で は 後 ~ 晩期 の 資

本| で あ る 。 567は 深 鉢 の 口 縁 部 で 内 ・ 外部面共、 表

面が丁寧 に 磨 か れ て お り 光沢 を 持つ 、 い わ ゆ る 黒色

磨研で あ る 。 内 湾 し な が ら 立 ち 上が り 口 縁部 に 3 条

の平行沈線 を 持つ。 568�573 は胴 部資料 で沈線 で の

区 画 内 に摺消 し縄文が施 さ れ て い る 。 568 ・ 569 は肩

部附 近 に棋走沈線 と 連続刺 突が施 さ れ て 、 施文 . JJÉì 
土が酷似 し て お り 同 一 個 体 と 思 わ れ る 。 摺消縄文施

文内 に刺突 571 、 逆 「 コ 」 字状沈線 572 な どが見 ら

れ る 。 573は ナ デ調 整 に よ り 摩滅 し て い る が沈 線 区

551 

550 

554 553 

O 5 cm 

第96図 第 9 類土器実測図 ( 2 ) 
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第 2 節 縄文時代前 ・ 中 ・ 後 ~ 晩期

556 
557 

555 

O 5 叩

第97圏 第 9 類土器実測図 ( 3 ) 

第 5 表 円盤状土製品観察表 (単位 ; cm ， g )  
挿 図番号 No. 縦 横 厚 さ 重量 文様体

550 6 . 3 6. 4 1 . 0 54 . 3 撚糸 文

551 4. 8 4. 8 1 . 1 3 1 . 5 沈線

96 552 4 . 6 5. 1 0. 8 28. 4 沈線

553 3 . 9 4 . 0 0. 6 13 . 0 同 心 円 文

554 5. 1 5 . 2 0. 9 29. 1 撚 糸 文 + 沈線

555 4. 1 4 . 1 O. 7 14. 8 沈線地文 + 沈線

97 556 3 . 9 3 . 5 0. 5 10. 6 沈線 + 刺突

557 4.  7 4 . 4 0. 6 20. 9 無文 + 刺 突

囲 内 に摺消縄文が確認で き る 。 い ずれ も 精製土器で

あ る 。 574 は 口縁部 に 突帯 を 貼付 け摘 み 上 げ を 行 っ

て い る 。 内外器面 と の ナ デ調 製 を 行 う が粗製 で あ る 。

575......578 は 深 鉢 の 口 縁 部 ~ 胴 部 資 料 で あ る 。 575は

粗製で あ る が内器面 に 丁寧 な ナ デ調整で 口縁部 は波

状傾 向 に あ る 。 577は 口 縁部 に 斜行沈線が施 さ れ、

内 面 は 丁寧 な ナ デ調 整 、 578 は 内 外 器面 と も 丁寧 な

ナ デ調 整 が施 さ れ る 。 579 は 腕 資 料 で 、 平 底 の 底 部

か ら ゆ る や か に 立 ち 上が り 、 内外器面 と も 丁寧 な ナ

デ調 整 が施 さ れ る 。 580......587は 浅 鉢 資 料 で あ る 。

581 ......585は 口 縁 部 に 平行 沈 線 を 持 ち 、 582は 口 唇部

に リ ボ ン 状、 583 は帯状の突起 を 有す る 。 588 は底部

資料で簾状の圧痕が明 瞭 で 、 内 器 面 は黒色磨研が施

さ れ て い る 。 586 ・ 587 は 大型 の 浅鉢で器面 は ナ デ調

整 で あ る が、 内 器面 は 黒色磨研が施 さ れ て い る 。 同

一個体で あ ろ う 。 565 は 轟 B 、 566 は 曽 畑 、 567......573

は 三 万 国 系 、 577は 市 来 、 574......576 ・ 578......587 ま で

黒 川 系 か。

円tワ白唱'ム



第 V f.'i 造物 (土昔話)
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第 2 節 縄文時代前 ・ 中 ・ 後 ~ 晩期

O 5 cm 

第99圏 第1 0類土器実測図 ( 2 ) 

第 6 表 第1 0類土器観察表
挿 図番号 番号 種別 色調 胎土 士色 備考

石英 ・ 長石 に ぶ い 黄桂 HuelOYR6/4 残存 1/3強
558 耳栓

彩色 明赤褐 Hue2 . 5YR5/8

長石 に ぶ い 黄桂 HuelOYR7/4 残存1/3
559 耳栓

彩色 赤 HuelOR4/8

石英 ・ 角 閃 石 に ぶ い 黄樟 HuelOYR7/4 残存1/4
560 耳栓

98 彩色 赤樫 HuelOR6/8

561 耳栓 石英 に ぶ い 黄櫨 HuelOYR6/4 残存1/5

石英 ・ 長石 浅黄櫨 Hue7. 5YR8/4 第 3 類 山 形 + 沈線562 土器片
彩色 赤樫 HuelOR6/8

石英 に ぶ い 黄糧 HuelOYR7/4 第 l 類 ? 条痕563 土器片
彩色 赤 HuelOR4/8

石英 桂 Hue7. 5YR6/6 第 3 類 縄文99 564 土器片
彩色 黒 Hu巴lOY2/1

- 129 -
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第 V 章 遺物 (土器)

O 5 cm 

586 

587 

第1 02図 縄文前中後晩期土器実測図 ( 2 ) 
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第 2 節 縄文時代前 ・ 中 ・ 後~晩期

⑥ 口

1 5 4 . 0 0 

第1 03図 前期~後 ・ 晩期土器分布図
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第 V 章 遺物 (土器)

第 7 表 早期土器参考表 ( 1 ) 
州問骨号 遺物帯号 類 11\土グ リ ッ ト 層 出土地

31 l 3 1 P-16 3 号土品L
33 2 3 1 J - 14 5 号土坑

3 3 1 J - 14 5 号土坑
剖 4 J - 14 5 号土坑
39 5 3 1  0 - 5 22号土坑

6 8 1  G- 9  2l号土坑
42 7 G- 9  2l号土坑

自 G- 9  27号土坑
9 G- 9  27号土坑

43 10 G- 9  27号土坑
11  G- 9  27号土坑
12 3 1 G- 9  27号土坑
13 8 1 G- 9  28号土坑

44 14 G- 9 28号土坑
15 0 - 9 28号土坑
16 8 1 0 - 12 2沼号土坑

46 17 8 1 F-1 1  34号土坑
18 1 1  註自己不明
19 1 1  M - 13 4 
20 1 1 註自己不I�I
2 1  1 1  N - 12 4 
22 1 1  M - 18 批乱
23 1 1 践iI�不明
24 1 1  J - 15 4 
25 1 1 D 区調査区
26 1 1  L - 12 後世の Pit 内 に拠在
27 1 I H - 1 1  4 
28 1 1 A 区調査区
29 1 1  P- 15 4 
30 1 1  K - 13 4 

48 31 1 1  K - 13 4 
32 1 1  N - 17 4 
33 1 1  L-13 4 
34 1 1 E - 1O 4 
35 1 1  0 - 15 4 
36 1 1  N - 14 4 
37 1 1  M - 13 4 
38 1 1  EFO- l 後i止の迫慨に混在
39 1 1 註記不191
40 1 1  J - 12 3 
41 1 1  M- 9 後世の 町 内 に誕在
42 1 1  H - 16 4 
43 1 1  M - 13 4 
制 1 1  M - 16 4 撹乱 (櫛転崎)
45 1 1  E- 9 4 
46 1 1  H - 11 4 
47 1 1  L-14 4 
48 1 1  0 - 9 4 
49 1 1  0- 9 4 

49 50 1 1  N - 14 4 
51 1 1  P- 15 4 
52 1 1  F-12 4 
日 1 1  L - 14 4 
出 1 1  L- 13 4 
55 1 2 4 
関 2 D 区
57 2 1  K - 1 1  4 
58 2 1  K - 13 4 
59 2 1  K - 14 4 
60 2 1 F-1 1  4 
61 2 1  N - l l  4 
位 2 1  M - 13 後世の遺構に ill在
63 2 1  N - 16 4 
臼 2 1  P-15  4 

51 65 2 1  N - 18 4 
66 2 1  P - 16 4 
67 2 1  N - 16 4 
68 2 1  0- 5 佐世のill備にiIMJ:
69 2 1  H - 16 4 
70 2 1  N - 1 1  4 
71 2 1  L- 17 撹乱
72 2 1  M - 18 後世の遺榊にilME
73 2 1  E- 7 
74 2 1  E- 8 3 
75 2 1  0 - 13 
76 2 1  K- 6 後世の遺備に世主
77 2 1  N - 12 撹乱 (般紙府}
78 1 2  E 区一括

52 79 2 1  M - 16 後世の遺構に混在
田 2 C、 D 区調査 括
81 2 1  N - 14 4 
82 3 1  M - 13 4 
お 3 1  N - 12 9 号集石
84 3 1  0- 9 4 
85 3 1  L - 13 後世の 町 内 に混在

55 部 3 1  L- 7 3 
87 3 1  K - 14 4 
部 3 1  K - 13 3 
89 3 1 N - 16 4 
9日 3 1  P- 13 4 
91 3 1  J - 13 3 
92 3 1  L - 14 4 
93 3 1  M12 4 
94 3 1  K-1 1  後世の 町 内 に混在
95 3 1  L-14 3 

56 96 3 1  E- 9 4 
97 3 1  N - 16 後世の 町 内 に 混在
98 3 1  L - 14 4 
99 3 1  E- 6 4 

1∞ 3 1  F- 8 3 

直璽画型用主字三 官 UJ:I:.地
寸1

B
051 日 E

4 

103 
4 

56 1G4 H - lt 4 
1寸寸
里
BEE7 1

1 3
3 

G
-

R 

4 
τ一A一E区一商綱一妄

:If
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第 8 表 早期土器参考表 ( 2 ) 
挿図骨号 遺物番号 額 出 土 グ リ ッ ト 層 出土地

初1 3 1  N - 12 4 

61 202 3 1  K - 3 、 4 後世の遺構に混在

203 3 1  P- 7 4 

2倒 3 1  J - 12 4 

加5 3 1  K - 13 3 

2随 3 A 区 調査区

却7 3 1  0 - 1 1  3 

耳国 3 1  H - 12 4 

宜国 3 B 区剥査区

210 3 1  H ー 1 1 4 

2 1 1  3 1  N - 12 4 

212 3 1  0 - 8 4 

62 213 3 1  K - 9 後世の 町 内 に 混在

214 3 1  L - 9 4 

215 3 1  E - 7 4 

216 3 1  P- 8 4 

217 3 1  L - 14 4 

218 3 1  M - 13 4 

219 3 1  N - 12 4 

220 3 1 K - 11 4 

221 3 1  N - 1 1  4 

222 3 1  P - 6 4 

223 3 1 0-9-E-8-F-8 4 

224 3 1  E - 1O 4 

225 3 1  P- 8 3 

226 3 1  L - 13 4 

227 3 1  E - 9 4 

228 3 1  H - 8 後世の Pit 内 に 混在

臼 229 3 1  0 - 6 4 

230 3 1  0 - 7 4 

幻1 3 1  A - 6 4 

幻2 3 1  E - 8 4 

Zお 3 1  0 - 7 3 

お4 3 1  L - 14 4 

235 3 1  L -K-12 M - 13 3 

E拓 3 1  M - 16 後世の遺構 に 混在

お7 3 1  E- 9 4 

238 3 1  E - 6 3 

お9 3 1  L - 12 後世田遺構に混在

240 3 1  N - 1 1  4 

24 1 1 3  D 区調査区
242 3 1  N - 13 撹乱 [樹転周}
243 3 1  L = 14 4 

制 お4 3 1  K - 13 3 

245 3 1  P - 19 4 

246 3 1  D - 5 後世の遺構 に 混在

247 3 1  N - 15、 16 後世の遺構に混在

248 3 1  D - 7 E - 9 4 

249 3 1  N - 15 4 

2田 3 1  K - 12 4 

251 3 1  N - 16 4 

252 3 1  L - 13 4 

2日 3 1 N - 1 1  4 

254 3 1  F- 9 4 

2田 3 1  H - 12 撹乱 (繍転層)
2日 3 1  K - 7 4 

257 3 1 N - 1O 4 

Z国 3 1  L - 14 4 

お9 3 1  E - 8 4 

2印 3 1  P- 8 4 

261 3 1  8 - 0 後世の遺構 に 混在

65 
262 3 1  N - 12 4 

2臼 3 1  E - 9 4 

2臼 3 1  P - 7 4 

2邸 3 1  E - 7 4 

2凶 3 1  N - 13 後世の遺構に混在

267 3 1  K - 8 4 

Z倒 3 1  N - 14 4 

269 3 1  L - 9 後世の Pit 内 に混在

270 1 3  調査区
271 3 1  E - 8 4 

272 3 1  M - 12 撹乱 (繍転層)
2抱 3 1  E - 8 4 

274 3 1  L - 13 4 

275 1 3  註記不明
276 3 1  0 - 9 4 

2π 3 1  F - 8 4 

278 3 1  F - 5 4 

279 3 1  H - 5 4 

2BO 3 1  0 - 8 4 

281 3 1  M - 9 後世の 町 内 に 混在

66 型犯 3 1  E - 9 4 

283 3 1  M - 13 4 

お4 3 1  K - 18 4 

2街 3 1  L- 18 後世の 町 内 に混在

286 3 1  0 - 8 4 

287 3 1  0 - 8 4 
2槌 3 1  C - 9 後世の遺構 に 混在
289 3 1  P- 15 後世の Pit 内 に 混在

2伺 3 註記不明
291 1 3  誌記不明
却2 3 1  0 - 6 3 

2幻 3 1  D - 7 4 

2剖 3 1  E - 1O 4 

耳目 3 1  E - 8 4 

67 296 3 1  F - 9 4 

加7 3 1  K - 13 4 

296 3 1  K - 13 4 

却9 3 1  E - 1 4 

3∞ 3 1  K - 13 4 

第 2 節 縄文時代前 ・ 中 ・ 後 ~ 晩期

t唱団骨号 遺物番号 類 ill:l: グ リ γ ト 回 出 土 地

301 3 1 F - 1 1  4 

302 3 1  E - 8 3 

耳目 3 1  H - 6 後世の遺構に混在

初4 3 1  L - 12 4 

却5 3 1  0 - 8 4 

67 
306 3 1  J - 5 4 

307 3 1  E - 7 4 

耳描 3 1  M - 16 撹乱 (横転回 )
3ω 3 1  P - 8 4 

310 3 1  K - 6 後世町 内 内 に混在

311  3 1  E - 2 4 

312 3 1  F- 5 4 

313 3 1  F- 8 4 

314 3 1  F - 7 後世の遺構に混在

3 1 5  3 1  K - 12 ・ J - 13 3 

侃 316 3 1  0 - 8 18号土坑

317 3 1  N - 18 3 

318 3 1  F- 8 4 

319 1 3  5 号土坑

草加 4 1  0 - 6 後世の遺構に混在

321 4 1  N - 16 撹乱 (横転居 )
322 1 4  D 区調査区

辺3 4 1  N - 16 撹乱 (横転居 )
認4 4 1  N - 16 4 

72 
325 4 1 F - l l  34号土坑

326 4 1  P- 7 後世の 町 内 に 混在

327 4 1  F- 9 4 

328 4 1  L - 14 4 

担9 4 1  0 - 9 4 

お0 4 1  H - 1O 後世の遺構に混在

おl 4 1  0 - 6 4 

お2 5 1  H - 5 4 

お3 5 1  F- 9 4 

お4 5 1  F - 5 4 

お5 5 1  E - F - 9 4 

お6 5 1  0 - 8 4 

337 5 1  H - 9 4 

338 5 1  H - 9 4 

お9 5 1  H - 14 4 

340 5 1  0 - 9 4 

34 1 5 1  H - 6 0 - 5 4 

342 5 1  K - 7 4 

74 
343 5 1  J - 5 後世の 町 内 に 混在

344 5 1  c- 9 後世の Pit 内 に 混在

345 5 1  L - 12 4 

346 5 1  J - 1O 後世の 円t 内 に混在

347 1 5 C_ D 区調査区

348 5 1  0 - 8 4 

E- 6 3 

0 - 7 3 

349 5 1  0 - 9 4 

3田 5 1  F - 5 4 

351 5 1  K - 1 1  4 

352 5 1  F - 6 4 

お3 5 1  K - 1O 後世の遺構に混在

354 1 6  註記不明
355 6 1  0 - 12 4 

3弱 6 1  F - 1 2  4 

357 1 6  D 区 調査区
3部 6 1  K - 9 後世町 内 内 に混在

3臼 6 1  K - 7 4 

77 
3ω 6 1  L- 7 4 

361 6 1  0 - 12 4 

362 6 1  F - 8 4 

お3 6 1  H - 12 4 

お4 6 1 L - 1O 後世の 町 内 に 混在

365 6 1  P- 7 4 

366 6 1  J - 5 4 

367 1 6  A 区調査区
お8 7 1  0 ー 10 4 

拘 369 7 1  w- 0 37号土坑
370 7 1  z- 5 4 

371 7 1  F - 5 4 

372 1 7  D 区調査区
373 1 7  C、 D 区 調査区
374 7 1  B - 8 後世の遺構に混在

375 7 1  F- 1 2  4 

鈎 376 7 1  F- 9 D 区調査区
3π 7 1  J - 1 1  52号畢石
3沼 7 1  P- 9 4 

379 7 1  0- 7 3 

話。 7 1  H - 1O 4 

381 7 1  E- 7 3 

指2 7 1  F - 9 後世の遺構に混在

お3 7 1  E-7.8 .9  F-8 3 

3 

3 

3 
3副 7 1  F- 8 3 

81 お5 7 1  0 - 9 F - 9  4 

386 7 1  E- 8 4 

調7 1 7 後世の遺構 に混在

現姐 7 1 F - l l  -4 

認9 7 1  K - 9 後世の 町 内 に混在

3叩 7 1  F- 12 4 

391 7 1  F - 8 3 

392 7 1 0 - 10 4 

82 
3回 7 1 0- 9 4 

3倒 7 1  F - 9 41号聾石
3邸 7 1 0- 5 4 

Fhu

 

qd
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第 V 章 遺物 (土器)

第 9 表 早期土器参考衰 ( 3 ) 
挿図番号 遺物番号 額 出土 グ リ γ ト 明 出土地 抑悶骨号 遺物番号 類 出 土 グ リ ッ ト 踊 出土地

396 7 口 9 4 493 1 7 後世の遺構に混在包 397 7 1  H - 9 後世の Pit 内 に混在
398 7 日 9 4 

邸 494 7 1  E- 8 4 
4邸 7 1  E- 8 4 

3卯 7 1  ) - 13 3 496 7 1  G - 9 4 
4∞ 7 後111:の遺構に混在 497 8 1  L - 12 4 
401 7 1  G - 8 4 4偲 8 1  F- 6 4 
4ω 7 1  L-12  4 4関 8 1  K - 13 3 
403 7 1  ) - 9 4 5ω 8 1  F- 8 4 
4例 7 1  ) - 6 4 回1 8 1  E - 8 4 
4白 7 1  E- 6 3 関2 8 1  G - 5 4 
406 7 1  F- 8 3 軍国 8 1  K - 12 4 

幻 407 7 1  G - ]O 4 504 8 1  G - 3 4 
4個 7 1  ) - 1 1  4 日)5 1 8  B 区調査区
4ω 7 1  E - 7 4 506 8 1  G - 13 4 
4 ]0 7 1  K - 8 4 回干 8 1  F- 8 ・ E - 9 4 
4 1 1  7 1  F- 12 4 配車 8 1  H - 16 4 
4 12 7 1  K - 12 4 耳目 8 1  E- 7 4 
413 7 1  ) - 8 4 91 510 8 1  N - 1 I  4 
4 14 1 7  c 区調査区 51 1 8 1  G - 6 4 
4 1 5  7 1  E- 5 後世の遺構に混在 512 8 1  M - 13 4 
416  7 1  F- 7 4 513 8 1  F- 7 3 
417  7 1  F- 6 後世の越慨に混在 514 8 1  L- 14 後世の遺僻に混在
4 18 1 7  c 区調査区 515 8 1  F- 8 4 
4 19  7 1  G - 5 4 516 8 1  F-]O  4 
420 7 1  E- 7 4 517 8 1  F- 6 4 

84 E- 6 4 
421 7 1  ) - 8 後世の遺構に混雀

518 8 1  H - ]O 4 
519 1 8  後世の Pit 内 に 混在

422 7 1  F- 9 4 回。 8 1  P- 13 4 
G - 9 4 泣1 8 1  F- 7 4 

423 7 1  0 - 6 4 後世の Pit 内 に 混権 回2 8 1  ) - 13 4 
424 7 1  E-]O  4 認3 8 1  F- 5 4 
425 7 1  F- l0 4 回4 1 8  注記不明
426 7 1  G - 8 4 包5 8 1  H - 1 I  4 
427 7 1  M - ]O 後世の Pit 内 に揖在 盟6 8 1  ) - 14 
426 7 1  G - 9 4 盟7 1 8  注記不明
429 7 1  L - 13 3 辺自 8 1  E - 7 4 

応 430 1 7  後1止の Pit 内 に混在 思9 8 1  M - 13 4 
431 7 1  Z- 6 4 日日 8 1  E- 9 4 
4辺 7 1  E- 8 3 日1 8 1  G - 9 3 
433 7 1  H - 5 4 
4剖 7 1  H - 13 4 

92 
日2 8 1  F- 8 4 
関3 1 8  後世の Pit 内 に混在

435 7 1 H - 13 撹乱 (線転帽} 日4 8 1 0 - 9 . 10. 1 1  後世の遣僻に混在

436 7 1  F- 5 4 日5 8 1  N - 14 4 
437 1 7  後 世の遺備に混在 日8 8 1  E- 9 4 
4沼 7 1  K - 13 3 日7 8 1  K - 5 後世の遺締に混在

439 7 1  K - 13 3 思抱 8 1  L - ]O 後世の 町 内 に 混在

440 1 7  B 区調査区 図書 8 1  0 - 8 4 
441  7 1  ) - 13 4 日0 8 1  ) - 3 4 
442 7 1  K - 13 4 54 1  8 1  L- 6 後世の Pit 内 に 混在

443 7 1  ) - 15 後世町遺構に混在 542 9 1  H - 13 4 
444 7 1  K- 9 後世の 町 内 に混在 543 9 1  N - 16 4 

舗
445 1 7  後世の遺構に混在

446 7 1  K - 7 4 
95 

臼4 9 1  N - 12 4 
545 9 1  F- 18 4 

447 7 1  G - 1 I  指乱 {繊低層) 自6 1 9  A 区調査区
制8 7 1  ) - 6 後 世の遺構に混在 日7 9 1  F - 1 I  4 
制9 7 1  E- 6 4 日8 9 1  E- 8 22号線石
4田 7 1  K - 7 後世町 内 内 に混在 549 9 1  K - 13 4 
451 7 1  L - IO 4 5印 9 1  G - 8 4 
4盟 7 1  G - 18 4 鉛 551 9 1  M - 16 後世の 町 内 に 混在

4日 7 1  ) - 13 3 5招 9 1  P - 1 I  4 
4剖 7 1  K - 13 後i止の PÎI 内 に混在 553 9 1  M - 13 4 

455 7 1  H - I l  4 554 9 1  ) - 5 4 

4弱 7 1  K - 6 4 出5 9 1  E- 9 
457 7 1  L - 13 低乱 (蛸転周 } 97 5弱 9 1  F- 9 4 

4国 7 1  F - 13 4 邸7 9 1  K - 14 自 号土坑
459 1 7  F 区間査区 5弱 ]0 1 K - 13 3 
4ω 7 1 F- 12 4 5国 ]0 1 H - 1 I  4 
461 7 1  ) - 13 3 
462 7 1  G - 7 4 

路 5ω ]0 1 K - 9 4 
弱1 ]0 1 G- 6 後世の遺憾に混在

4臼 7 1  ) - 14 4 弱2 10 1 G- 8 4 

87 
4臼 7 1  E- 5 4 
465 7 1  L - 13 4 

民自 ]0 1 G- 9 28号土坑

99 弱4 10 1 P- 16 3 

466 7 1  H - 13 4 部5 F- 7 4 

467 7 1  G - 9 4 日描 K - 12 4 

4邸 7 1  G - 1 I  4 弱7 G - l0 4 

4印 7 1  K - 8 後世の遺構に混在 節8 G - 1 I  4 

470 7 1  K - 6 後 1止の Pit 内 に混在 部9 G - ]O 4 

471 7 1  L - ]O 4 570 H - 1O 3 

4花 7 1  K - 13 3 571 』 ー 1 1 3 

4刀 7 1  F- 9 4 5沼 ) - 10 後世の遺構に 混高

474 7 1  ) - 9 後世の遺構に混在 573 ) - ]0 後世の遺構に 混在

475 7 1  K - 13 4 574 G - ]O 4 

476 7 1 G - ]O ・ 12 4 ]01 575 N - 1 I  3 

4 576 P- 13 3 

477 7 1  H - 13 4 5π E - 2 4 
478 7 1  K - 13 3 5花 H - 13 4 

479 7 1  F- 9 4 579 ) - 12 3 

4卸 7 1 H - 15. 14 4 自由 L-l0  後世の遺構に混寵

481 7 1  H - 15 4 関l P - 13 3 

邸 482 7 1  ) - 10 4 民自 M - 14 、 15 撹乱 (横転澗}
483 7 1  ) - 8 4 日目 H - 9 後世の Pit 内 に混夜

4斜 7 1  E- 6 24号集石 出!4 G - 8 4 

485 7 1  E - 8 4 認5 G - 8 4 

4舗 7 1 ) - 6 4 国描 3 

487 7 1  H - 9 後i止の遺構に混在 102 部7 3 

4路 7 1  E- 8 F- 8 4 日弼 F- 9 4 

4四 7 1  ) - ]0 4 
4関 7 白 12 4 
491 7 1  0- 8 29号集右
492 7 1  E- 7 4 

- 136 ー



第U章 遺 物 (石 器)

第 l 節 旧 石 器 時 代

第2 節 旧石器時代以降



第 1 節 旧 石 器時代 の 遺物

第 羽 章 遺 物 (石 器)

第1節 旧石器時代の遺物 ( 第104図 1 ......6 )

本遺跡 で は 、 縄文時代 の 石器 と は や や異 な る 在地

産 の 頁岩 や チ ャ ー ト を 用 い る 石器が 6 点 ほ ど出 土 し

て い る が、 流 れ込 み ゃ 表採が主で あ る た め 。 従 っ て 、

分布範囲 や 出 土層 位 を 検討す る も の の 明確 に縄文時

代早期 の 遺物 と は 分離で き な い た め 、 こ こ で は表面

採集石器 と 合 わ せ て 明 ら か に 旧 石器時代 の定形石器

と 認定で き る も の に つ い て 図示 し 、 説明 を 行 い た い 。

1 ・ 2 は ナ イ フ 形石器で あ る 。 1 は黒色硬質頁岩製

であ る 。 縦長剥片 を 素材 と し 、 打点部 を 基部側 に 置

い て い る 。 素材剥 片 の剥 出 は 、 表裏両面 と も 打面側

か ら 同一方向 に 行 わ れ て い る 。 一側縁 に 腹面側 か ら

の 連続 し た 調 整加工 を 施 し て 整形 し て い る 。 先端部

及 び基部が欠損 し て お り 、 調整が も う ー側 縁 に ま で

及ぶ の か は不 明 で あ る 。 刃 部 は左位 に 設定 さ れ て お

り 、 使用 痕 と お ぼ し き 微細 な 剥 離痕が観察 さ れ る 。

2 は や や透明がか り 黒 色 の線が縦横 に 多 く 入 る チ

ャ ー ト 製 で あ る 。 や や 幅広 の 逆 「 ノ 」 の 字状 を 呈す

る 剥 片 を 素材 と し 、 打点部 を 基部側 に 置 い て い る 。

打面及 び打点部 は残置 さ れ る 。 背面 に 素材剥片剥 出

前 の 剥 片 石核時の 主 要剥 離面が残存す る 。 基部両側

縁 に 腹面側 か ら 調整加工 を 施 し 整形す る が、 左側縁

は 素材 と な る 剥 片 の 打癌 の 厚 み を 減 じ る よ う に急角

度 な 調整がな さ れ、 や や 内 湾状 を 呈 し て い る 。 刃 部

に は 、 使用痕 と お ぼ し き 微細 な 剥 離痕が観察 さ れ る 。

完形品 で あ る 。

3 ...... 5 は 三稜尖頭器で あ る 。 3 は シ ル ト 質頁岩製

で あ る 。 厚 み の あ る 幅広 の剥 片 を 素材 と し 、 横位 に

用 い て い る 。 両側縁 に 腹面側 か ら 調整加工 を 全周 に

施 し 、 後 に 背面 の 稜上 よ り 調整 を 加 え 、 断面が三角

形 を な す よ う に 整形 し て い る 。 腹面 に も 一部両側縁

か ら 調 整 を 入 れ 、 尖鋭な 先端部 を 形作 っ て い る 。 先

端部 を わ ずか に 欠損す る ほ か は ほ ぼ完形 に 近 い 。

4 は シ ル ト 質頁岩製で あ る 。 厚 み の あ る 幅広 の剥

片 を 素材 と す る 。 両側縁 に 腹面側 か ら 調整加工 を 施

すが、 そ の う ち 右側縁先端部付 近 は 一枚 の 大 き な 剥

離 に よ っ て 形成 さ れ て い る 。 背面 の稜上か ら も 調整

がな さ れ る 。 ま た腹面 は 全面 に 両側縁か ら 平坦調整

が施 さ れ て お り 、 断面形は 逆扇形 を 呈 し て い る 。 こ

れ ら 三種類 の 調整 は 、 そ の 施 さ れ る 剥 離面 の 切 り 合

い 関係 を 観察 し て も 順番 に 規則性が認め ら れず、組い

加工 に よ る 整形 で あ る 。 先端部 を わ ず か に 欠損す る 。

5 は 黒色硬質頁岩製で あ る 。 厚 み の あ る 幅広 の剥

片 を 素材 と し 、 横位 に 用 い て い る 。 両側 縁 に 腹面側

か ら 調整加工 を 施 し 、 後 に 背面 の 稜上 よ り 調整 を 加

え 整形 し て い る 。 左側縁側 に 比べ、 右側縁側 の 調 整

は急角 度 で あ り 、 ほ ぼ垂直方向 に 近 い 。 調 整 は 全周

に 及 ぱず、 左側縁 中 央部 に は 素材 と な る 剥 片 の 素材

面が一部残存 し て い る 。 腹面 は 一 部基部側 に 細 か な

調整が施 さ れ て い る 。 先端部 を わ ずか に 欠損す る 。

6 は エ ン ド ス ク レ イ パ ー で あ る 。 白 青色 を 呈 す る

節理が多 い チ ャ ー ト 製で あ る 。 節理で割 れ た 面 を 打

面 と す る 幅広 の剥 片 を 素材 と し て 、 縦位 に 用 い て い

る 。 剥 片 の 末端部 に腹面側 か ら 急角 度 の調整加工 を

施 し 、 刃 部作 出 し て い る 。 左側縁部 を 節理 に よ り わ

ず か に 欠損す る 。

ヴ，qd
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第 VI 章 遺物 (石器)

�Ah � ð  

。

ζコ
番号 グ リ ッ ド 備考

F-l l  4 層
2 F- l l  4 層
3 後世の遺構に混在

4 D 区表採
5 B 区撹乱
6 B 区表採

てごと込
くこユ

3 。

重量多
5 

第1 04図 旧石器実測図

器種 石材
ナ イ フ 形石器 黒色硬質頁岩
ナ イ フ 形石器 チ ャ ー ト
ニ稜尖頭器 シ ル ト 質頁岩
ニ稜尖頭器 シ ル ト 質頁岩
二稜尖頭器 黒色硬質頁岩

エ ン ド ス ク レ イ パ ー チ ャ ー ト

第1 0表 旧石器観察表
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O 
t 

長 さ
2 . 4 
5 . 3 
8 . 5 
9 . 4 
9 . 0 
5 . 5 

マ 2

4 

6 

5 cm 

( 単位cm g 残存)

中島 厚 さ 重 さ
2 . 3  0. 6 3 . 1 
3 . 4 1 . 1 13 . 0 
2 . 3 1 . 5 25. 2 
2 . 4 1 . 8 38. 6 
2 . 1 1 . 4  26. 2 
3 . 9 1 . 7 33 . 6 



第2節 旧石器時代以降の遺物

本遺跡 の 遺物 は 、 層 位 で は 基本土層 第 4 層 と 3 層

の 入 り 乱 れが見 ら れ 、 こ れ ら の 遺物が層 の 中 か ら 出

土す る 状況が芳 し く な い と い う こ と があ り 、 ま た 同

一層 で も 縄文早期 と 前期 以 降 の が明確 に 分離で き ず、

そ れ ら を 時期 ご と に 分離す る こ と が困 難 で あ っ た 。

従 っ て 今 回 は 時期 を 限定せず あ え て 石器の み の 節 を

設定 し 、 観察表 に提示 し た 出 土層 を 参考 と さ れ た い 。

ま た 各遺物 の 図化 さ れ た も の だ け で な く 全体の石材

利用 を % で提示 し た 。

第 2 節 旧 石器時代 以降の遺物

縁辺 に位置 し 、 主 に横 長剥 片 を 素材 と し て い る O 刃

部 は 直 刃 状 に 作 り 出 さ れ て い る が、 円 刃 状 ( 1 29 ・

1 37 ・ 1 39 ・ 1 40 ・ 1 41 ・ 1 43 ・ 1 44 ・ 1 49) も 見 ら れ る 。

縦型 ( 1 52� 1 68) は 長軸 の 側 縁 に 刃 部 を 持つ 型 と 規

絡 し 1 66 を そ の 素形 と し た が、 片 刃 ( 1 52 ・ 1 53 ・ 1 55

• 1 56 ・ 1 59 ・ 1 61 ) 両刃 ( 1 54 ・ 1 57 ・ 1 60 ・ 1 62�1 68)

に分類で き る 。 こ の横型 と 縦型 の 中 間 に ー形式設 け 、

ス プー ン 状の 剥 片 に 刃 部 が巡 る 傾 向 があ り 、 こ れ を

中 間 型 と し た ( 1 45� 1 47) 。 そ の 石材利 用 は 黒 耀 石

1 . 8% サ ヌ カ イ ト 33 % チ ャ ー ト 49 % 安 山 岩3 . 5

% 頁岩 7 % 砂岩3. 5% 変岩1 . 8% で あ る 。

1 尖頭器 ( 第105図 1 � 2 )  

尖頭器は 2 点 出土。 2 点 共 に 木葉形の尖頭器で石材 3 削器 ( 第 117� 120図 1 69�1 86) 

は チ ャ ー ト であ る 。従 っ て石材利用 率は チ ャ ー ト l∞% 。 削器は51 点 出 土 、 18点 を 図 化 し た 。 剥 片 に 規則性

は あ ま り 見 ら れ な い が、 片 刃 ( 1 69�1 74 ・ 1 76 ・ 1 81 ) 、 両

2 石錨 ( 第 105� 1 1 1 医1 3 �1 28) 

石鍛は200点 出 土 、 126点 を 固化 し た 。 石鍛の形態

に よ り 二等辺三 角 形 ( 1 類) 、 正 三 角 形 ( 2 類) 、 二

等辺三角 形でや や大型 の も の ( 3 類) に大別 し 、 さ

ら に 基部形状 に よ り 直線 的 な も の ( A 類) 、 浅 く 扶

れ る も の ( B 類) 、 V 字状 に 扶れ る も の ( C 類) 、 U

字状 に 扶 れ る も の ( D 類) に 細 分化 で き た (参考

木崎1987) 。 従 っ て こ れ ら の 組合 せ か ら 、 1 類 は 二

等 辺 三 角 形 を 呈 し 、 基音1) が 直 線 的 1 A 類 ( 3 � 5 ) 、

基部が浅 い 扶 り を も っ 1 B 類 ( 6 � 1 9) 、 基 部 が V

字 状 の 扶 り を も っ 1 C 類 (20�67) 、 基部 が U 字状

の 扶 り を 持 つ 1 D 類 (68� 1 03 ) に 分類 で き る 。 ま

た 2 類 は 正 三 角 形 を 呈 し 、 基 部 が 直 線 的 2 A 類

( 1 04 、 1 05) 、 基部が浅 い扶 り を も っ 2 B 類 ( 1 06�

1 09) 、 基部が V 字状の扶 り を も っ 2 C 類 ( 1 1 0�1 21 ) 、

基部が U 字状の扶 り を 持つ 2 D 類 ( 1 22� 1 26) で あ

る 。 ま た 3 類 は 大型 の 二等辺三 角 形 を 呈 し 、 基部が

直線的 3 A 類 ( 1 27) 浅 く 扶れ る も の 3 B 類 ( 1 28)

に 分類 と し た 。 そ の 石材利用 は 黒耀石24. 5% サ ヌ

カ イ ト 15 . 5% チ ャ ー ト 56% 安 山 岩 4 % で あ る 。

3 石匙 ( 第 1 12 � 1 17図 1 29�1 68) 

石匙 は57点 出 土 、 40点 を 図 化 し た 。 石匙 は つ ま み

状の突起 に対す る 刃 部 に 位置 に よ っ て分類 し た 。 横

型 ( 1 29�1 44 ・ 1 48�1 51 ) は 刃部がつ ま み と 反対 の

刃 ( 1 75 ・ 1 77� 1 80 ・ 1 82� 1 86) が存在 し 両刃 は縦長の

剥 片 を 使用 し 器種 と し て 大 型 の 傾 向 が見 ら れ る 。 そ

の石材利用 は黒耀石 4 % サ ヌ カ イ ト 18 % チ ャ ー

ト 69% 安山 岩 2 % 頁岩 6 % 流紋岩 2 % で あ る 。

4 棋形 ( 第121 図 1 87�1 89) 

模形石 器 は 7 点 出 士 、 そ の 3 点 を 図 化 し た 。 1 87

・ 1 89 は 錯交剥 離が観察 さ れ る 資料 で あ る 。 1 88 は 母

指状削器状 を 呈 し て い る 。 そ の 石材利用 は 黒耀石43

% チ ャ ー ト 57% で あ る 。

5 石錐 ( 第 12 1 図 1 90� 1 92) 

石錐は 3 点 出 土 、 そ の 3 点 を 図化 し た 。 い ず れ も

尖端部 を 欠失 し て い る が。 1 90 は 幅 広 い つ ま み 部 を

持 ち 全体は T 字形 ・ 1 91 ・ 1 92 は I 字形 を 呈す る と 思

わ れ 、 つ ま み 部 と 錐部 の 明 確 な 境界 を 持 た な い形態

で あ る 。 そ の 石材利用 は チ ャ ー ト 67% 安 山 岩34 %

で あ る 。

6 石斧 ( 第 122 � 124図 1 93�21 3 ) 

石 斧 は 磨製13点 ・ 打製39点 、 計52点 出 土 、 磨 製 3

点 ・ 打製18点 を 図化 し た 。 磨製石斧 は 1 93�1 95で1 93

・ 1 94 は 円 刃 、 1 95 は 直 刃 の 蛤刃 で あ る 。 打製石斧 は

そ の 形態 か ら 刃 部 に 対 し 基端 が短 い ナ デ型 ( 1 96�

1 99) ・ 基部 に 扶 り の 入 る パ チ 型 (200�202) ・ 長 方

Qd

 

丹〈U旬EA
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形 の 短冊型 (203-21 3) に 分類 し た 。 そ の 石材利用

は磨製石斧 で 安 山 岩61 % 砂石15% 変岩 8 % 流

紋岩 8 % 材 質 不 明 8 % で 、 打製石斧で砂岩82%

安 山 岩13% 粘板岩2. 5% 頁岩2. 5 % で あ る 。

7 石錘 ( 第 124図 21 4-21 6) 

石搬は 3 点 出 土 、 そ の 3 点 を 図化 し た 。 自 然磯 の

両端 を 打 ち 掻 い だ も の で 、 点 数 と し て も 小数であ る 。

こ れが漁網錘で の使用 か否 か は 別 と し て 3 点 と も 均

ー し た 形状で あ る 。 そ の 石材利用 は チ ャ ー ト 67%

安 山 岩34% で あ る 。

8 石核 ( 第125 � 128図 21 7-227) 

石核 は 18点 出 土 、 1 1点 を 図 化 し た 。 円 磯 (21 7 ・

222 ・ 223) 、 転機 (21 9 ・ 225 ・ 226) が観察 さ れ る 。

石材 は 円喋 は サ ヌ カ イ ト 1 点 ・ チ ャ ー ト 2 点。 転礁

は黒耀石であ る 。 ま た 225 は復元 に よ り 原石 は 5 cm 

強程の資料で あ ろ う 。 従 っ て そ の剥 片 か ら 製作 さ れ

る 石器 は 限 ら れ た も の と な り 、 本遺跡 で は 石銑が主

で あ ろ う か。 石核全体の 石材利用 は 黒耀石22 % サ
ヌ カ イ ト 11 % チ ャ ー ト 56% 安 山 岩5. 5% で あ る 。

8 摺石 ・ 叩石 ( 第128� 133図 228-253) 

摺 石 ・ 叩 石 は242点 出 土 、 23点 を 図 化 し た 。 こ こ

で は 同 じ 石で両方の用 途 を 成す も の も あ り 摺石 ・ 叩

石 を 一括 し て 取 り 扱 う 。 そ の形態 に よ り 以下 の よ う

に 分類 し た 。 1 類 表面摺 り ・ 側 面摺 り + 叩 き (228-

231 238) 2 類 表面摺 り ・ 側 面叩 き (233 ・ 235 ・ 240)

3 類 側 面 摺 り + 叩 き (232 ・ 237) 4 類 表 面 摺 り

+ 叩 き ・ 側 面 摺 り + 叩 き (239) 5 類 表 面 掴 り +

叩 き ・ 側 面 叩 き (236) 6 類 表 面 叩 き ・ 側 面 摺 り

+ 叩 き (241 ) 7 類 表面叩 き ・ 側 面叩 き (242 ・ 246)

8 類 側 面叩 き (234 243-245) 9 類端部叩 き (247

-250) 10類 表面 凹 み (251 -253) 0 10類 は 表面 に

凹 み が観察 さ れ る グ ル ー プで摺石 ・ 叩石 と は用途的

な 性格上別 類 で あ る こ と も 想定 さ れ る が、 端部 に 叩

き が確認 さ れ る こ と か ら 、 整理上 こ こ に 分類 し た 。

234 ・ 239 ・ 244 ・ 245 は 集 石 遺構 の 構成礁 に 包括 さ れ て

い た摺石 ・ 叩 石 で あ る 。 摺石 ・ 叩 石 の 全体の 石材利用

は 安 山 岩 4 % 砂岩67% 花両岩29% で あ る 。
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9 石皿 ・ 台石 ( 第133 � 135図 254-256) 

石皿 ・ 台石 は 113点 出 土 、 4 点 を 図化 し た 。 254 は

50. 4 X 37. 5 X 9. 6 ( cm) の 法量 を 持 つ 本遺跡最 大 の 遺

物 で あ る 。 長 軸 方 向 に 凹 み を 持つ 。 254 は 半壊 し て

い る が椀状の 凹 み を 呈す る も の だ と 思 わ れ る 。 石材

は加久藤凝結凝灰岩 の 火受石で風化が激 し く 脆 い 。

石皿 ・ 台石 の全体の 石材利 用 は 安 山 岩3. 5% 砂岩

80. 5% 花両岩15% 凝灰岩0. 9% で あ る 。

1 0  有孔石製品 ( 第135 � 136図 257-263) 

有孔石製品 は 12点 出 土 、 7 点 を 図化 し た 。 孔 を 持

つ 石器類 で 中 央 に こ れ を 窺 う が 258 は 端部 に 寄 る o

257は端部 に 2 孔が存在 し 全体 は 石 包 丁 の 形態 に 類

似す る 。 ま た こ の 2 孔間 直線上 に 孔製作跡が確認 さ

れ る 。 259-261 ま で は均 ー し た 形状が認め ら れ る が、

262は や や 小 型 、 263 は 指 先大 で あ る 。 263 は 実 用 的

の道具で は な く 装 飾 の 一種か。 有孔石製品 の 全体の

石材利用 は粘板岩42 % 砂岩16% 砂岩16% 変岩

42 % で あ る 。

1 1  異形石器 ( 第 137� 138図 264-275) 

異形石器 と し て 13点 を 図化 し た 。 264-267 ま で は

異形石鍛 と し て提示 し た 。 こ れ ら は 実用 品 と し て 考

え に く い がそ の 形状が石鍛 と 類似 し て い る た め 異形

石鍛 と 仮称 し て お く 。 268-270 ま で は類似す る 形状

が見 当 た ら ず仮称 も で き な か っ た 。 271 は 石鉱 の 形

状であ る が表面 を 磨 く 、 い わ ゆ る ト ロ ト ロ 石器で あ

る 。 272 は 形状 か ら 魚 形 石 器 と 仮称 し た 。 273-275

は 中 央 に扶 り が入 る 石器で そ の 形状 に よ り 糸 巻形石

器 ま た は分銅形石製品 と 呼ばれ る も の で あ る 。 小型

を 糸 巻形石器、 大型 を 分銅形石製品 と し た 。 こ れ ら

の異形石器 は本来の使用 形態 は不 明 で あ る た め 図版

掲示の天地等 は 仮設 と し た 。

1 2  砥 石 ( 第138図 276) 

276 は 敵打技法 に よ り 製作 さ れ た 磨 製石 斧 の 基部

に l 条 の彫刻溝 を 持つ 。 石斧破損後砥石 に転用 し た

も の か。 中 世の柱穴 よ り 出 土 し 、 製作時期 に つ い て

は 明確で な い が こ こ に 仮置 し て お く 。
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第 2 節 旧 石器時代以降の遺物

1 87 1 88 短�

1 89 〈二二〉
1 90 

� 

O 
b 

1 92 

1 91 

m
 
pL

 

l

 

「D

第1 21 図 石器実測図 ( 1 7)

円iFhu

 

唱'i



第VI章 逃物 (石総)

ζ二ぅ 1 93 

ど三ごう 1 96 

1 99 

� 200 

と三ヲ
妥当レ

1 94 

ζ二込

Q 1 95 

1 97 て二コ 1 98 

もØJ

ミミ三三ぅ

第1 22図 石器実測図 ( 1 8)

nδ

 

phu

 

可'ム

O lOcm 
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第1 26図 石器実測図 (22)
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第 羽 章 遺物 (石器)

第1 1表 石器観察表 ( 1 ) (単位 : c皿 、 g )
| 挿図番号 番号 グ リ ッ ト 備考 層

最烹一若賓重宮客量
石材 長 さ 。日 l耳 さ 重 き 形態 調考

N - 13 横転層 チャ ト 4 . 2  1 . 9  8. 0 6. 0 

2 N -20 3 チャ ト 3. 2 2. 2 0. 8 5. 6 

3 表採 黒錨石 1 . 7  1 . 3  4 . 5 0. 9 1 .  

4 c . o 区 c - o 調査IK 石盤 黒耀石 2. 2 1 . 4  0. 6 1 . 0  1 .  

5 F -12 4 石銭 サ ヌ カ イ ト 3. 1 2 . 4  0. 8 4 . 4  1 .  

6 K - 13 4 石銭 チャ ト 1 . 7  1 . 4  0. 4 0. 9 l b  

7 H -15 3下 石鯨 サヌカイト 1 . 7 1 . 3  0. 4 0. 7 1 b  

8 M-14 4 石鍬 チャ ト 1 . 8  1 . 6  0. 4 0. 8 l b  

105 9 N -1 1  4 石鎌 チャ ト 2. 0 1 . 5  0. 5 1 . 3  l b  

10 M . N - 14 後世の遺構内に混在 石鎖 県稲石 1 . 9  1 . 7  0. 4 0. 9 1 b  

1 1  0 -6 3 石鎌 チャ ト 2. 2 1 . 3  0. 6 1 . 1 1 b  基部欠損
12 L -13 3下 石銭 チャ ト 2. 1 1 . 4  0. 4 0. 9 1 b  

13 P -14 後世の遺構内に混在 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 3 1 . 8  0. 4 1 . 3  1 b  基部欠損
14 K -13 4上 石銀 チャ ト 2. 5 2. 0 0. 6 1 . 7 l b  

15 B 区 調査区 石鍛 チャ ト 2. 2 1 . 6  0. 5 1 . 1 1 b  

16 E -3 4 石録 チャ ト 2. 7 1 . 9  0. 8 2 . 9 1 b  

17 H - 1O 4 石鍍 チャ ト 2. 7 1 . 9  0. 5 1 . 8  1 b  

18 F -9 52 号 集 石 石 鎌 チャ ト 2. 9 1 . 9  0. 5 1 . 4  l b  

19 M - 13 3 石鎌 チャ ト 3. 2 2. 1 0. 6 0. 8 1 b  

20 H -l 3 石鎌 県耀石 1 . 3  1 . 0  0. 3 0. 3 1 c  

21 L -9 後世の遺構内に混在 石鍍 黒錨石 1 . 6  1 . 4  0. 4 0. 4 1 c  尖端部、 基部欠損
22 F -9 3 石銭 恩錨石 1 . 6  1 . 4  0. 4 0. 4 1 c  

23 F -8 3 石鎌 黒錨石 1 . 6  1 . 4  0. 3 0. 3 1 c  

M F -6 後世の Pit 内に混在 石鎌 チャ ト 1 . 7  1 . 3  0. 4 0. 6 l c  尖端部再生
25 K - 1 1  後世の遺構内に混在 石鍍 サ ヌ カ イ ト 1 . 7  1 . 3  0. 3 0 . 4 1 c  

26 P -17 4 石鎌 サ ヌ カ イ ト 1 . 8  1 . 4  0. 3 1 . 0  l c  

27 K -1 1  3 石鎌 チャ ト 1 . 9  1 . 2  0. 3 0. 4 1 c  尖端部欠損
28 H -16 4 石録 チャ ト 1 . 8  1 . 6  0. 4 0. 9 1 c  

106 29 E -8 4 石鍵 サヌカイト 1 . 9  1 . 3  0. 3 0. 7 1 c  

30 L -1 1  後世の Pil 内に混在 石鍛 チャ ト 1 . 9  1 . 3  0. 4 0. 7 1 c  基部欠損
31 G -6 

後
一一世の旦一遺盛童構重豆L 内に混在

石鎌 チャ ト 1 . 9  1 . 7 0. 5 1 . 0  1 c  

32 G -12 石銭 チャ ト 2. 0 1 . 5  0. 4 0. 8 l c  

33 E -8 石鎌 チャ ト 1 . 9  1 . 4  0. 4 0. 6 1 c  尖端部、 基部欠損
34 K - 13 3 石銭 鎮輝石 1. 7 1 . 1 0. 4 0. 4 l c  

35 J �ll 3 石鎌 黒輝石 1. 8 1 . 1 0. 4 0. 5 l c  尖端部、 基部欠損
36 K -14 3 石銭 チャ ト 1 . 9  1 . 4  0. 3 0. 5 1 c 尖端部欠損
37 13 3 石鍍 黒錨石 2. 0 1 . 4  0. 3 0. 5 1 c  

38 B 区 調査 石鑑 県錨石 2. 0 1 . 4  0. 3 0. 4 l c  

39 M-12 4 石鍛 黒繍石 1 . 9  1 . 8  0. 4 1 . 0  l c  基部欠損
40 H -1O 4 石鍛 チャ ト 2. 0 1 . 6  0. 4 1 . 0  l c  尖端部欠損
41 L -13 4 石鎌 チャ ト 2. 1 1 . 7 0. 5 1 . 2  1 c  

42 F -7 4 石銭 サ ヌ カ イ ト 2. 1 1 . 7 0. 5 1 . 0  l c  

43 G -9 4 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 2 1 . 7  0. 4 1 . 2  1 c  基部欠損
44 N -16 3 石鍍 チャ ト 2. 1 1 . 6  0. 4 1 . 0  1 c  

45 M-12 3 石鍍 チャ ト 2. 2 1 . 2  0. 3 0. 4 1 c  

46 J -13 3 石銭 チャ ト 2. 2 1 . 6  0. 4 0. 9 1 c  

47 N -16 4 石鍛 チャ ト 2. 3 1 . 8  0. 5 1 . 5 1 c  

48 14 後世の遺構内に混復 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 3 1 . 6  0. 4 1 . 0  1 c  尖端部欠損
107 

49 M - 12 3 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 4 1 . 7  0. 4 0. 7 l c  

印 L -9 後世の遺構内に混在 石銭 チャ ト 2. 4 1 . 4  0. 4 0. 8 1 c  尖端部欠損
51 F -9 3 石鎌 チャ ト 2. 4 1 . 6  0. 5 0. 9 1 c  

52 H -1O 後世の遺構内に混在 石鍛 黒澗石 2 . 4  1 . 8  0. 6 1 . 4  l c  

53 0 -5 4 石鍛 チャ ト 2. 4 2. 0 0. 5 1 . 5 1 c  

54 E -6 後世の遺構内に混在 石鯨 チャ ト 2 . 4  1 . 9  0. 4 1 . 4  l c  

55 L -8 3 石鍛 チャ ト 2. 4 1 . 7 0. 5 1 . 5  l c  
56 C -8 後世の遺構内に混在 石鯨 サヌカイト 2. 4 2. 0 0. 4 1 . 4  l c  
57 L -12 4 石鍛 チャ ト 2. 5 2. 1 0. 5 1 . 7  1 c  
58 G -1 1  3 石鍛 チャート 2. 5 1 . 6  0. 4 0. 8 l c  
59 F -7 3 石鍍 チャ ト 2. 6 1 . 8  0. 7 2. 3 1 c 
60 撹乱 石畿 チャート 2. 6 1 . 6  0. 3 0. 8 1 c  
61 F -5 3 石鎌 チャ ト 2. 8 2. 2 0. 4 1 . 7  l c  尖端部欠損
62 H -14 横転層 石鎌 サ ; 肋 イ ト 2. 3 1 . 7 0. 4 1 . 0  1 c  尖端部欠損
63 横転層 石銀 サヌカイト 2. 6 1 . 8  0. 4 1 . 2  1 c  尖端部欠損
64 K - 13 4 石鎌 サヌカイト 2. 7 1 . 7 0. 6 1 . 9  1 c  
65 C 区調査区 石鎌 累積石 2. 8 1 . 6  0. 4 0. 8 1 c  
66 P -16 3 石鎌 チャート 2. 9 2. 1 0. 5 2. 2 1 c  
67 F -7 4 石鎌 サ ヌ カ イ ト 3. 0 1 . 9  0. 5 1 . 8  l c  

l(沼 68 L -14 4 石鍍 思錨石 1 . 2  1 . 7  0. 5 0. 5 l d  尖端部再生
69 N -1O 後世の Pil 内に混在 石鎌 サ ヌ カ イ ト 1 . 6  1 . 5 0. 4 0. 7 l d  基部欠損
70 N -15 3 石鎌 思細石 1 . 7  1 . 7 0. 5 0. 7 1 d  
71 F -12 3 石鍛 思細石 1 . 7  1 . 1 0. 4 0. 5 1 d  
72 K -13 4 石銭 安 山 岩 1 . 8  1 . 4  0. 4 0. 8 l d  
73 L - 12 3 石鎌 チャート 1 . 8  1 . 3  0. 2 0. 4 1 d  
74 G -8 4 石鍍 チャ ト 1 . 8  1 . 4  0. 4 1 . 3  1 d  
75 N -18 横転層 石録 チャート 1 . 9  1 . 7  0. 4 0. 8 1 d  
76 G -9 3 石鎌 チャート 2. 2 1 . 6  0. 5 1 . 1 1 d  尖端部、 基部欠損
77 P -16 4 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 6 1 . 7  0. 3 1 . 1 l d  
78 K -13 4 石鍍 チャート 2. 3 1 . 4  0. 4 0. 9 l d  
79 L -13 3 石録 サ ヌ カ イ ト 2. 3 1 . 6  0. 4 1 . 0  l d  
m C -8 後世の Pit 内に混在 石畿 チャ ト 2. 3 2. 0 0. 5 1 . 5 l d  尖端部欠損
81 C . D 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 3 1 . 9  0. 5 1 . 6  l d  
82 1 1  石鎌 チャ ト 2. 4 1 . 7  0. 4 1 . 3  l d  尖端部、 基部欠損
お G -5 ・ 6 後世の ニ混在 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 4 1 . 5  0. 6 1 . 0  l d  基部欠
84 G -8 4 石鎌 チャ ト 2. 4 1 . 9  0. 5 1 . 5  1 d  
85 L -9 後世の Pit 内に混在 石鎌 チャート 2. 5 1 . 6  0. 4 1 . 0  l d  尖端部、 基部欠損

lω 
86 G -14 横転層 石鍍 チャ ト 2. 5 1 . 4  0. 4 0. 7 1 d  
87 F -7 4 石鎌 チャ ト 2. 5 1 . 4  0. 4 0. 9 l d  
88 G -7 後世の遺構内に混在 石鎌 サヌカイト 2. 5 1 . 5 0. 6 1 . 3  1 d  
89 P -14 4 石鎌 サヌカイト 2. 6 2. 1 0. 7 2. 0 1 d  
関 後世の遺構内に混在 石鎌 チャ ト 2. 7 1 . 3  0. 4 0. 9 1 d  
91 -16 表採 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 7 1 . 8  0. 4 1 . 7 1 d  
92 H -17 撹乱 石簸 チャ ト 2. 7 2. 0 0. 6 2. 1 1 d  
93 L -1 1  撹乱 石鎌 チャート 2. 9 1 . 5  0. 6 1 . 6  1 d  尖端部欠損
94 K -13 4 石鎌 サ ヌ カ イ ト 2. 9 2. 1 0. 5 2. 0 l d  
95 H - 1 1  3 石鎌 チャート 2. 9 1 . 5 0. 4 1 . 2  l d  基部欠損
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第 2 節 旧 石器時代 以 降の遺物

第1 2表 石器観察表 ( 2 ) (単位 : c皿 、 g )
挿図番号 番号 グ リ ッ ト 備考 周 器質 正[本;t 長 さ 車量 厚 さ 重 さ 形態 備考

96 K - l l  4 石織 チャ ト 2. 9 1 . 6  0. 8 3. 0 l d  尖端部欠損
97 F 区調査区 石鎌 チャ ト 2. 9 1 . 7  0. 4 0. 6 l d  尖端部欠損
98 K - 13 3 石鍛 チャ ト 3. 0 1 . 9  0. 4 1 . 7 l d  
鈎 E -6 3 石鎌 サ ヌ カ イ ト 3. 1 1 . 6  0. 5 1 . 6  l d  
l∞ K - 13 4 石鍵 サ ヌ カ イ ト 3. 2 1 . 8  0. 4 1 . 5  l d  
101 12 3 石鍛 チャ ト 3. 7 2. 2 0. 6 3. 4 l d  尖端部、 基部欠損
102 P - 16 3 石鎌 チャ ト 3. 2 2 . 4  0. 6 2. 7 l d  尖端部、 基部欠損
103 H - l l  27号土坑 3 石鍛 チャ ト 3. 4 2 . 4  0. 6 2 . 5 l d  基部欠損

110 
104 H -8 後世の遺構内に混在 石銀 チャ ト 1 . 7  1 . 6  0. 4 1 . 0  2 0  
105 L -6 4 石鎌 黒耀石 1 . 9  2. 1 0. 7 2 . 2 2 0  
106 F -8 3 石鍛 チャ ト 1 . 0  1 . 2  0. 4 0 . 3 2 b  尖端部欠損
107 G -8 4 石鎌 黒耀石 1 . 4  1 . 4  0. 3 0. 5 2 b  
108 8 - 1  後世の遺構内に混在 石録 サヌカイト 1 . 7  1 . 7  0. 5 0. 9 2 b  
109 B 区 調査区 石銀 チャ ト 2. 2 1 . 9  0. 6 1 . 7  2 b  
1 10  L - 14 3 石銭 チャ ト 1 . 3  1 . 1 0. 2 0. 2 2 0  尖端部欠損
I I I  K - 13 3 石鎌 県耀石 1 . 3  1 . 2  0. 3 0. 3 2 0  
1 12  N - 12 4 石鍛 チャ ト 1 . 3  1 . 5  0. 4 0. 5 2 0  基部欠領
1 13 P - 18 4 石鍛 黒耀石 1 . 4  1 . 4  0. 4 0. 4 2 0  
1 14 M-12 4 石鎌 チャ ト 1 . 4  1 . 4  0. 4 0. 6 2 0  尖端部欠損
115 K -13 4 石銭 黒耀石 1 . 4  1 . 3  0 . 2 0. 2 2 0  
1 16  H -16 4 石鎌 サ ヌ カ イ ト 1 . 4  1 . 4  0. 2 0. 3 2 0  
1 1 7  F -1O 4 石鎌 安 山 岩 1 . 5  1 . 4  0. 4 0. 6 2 0  
1 18  M-9 3 石鎌 黒輝石 1 . 5  1 . 5  0. 4 0. 5 2 0  尖端部欠損
119 L -8 後世の Pit 内に混在 石 チャ ト 1 . 6  1 . 7  0. 4 0. 7 2 0  
120 P -14 4 石 チャ ト 1 . 7  1 . 5  0. 4 0. 6 2 0  

1 1 1  121 G -9 24 号土坑 石 チャ ト 1 . 9  1 . 4  0. 4 0. 5 2 0  
122 G -12 4 石 チャ ト 1 . 4  1 . 4  0. 4 0. 5 2 d  
123 F -7 22号土坑 石 チャ ト 1 . 6  1 . 5  0. 4 0. 7 2 d  
124 H -12 横転層 石 チャ ト 1 . 8  1 . 7  0. 5 1 . 0  2 d  
125 L - 13 3 石 チャ ト 1 . 9  2. 5 0. 5 1 . 4  2 d  
126 E -7 石 黒錨石 2. 0 2. 0 0. 4 0. 8 2 d  
127 P -16 後世の遺構内に混在 石 サヌカイト 4 . 8  2. 2 1 . 2  10. 6 3 0  
128 E -8 3 石 チャ ト 4 . 4  2. 1 7. 5 7. 3 3 b  
129 H - 13 横転層 石 チャ ト 2. 5 3. 0 0. 6 3 . 1 検 型
130 H - 15 3 石 サ ヌ カ イ ト 2. 6 5 . 4  0. 7 8. 2 横型
131  C 区調査区 石 サ ヌ カ イ ト 3. 1 4 . 1 0. 6 6. 9 横型
132 C 区調査区 石 サ ヌ カ イ ト 3. 0 4 . 2  0. 9 8 . 4 横型

112 133 G -9 3 石 チャ ト 3. 1 5. 5 1 . 1 17. 2 横型
134 -16 4 石 サ ヌ カ イ ト 2. 8 3. 7 0. 4 3 . 7 横型
135 N - 14 3 石 チャ ト 3. 5 4 . 2  0. 9 1 1 . 4  検 型
136 M - l l  4 石 チャ ト 4 . 1 5. 2 0. 7 13. 8 横型
137 13 4 石 チャ ト 5. 4 9. 4 1 . 3  53. 1 横 型
138 K -13 4 石 サヌカイト 4 . 5 6. 1 0. 8 20. 0 横型
139 6 3 石 頁 岩 2. 7 2. 7 0. 6 3. 8 横型
140 P - 16 3 石 チャ ト 3. 0 5. 0 0. 8 10. 1 横型
141  L -9 3 石 チャ ト 3. 8 4 . 7  1 . 2  16. 4 繍型

113 
142 G -9 3 石 サ ヌ カ イ 卜 3. 8 5. 8 1 . 2  19. 2 横型
143 G -9 4 石 サヌカイト 4 . 3  5. 8 0. 9 15. 7 横型
144 E -6 15号集石 石 チャ ト 2. 5 2. 9 0. 6 3. 5 横型
145  E -7 4 石 頁 岩 3. 1 3. 0 0. 9 5. 8 中 間 型
146 M-14 4 石 チャ ト 3. 5 2. 8 1 . 0  8. 5 中 間 型
147 M - 13 3 石 サヌカイト 4 . 0 3 . 9 0. 9 1 1 . 4  中 間 型
148 E -6 24号集石 石 チャ ト 4 . 5 7. 6 0. 6 23. 3 横型
149 表採 石 チャ ト 4 . 3 6. 5 0. 7 18. 8 横型
150 F -7 3 石 サ ヌ カ イ ト 4 . 3  5. 5 1 . 3  20. 1 横型

114  15 1  H - 12 3 サ ヌ カ イ ト 5. 1 5. 1 1 . 3  32. 1 檎型
152 H -16 後世の遺構内に混在 チャ ト 4 . 6  3 . 2 0. 8 9 . 3  縦 型
1 日 後世の遺構内に混在 サ ヌ カ イ ト 3. 6 3 . 1 0. 8 6. 4 縦型
154 L - 1O 後世の遺構内に混在 サ ヌ カ イ ト 4 . 0  2 . 8  0. 6 4 . 7  縦型
155 F -9 4 チャ ト 5. 3 3 . 0 1 . 0  13. 6 縦型

1 15 
156 L - 13 4 頁岩 5. 9 3. 5 1 . 0  20. 0 縦型
157 G -8 後世の遺構内に混在 砂岩 9. 1 6. 6 1 . 8  78. 2  縦型
158 M - l l  7号集石 石 サ ヌ カ イ ト 4 .9  4 . 9 1 . 2  23. 2 縦型
159 N - 1 4  3 石 サ ヌ カ イ ト 4 . 7  4 . 9  1 . 2  14 . 4 縦型
160 L -14 3 石 チャ ト 5. 2 2 . 6 0. 8 10. 9 縦型
161 G -9 

後一三世笠室塁旦主盟l主盟主基主匡一選一在

石 サ ヌ カ イ ト 5. 2 2. 4 1 . 0  10. 8 縦型

116 
162 石 サ ヌ カ イ ト 5. 9 4 . 2  0. 9 13. 7 縦型
163 K -8 チャ ト 5. 3 3 . 3 1 . 0  14 . 7 縦型
164 L - 12 3 サ ヌ カ イ ト 4 . 4  2. 7 0. 7 1 1 . 2  縦型
165 G -14 繍転層 チャ ト 7. 5 4 . 3  1 . 3  34 . 4  縦型
166 E -7 3 頁岩 8. 5 3 . 2 0. 9 33. 6 縦型
167 K -13 3 チャ ト 5. 7 2. 8 0. 6 1 1 . 2  縦型
168 12 4 石 チャ ト 5. 5 3 . 0 1 . 0  18. 3 縦型
168 12 4 石 チャ ト 5. 5 3 . 0 1 . 0  18. 3 縦型

1 17 
169 M-18 4 自q チャ ト 7. 6 5. 1 1 . 5  45. 3 
170 F -5 4 削 頁岩 8. 2 3. 6 1 . 5  42. 2 
171 F -8 4 両目 チャ ト 5. 8 7. 3 1 . 5  50. 5 
172 P - 18 4 自リ チャ ト 5. 1 4 . 4  1 . 3  27. 0 
173 E -9 4 自q チャ ト 3. 5 5. 5 1 . 2  17. 4 
174 P - 15 4 目。 チャ ト 7. 4 4 . 2 1 . 4  29. 7 

1 18 
175 E -8 4 自1) チャ ト 7. 0 3 . 7 1 . 1 28. 3 
176 G -15  後世の遺構内に混在 自H チャ ト 6. 6 5. 7 2. 0 66. 9 
177 G - l l  4 �I) サ ヌ カ イ ト 1 1 . 0  6. 4 2 . 0 1 1 1 . 1 
178 C 区調査区 自U チャ ト 5. 3 4 . 0 1 . 4  30. 9 
179 G -9 4 削 頁 岩 7. 0 4 . 4  1 . 3  40. 9 

119 180 P - 16-3層 サ ヌ カ イ ト 7. 5 4 . 3 1 . 4  4 1 . 2 
181 P - 12 3 サ ヌ カ イ ト 9. 0 6. 2 2. 1 96. 0 
182 E -5 3 チャ ト 9. 9 4 . 5 1 . 9  73. 9 
183 調査区 i'í岩 14. 1 7. 4 2. 2 1 77. 9 

120 
184 Z -6 3 チャ ト 7. 9 5. 1 2. 0 万 . 3
185 G -8 3 自U サ ヌ カ イ ト 8 . 2  3. 7 1 . 5  44 . 7 
186 F -7 4 自リ チャ ト 5. 0 4 . 6 1 . 5  25. 7 
187 L -6 後世の Pil 内に混夜 棋 チャ ト 2. 6 1 . 8  0. 5 2 . 5 

121 168 F -8 4 襖 黒繍:ti 2. 3 2. 4 0. 8 3 . 7 
189 L -12 4 幌 ずーャ ト 2 . 9  2. 7 0. 8 5. 9 

- 179 -



第 羽 章 遺物 (石器)

第1 3衰 石器観察表 ( 3 ) (単位 : 側、 g )
挿図番号 番号 グ リ ツ ト 備考 暦 器 石材 長 さ 帽 原 さ 重 さ 形態 備考

190 -E 4 チャート 2. 2. 6 / 0. 7 / 4  
121 I 191 1 G -13 

後

後

世

世

の

の
調遺

遺

査
構

構
区
内
内

に

に

混

混

在在
安山岩 6. 0 1 1 . 5  1 0. 8 1 4 

19:2 正 チャート 3. 5 1 1 . 2  . 9  1 .  
193 I G -13 I WIIi:1K I ;01$ I liÞ� I 14. 1 _1 2. 9 3. 0 26: 
194 I G . H -8 1 l& 1!!:QJjf!WlI*JI:iI!tE I 1 ;01$ I mttt� I 13. L j 2 . 3  I 2. 3 228. 
195 1 D -8 3 13 9 2. 5 2. 5 1 8C 

122 H
9
9

6
1 W 1 霊童 12

5 
2
2

.

.
3
5 

2
2

.

.
3
2 

1
13
76

7
. 
. い|トナJ

ナナ
ナ
デデ
ヂ

デ
T
型型
型

型

チ
有有有
有型
周周周肩198 1 N -12 1 l&1!!:QJjf!WlI*JI:iI!tE I 1 ;01$ I l'iît&� I 12. 2 . 8 . 7 154. 

199 I B IKliIli:1K I ;01$ I liÞ� I 15. 9 1 2 . 8 1 2. 7 256. 
2E E 5 1 �1!!:QJ;nWlI*JI:iI!tE 1 l ;o'll' 1 lIJI� 1 13. 0 . 8 . 8 156. 
201 1 L ー10 1 1&1!!:QJjf!WlI*JI:iÆtE I 1 ;01$ I liÞ� I 19. 5 1 12. 1 9 571 パ
202 -13 4 15. 9 3. 1 
203 M-15 横転層 18. 0 3.  
2
2
0
0

4
5 

N
N

-
-2

14 ] 後世の 監 3 
石 1

12
2

.

. 
6 

問。 206 B 石 l0. 2. 2.
'.0 207 1 後世の・ 正

Z:08 B 10. 0 1 2. 0 1 2 
209 | 後世の 14 
21o 1 F -9 3 117.  
211  1 B -O I

|

後

後

世

世

の
C
の

遺区
m
構調
t 喧

査
内

巴
に
区墨混E

在
E 

昔
212 C /2!.iVIUE/2!. 1 .fJ1l' 1 W'Ei 14 . 9  1 2. 2 . 0 1 42. 
213 1 L ー15

一安
一

砂
事
夜田
喜
喜
岩喜一一

14. 6 1 1 . 9 1 1 . 9  1 日
124 214 1 後世の 7. 5 4. 9 1 1 . 7  1 3. 

2
2

1
16
5

N
P -

-
1
1
3 
3 
轟 3 I ;oSj 1 'tëW� 1 6. 3 1 4

5
3

2 
0 139. 

217 4 サヌカイ 6 . 2 1 4 9 
125 I 218 1 -16 チャー1 5. 6 2 . 6 

219 1 J ー16 黒耀i 6. 4 10 
220 安山圭 6. 7 / .  

126 221 1 G 8 1 3 チャー1 4.5 1 5. 2. 
222 G 29号土坑 チャーl 2. 2 1 5. 9 5. 5 1 3. 
223 F 9 4 チャート .9 1 5 . 8  1 5 o  1 34. 
22.4 棺調 (椅姪屑 / :6"1!i / "IJ"ヌカイト 4. 5 3. 7 I 1443 

127 225 1 L -13 4 . 2  1 4 . 2 3. 1 1 7.4. 
226 1 J -12 4 . 2  1 . 5 5. 5 1 49. 
227 1 G -9 1 27号土坑 . 9 1 6. 4 . 7 1 44 .  
Z28 1 K -12 4 . 2 . 9 5. 4 1 90. 

128 229 1 F -16 4 ; . PP:6"1 liÞ� 1 4 . . 5 3. 4 1 88. 
230 Mー15 横転層 ] . E 6. 2 . 7  J. 2 1l3. 1 
231 1 N ー12 4 I . PP:6"1 !iJ>� 1 5 . . 9  1 4 . 1 1 65 

32 1 J -13 3 I 4 . 9 . 3 1 5. 7 1 8m o 
129 I 233 H -15 3 ] . E 10. 3 1 8. 4 1 5. 7 

M F -9 1 52号集石 ] . E 10. 
35 1 N -12 横転層 1 ・ E 10. 
36 1 -13 4 ， . P/l:6"/ !IJIg 9. 0. 

237 1 M-8 4 1 ・ E
130 I 238 1 J -13 4 ， . U IE 

239 1-12 1 20号集石 ; . PP:6"1 !iJ>� 1 9. 
2�O 1 L -l2 1 4 1l!!I;o . PP;o1 liÞ� 1 6. 6 4 . 6 3. 5 610. 
241 - 1 4 10. 8 8. 3 1 5. 0 670. 
Z42 / N - 1 4 1l'!!:6" . PP:6"1 !IJIg 1 8. 9 6. 7 4. 6 383. 

131 243 1 L ー13 4 1l'!!:6" . PP:6"1 !IJIg 1 1 1 . 0  1 8. 9 1 7  1 520. 
制 H ー14 1 4号集亙 10. 5 7. 5 5.  680. 
245 1 E -7 1 30号集石 9. 8. 3 5. 2 6，20. 
246 1 L -6 1 4 1l'!!;o . PP;o1 lIJI� 1 7. 7 1 7. 4 1 6. 7 1 481 . 
247 ・ -16 1 �1!!:QJJ\lWll"Il:iI!tE 1 Il'!!;o . PP;oI liÞ� 1 10. 5 3. 9 1 3 . 4  1 213. 

132 M8 1 N -12 4 1 ・ n 12. 3 5. 3 1 3. 3 3716. 2 
Z49 1 P -l6 1 19. 0 1 6. 4. 810. 
250 1 G -12 4 i . U/l:6"/ UJlg / 26. 7 1 10. 4 3. 5 1 15<m. 第呂類
251 1 P 一15 4 E E 15. 6 1 9. 6 4. 5 1 1 10o- 第9類
252 1 A -E 1 �:6" 1 lIJI� 1 9. 3 1 7. 8 . 8  1 84. 第9類133 25 . -12 1 �;0 1 UJ>� 1 12. 9 . 1 8. 5. 7 鈎o. 第9類
254 1 K ー12 1 石皿 宝石匡霊 34. 8  1 17. 4 1 8. 1 1 42ω. 

134 255 M-13 横転層 |石皿 �石 50. 4  34. 8  9. 6 1 294αm. 
256 横転層 1 ・ 1 2� . O  22. 5 8. 7 1 7340. 

135 257 1 E -8 4. 5 6 6 28. 
258 1 F -8 4 1 1HLlJlIi!，ll， 1 +tt� 5. 8 8. 5 1 O. 6 45. 
259 1 J -9 後世の Pit 内に混在 4. 8 4 8  II6 .  

136 2:60 1 E -8 4 I .HLlJlIi!，ll， 1 +tt� 7. 7 6. 8 1 O. 6 1 54 
2:61 1 F ー: 4 1. 9 70.

M-14 4 ト一一一 1 7  8. 3 / O. 9 1 3O. 
E -8 4 トー----. 2. 7 2. 9. 

B 区調査区 ← 1lItJil!:6" 2. 0 1 . 9  0. 7 
15 1 ーャー 1. 4 

N -15 4 畢罵 1 . 4 1 0. 
267 -12 トJ("h1ト . 4

137 268 Z 5 4 島理 . 8  
269 1 B 区調査区 畢曜 . 3  
270 1 H -8 1 l �m;o� 1 7"ャー 2. 0 

トャー 2. 3 0. 
272 1 F -7 1 3 

一一一一一一一一
一塁塁
室
砂盤盤
自

岩
主亙亙

2. 
27'3 1 N -16 4 . 3 . 8 . 5  
274 K-1 3 . 9 1 3. 0 1 O. 6 1 3 .  
275  ， ー14 後世の Pit 内に混在

4 . 2 1 7. 0 . 3  441 
276 1 H -16 後世の Pit 内に混在
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灰塚遺跡 出 土 の 耳栓 に 塗彩 さ れ た 赤色顔料 に つ い て

第 四 章 科 学 分 析

灰塚遺跡 出 土 の 耳栓 に 塗彩 さ れ た 赤色顔料 に つ い て

鹿児 島県立埋蔵文化財 セ ン タ 一 大久保 浩二

灰塚遺跡の縄文時代早期包含層 か ら 出 土 し た 耳栓 に 、 赤色顔料 と 考 え ら れ る 物 質 が塗彩 さ れ て い た 。 耳栓

は縄文時代後 ・ 晩期 に盛行 し 赤色顔料が塗彩 さ れ た も のが多 い が、 縄文時代早期 の 耳栓 と し て は 、 鹿児 島 県

上野原遺跡 出 土 の 耳栓 と 並 ん で貴重 な 資料であ る 。 今回 そ の 赤色顔料 に つ い て粒子の形状の観察 と 成分の分

析 を 行 い 、 顔料の種類 の 同 定 を 試み た の で こ こ に報告す る 。

縄文時代 の 赤色顔料 に は 、 ベ ン ガ ラ と 水銀朱が考 え ら れ る 。 ベ ン ガ ラ は 酸化 第 二 鉄 ( Fe2 03) 、 水銀朱 は 硫

化水銀 ( H g S ) で あ り 、 粒 子 の 形状 に 特徴があ る 。 今回 は 主 に E D S に よ る X 線分析 ( 成分分析) で検出

さ れ る 元素 を も と に 、 赤色顔料の 種類 の 同 定 を 試み た 。

分析 に使用 し た 機器 は 、 鹿児 島 県立埋蔵文化財 セ ン タ 一 所蔵の 日 本電子製走査型電子顕微鏡 (低真空 タ イ

プ ・ 5300 L V ) と エ ネ ル ギ 一 分散型 X 線分析装置 ( E D S . J E D - 2001 ) で あ る 。

1 . 観察対象

灰塚遺跡 出 土 の 耳栓 2 点 ( 第98図 558 ・ 559) に 塗彩 さ れ た 赤色顔料 (試料 1 ・ 2 ) と 、 押 型 文 土 器 l 点

( 第98図 562) (試料 4 ) ・ 条痕文土器 1 点 ( 第98図 563) (試料 3 ) に 認め ら れ る 赤色顔料状物 質 。

耳栓 は 2 点 と も 、 耳栓 を 焼成後 に 赤色顔料 を 塗彩 し た も の で あ る 。 押型文土器 に 認 め ら れ る 赤色 の 部分 は

胎土 に 同 化 し て お り 、 焼成前 に 施 さ れ て い る も の で あ る 。 特 に 試料 4 を 採取 し た 土 器 は 、 断面で観察す る と

表面 に 薄 い土 の 層 があ り 、 そ の 下 に 赤色 の 層 が存在 し て い る 。

実体顕微鏡で顔料の付着状況 を 観察 し た 後、 ご く 微量 を 針先でサ ン プ リ ン グ し 試料 と し た 。

2 . 電子顕微鏡像の観察

耳栓か ら 採取 し た 試料 1 ・ 2 を 電子顕微鏡で拡大す る と 、 長 さ 5 - 1Of1D1で太 さ l f1D1程 の 細長 い 円 筒 形 を し

た粒子が密集 し て い る の が観察 さ れ た (写真 1 ・ 2 ) 。 こ れ ら は ベ ン ガ ラ の粒子 に み ら れ る も の で 、 こ れ ま

でパ イ プ状粒子 ま た は パ イ プ状ベ ン ガ ラ と 呼 ばれて い た も の で あ る 。

土器か ら 採取 し た 試料 3 に つ い て は 、 特定の粒子 を 捉 え る こ と は で き な か っ た 。

試料 4 で は 、 特 に F e の ピ ー ク が高 い 部分 に 粉 末状の微粒子が観察 さ れ た (写真 3 ) 。 前 述 の パ イ プ状 と

は 異 な っ て い る が、 試料 4 に お い て は こ れが赤色物 質 の粒子であ る と 考 え ら れ る 。

3 .  X 線分析

X 線分析 は E D S に よ り 加 速 電 圧20 k V 、 有 効 時 間 100秒、 取 り 出 し 角 度20. 20 、 作 動 距 離20. 0mm の 測 定

条 件 で 行 っ た 。 そ の 結 果 、 試料 1 ・ 2 ・ 4 か ら は F e が顕 著 な ピ ー ク と し て 検 出 さ れ た ( 第 1 ・ 3 図 ) 。

A l . S i の ピ ー ク も 検出 さ れ た が、 こ れ ら は土壌等の汚染で あ る と 考 え ら れ る 。 試料 3 は 他 に 比 べ て F e の

ピ ー ク が低 く 、 A ト S i の 高 い ピ ー ク が認め ら れ る ( 第 2 図 ) 。

4 . 分析結果

以上の分析結果 を 総合 し て 判 断 し た も の を 下記 の 表 に 示 す 。

耳栓 に 塗彩 さ れ て い る 試料 l ・ 2 は パ イ プ状ベ ン ガ ラ で あ る と 考 え ら れ る 。 試料 3 は F e の ピ ー ク も 低 く 、

明確 な 粒子 も 確認で き な い こ と か ら 、 い わ ゆ る ベ ン ガ ラ と は 異 な る よ う で あ る 。 赤土 の よ う な も の で は な い

か と 考 え ら れ る 。 試料 4 は F e の ピ ー ク が高 く 検出 さ れ る こ と か ら ベ ン ガ ラ で あ る と 考 え ら れ る が、 粒 子 の

形状や 塗彩 の 状況 に 疑 問 が残 り 、 即 断す る こ と は た め ら わ れ る 。
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(試料) (器種) (遺物番号) ( X 線分析) (粒子 の 形状) (顔料の種類)

l 耳栓 558 F e の高 ピ ー ク パ イ プ状 ベ ン ガ ラ

2 耳栓 559 F e の 高 ピ ー ク パ イ プ状 ベ ン ガ ラ

3 条痕文土器 563 A l . S i .F e の ピ ー ク 不 明 赤土 ?

4 押型文土器 562 F e の 高 ピ ー ク 微粒子 ベ ン ガ ラ ?

5 . 考察

灰塚遺跡 出 土 の 耳栓 に 塗彩 さ れて い た の は パ イ プ状ベ ン ガ ラ で あ る こ と が判 明 し た 。 赤彩 さ れ た 耳栓 の 類

例 を あ げ る と 鹿児 島 県 国分市上野原遺跡 1) と 福 山 町城 ケ 尾遺跡 2) し か な く 、 南 九 州 の 縄文早期 の 特殊性 と

そ の広 が り を 示す好資料 と な っ た 。

ま た 耳栓 は 2 点 と も 滑車状の タ イ プであ る が、 塗彩状況 を 観察す る と 片側 の平坦面 か ら 中 空の部分の み に

ベ ン ガ ラ が塗彩 さ れ て い る 。 ピ ア ス 式 に 耳 に装着 し た場合、 外か ら 見 え る 部分 に の み赤色塗彩 を 施 し 、 耳 に

は ま る 部分や外か ら 見 え な い 内側 に は 塗彩 さ れ て い な い状況が伺 え る 。 ベ ン ガ ラ が貴重で あ っ た と も 考 え ら

れ る し 、 「見 え る と こ ろ だ け で よ い」 と い う 装飾 に対す る 縄文 人 の 意識の一端 と も 受 け取 る こ と がで き る 興

味深 い資料で あ る 。

押型文土器 と 条痕文土器の赤色 に つ い て は 、 明確 に ベ ン ガ ラ (酸化第二鉄) と 判 断で き る も の で は な か っ

た 。 し か し 見 か け上赤 く 見 え る 「赤土」 等 を 、 彩色 を 意図 し て 塗彩 し た も の で あ れ ば、 本 田 光子氏の い う 「広

義 の ベ ン ガ ラ J 3) と 捉 え る こ と がで き る 。 今 回 の資料は部分的 であ っ た た め 、 意 図 し た も の か ど う か見 極 め

は 困難 で あ っ た 。

ベ ン ガ ラ に よ る 赤色 塗 彩 は 縄文早期前葉 の 岩本式土器 ま で遡 る 4) が、 押 型 文 の 赤 彩 土 器 は 大 分 県 の 川 原

田 岩 陰遺 跡 か ら 胴部 内 面 に ベ ン ガ ラ が塗彩 さ れ て い る も の が 1 例報告 さ れ て い る 5) の み で あ る 。 筆者 は 実

見 し て い な い が、 焼成前 に 塗彩 し 、 焼成 に よ り 器面 に 固 着 さ せ た も の で あ る と の こ と で あ る 。 類例が少 な く

今後の資料の増加 を 待 ち た い 。

参考文献

1 ) 大久保浩二 「南九州 の赤色顔料J 奈 良 国立文化財研究所 保存科学研究集会発表 要 旨集

1997 

2 ) 鹿児 島 県立埋蔵文化財 セ ン タ 一 発行 「埋文 だ よ り 第18号」

3 ) 本 田 光子 「 出 土ベ ン ガ ラ の 多様性 に つ い て J 日 本文化財科学会 第14回 大会 研究発表要 旨集

1997 

4 ) 大久保浩二 「南九州 に お け る 縄文時代の 赤色顔料 に つ い て 一 日 本最古級の 赤彩土器 一 J

日 本文化財科学会 第15回 大会研究発表要 旨集 1998

・ 稿了後、 宮崎県 ・ 塚原遺跡か ら 、 縄文時代草創期 の 隆帯文土器内面 に ベ ン ガ ラ が塗彩 さ れ た も の が

出 土 し た と 発表 さ れ た 。

5 ) 永嶋 正春 「川 原 田 岩 陰 出 土 の 赤色顔料J お お い た 考古第 9 ・ 10集 1998 

- 182 -



電子顕微鏡像 (SEM像)

(写真 1 ) 試料 1 耳栓 1 ( パ イ プ状ベン ガ ラ )
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(写真 2 ) 試料 2 耳栓 2 (パ イ プ状ベン ガ ラ )
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(写真 3 ) 試料 4
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第1 42図 赤色顔料の SEM 像 と X 線 ス ペ ク ト ル図
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2 遺 物

第四章 総 括

本報告書 は 一部 に 第 3 層 出 土 の 遺物 を 含 ん で い る

が主 に 基本土層 第 4 層 出 土 の 遺構 ・ 遺物 を 中 心 と し

た報告であ る 。 以下、 遺構 ・ 遺物 を 中 心 に 述べ て い

き た い 。

1 遺 構
本遺跡 の 遺構 と し て 集石 ・ 土坑があ り 、 そ の 出 土

層 と 遺物 か ら 縄文早期 に 比定 さ れ る 。 集石 は68基 ・

土坑は35基が検出 さ れ、 集石 と 土坑 を 同 一地形図上

で配置 ( 第 143図 ) し た 。

( 1 ) 集石

集 石 は 現場で の 肉 眼観察で あ る が火受石で構成 さ

れ て い る こ と が多 い こ と か ら 、 な ん ら か の 火気使用

事例 を 想定で き る が本遺跡 に お い て 集石 は 本来の 目

的 に つ い て 不 明 な 点が多 く 、 本稿で は そ の 形態 を 6

に 分類す る に 留 め た 。 そ の割合 は A 類16% ・ B 類15

% ・ B - 1 類 9 % ・ C 類13% ・ D 類26% ・ E 類21 %

で あ る 。 全体 の 1/4 を 占 め る D 類 は 土 坑 を 伴 わ な い

集石で、 遺跡 中 央部 よ り や や 西 に 集 中 区 が見 ら れ遺

構 「土坑J 聞 に挟 ま れ た 状態で存在 し て い る 。 土坑

を 伴 う 集 石 は 遺構 「土坑J と の 区別 困 難 で あ っ た が

出 土礁の状態 で 区別 し た 。

( 2 ) 土坑

土坑 は そ の性格が想定 さ れ る 遺構 と し て 、 火気使

用 の 可能性が想定 さ れ る 仮称 「燃焼土坑j があ る 。

燃焼土 坑 は 9 基 検 出 さ れ、 検 出 土 坑 中 1/4 を 占 め る 。

遺跡 中 央部か ら 西側 に 集 中 区 が見 ら れ る 。 遺構 は 隅

丸楕 円 ま た は 不定形状 を 呈 し 、 ま た焼土面 は床直上

で検出 さ れ、 遺構の 中 で端部や突 出 し た 部分 に 見 ら

れ る 。 ま た こ の焼土面 は 遺構北側 に位置す る 傾 向が

み ら れ、 遺跡 は 台 地上 に 形成 さ れ て い る 。 風は 台地

を 吹 き 抜 け 、 特 に冬期 の 北風 に は 閉 口 し た 。 焼土面

方向 と 風 を 結 びつ け る の は あ ま り に も 短絡 的 で あ る

が、 自 然条件のーっ と し て提示 し て お き た い 。

配置図 ( 第 143図 ) か ら 遺跡 中 央 と 北東 に標高167

- 165. 6m . 幅50 - 60m の 範 囲 に 遺構 の 集 中 区 が見

ら れ る 。 ま た 両集 中 区 に 挟 ま れ る よ う に 東側 に 未調

査区があ る が、 こ こ に 遺構 の存在が想定 さ れ る と 、

そ の全体 は馬蹄形 を 呈 し て い る 遺構群が形成 さ れ る 。

2 遺 物

( 1 ) 土器

出 土土器 は縄文早期 と 後 ・ 晩期 に ピ ー ク が認め ら

れ る 。 層 の 入 り 乱 れ に よ り 3 層 に 早期土器の 出 土 も

見 れ る 。 早期土 器 は 10類 に 分類 し た 。

第 l 類 は 条痕 を 持つ 土 器群 で 円 筒形 を 呈す る 器形

と 想定 さ れ る 。 第 2 類 は 楕 円 文 と 山形文の押型文 を

持つ土器群 で 山 形文 の 底部 は 平底 を 呈す る こ と か ら

高 山 寺押型文系 で あ ろ う 。 第 3 類 は 胴 部形状か ら 二

形式が存在 し 、 屈 曲 の 強 い 胴 部 を 持つ ( 2 ) 型 は 鹿

児 島県大 口 市手向 山 遺跡 出 土資料 を 標式 と す る 手 向

山式土器 に あ た り 、 ゆ る や か な 胴部 の ( 1 ) 型 は 田

村 ・ ヤ ト コ ロ 式で 人吉市岩清水遺跡 出 土資料 を 標式

と す る 石清水式土器 に 相 当 す る か。 こ の 3 類の小型

が第 4 類で あ り 、 3 類 の 系譜 を 示唆す る の が第 5 類

の 土 器 群 で (第76 図 参照) 、 第 5 類 は 人 吉 市 天 道 ヶ

尾遺跡 出 土資料 を 標式 と す る 天道 ヶ 尾式土器群 で あ

る 。 天道 ヶ 尾遺跡 は 本遺跡 に 近在 し て お り 、 直線距

離 に し て 1 1km程 で あ る 。 台地上 に 形成 さ れ て い る こ

と な どは本遺跡 に 類似 し た 遺跡で あ る 。 第 6 類 は 出

土数40点 と 少数で あ っ た た め 、 分布 図 で の 傾 向 で も

不 明 な 点が多 い が、 鹿 児 島 県国 分市平栴遺跡 出 土 資

料 を 標式 と す る 平栴形式の 土 器 で あ る 。 第 7 類 は 塞

の神式系土器類 で 第 3 類土器 に 次 い だ 出 土数 で あ る 。

そ の 文様か ら 2 分類 し 、 そ の 分布 で は 貝 殻系 は 遺跡

中 央部 に 、 撚糸 系 は 中 央部 と 北東部 に 分布 傾 向 が見

ら れ る 。 第 8 類 は査型土器で壷の特長が理解 で き る

口縁部 と 胴部資料で 判 別 を 行 い484点が確認 さ れ た 。

や や 浮 い た 状態 で は あ る が27 ・ 28 ・ 34号土坑か ら 壷

型土器が出 土 し 、 27 ・ 34 は 本遺跡で仮称 し た燃焼土

坑であ る 。 ま た29号 土坑 か ら 出 土 の 壷 型 土 器 1 6 は

完形 に 近 い資料で遺構 中 央部で ほ ぼ床 直 で の 出 土 で 、

土化粧の痕跡 も 見 ら れ る 。 査 の 出 土 が土坑か ら 見 ら

れ た 事例 か ら そ の 用 途 を 想定す る 資料提示 と な る か。

第 9 類及 び10類 に つ い て は 直接 的 な 生活具 と 考 え に
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第143図 遺構配置図

- 186 -



2 遺 物
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第1 44図 早期土器分布断面図 ( 1 ) 
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(1)  A - A ・

( 2 )  B - B ' 

第1 45図 早期土器分布断面図 ( 2 ) 

く い遺物類で 、 特 に 耳栓 は 断片 資料で あ る が 4 個体

が 出 土 し 、 内 3 個体 に 赤彩色が見 ら れ る 。 出 土数か

ら で も 特異 な 遺物 で あ り 、 ま た 彩色が見 ら れ る こ と

か ら 日 常生活 と は異 な る 「ハ レ J 的 な 要素 を 持つ も

の か。

も う 一 つ の ピ ー ク の 後 ・ 晩期 は遺物資料だ け で あ

る が、 土 器分布 図 ( 第 103図 ) が遺跡 中 央 と 北東側

に 集 中 が見 ら れ、 早期遺構 ・ 遺物 の 分布 の 状況 と 類

似 し て い る こ と か ら 両時期 は ほ ぼ同 じ 領域 を 示 し て

い る 。
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第1 44 ・ 1 45図について

第 144 ・ 145図 は早期土器の堆積状況把握 の た め 4

層 断面 を 数値化 し た も の で あ る 。 遺跡の南北軸 A ­

A' ラ イ ン ・ 東西軸 B - B' ラ イ ン か ら 10m の 範囲 に

出 土 し た土器の一部 の 出 土状態 (約15m) を 図化 し

た も の が144図 の ( 1 ) A - A' ・ ( 2 ) B - B' の 部

分拡大図 で あ る o こ の ( 1 ) A - A' ・ ( 2 ) B - B'  

で の 出 土 土 器 を 類 別 に 数値化 し た も の が第145図 で

縦軸 は 出 土 レ ベ ル値 ・ 横軸 を 土器類別 を 示 し て い る 。

( I ) A - A ' で は 1 - 8 類土器 は標高166. 1 - 166. 4m 



聞 に 集 中 し て い る O 細分化す る と 第 3 類土器は 166.

1 � 166. 3 m に ピ ー ク が あ り 第 5 類 は 166 . 3 m に ピ ー

ク を 持つ こ と か ら 、 レ ベ ル値か ら で は 第 3 類土器 と

第 5 類土器 は 同 レ ベ ル か第 5 類土器がや や 上位 に位

置 す る 。 ま た ( 1 ) A - A' で は I 類 か ら 6 類 ま で

は ゆ る や か な 右上 が り の 傾 向 が見 ら れ る 。 ( 2 ) B 

- B' は ( l ) A - A' ほ ど レ ベ ル 幅 は な い が各166.

5m を 中 心 と し て ピ ー ク が見 ら れ る 。

以上 こ と か ら 、 第77図 で 第 3 類土器 と 第 5 類土器

の 変遷 を 試み た こ と も 踏 ま え 、 第 3 類土器 (手向 山

式) ゆ第 5 類土器 (天道 ヶ 尾式) と 考 え て み た い 。

ま た 第 7 ・ 8 類 は 幅広 い レ ベ ル で の 出 土 で あ る た め

そ の存在期 間 は他の 土器群 に 比べ長期化の様相 を 呈

す る 。 従 っ て レ ベ ル値か ら で は早期土器 は短期型の

押型文系譜の 2 � 5 類 ま で の グ ル ー プ と 長期型 の 第

7 ・ 8 類の グ ル ー プ と 大 き く 2 系統の傾向があ る 。

2 断面 の 資料であ る た め 全体像の把握 ま で は 困 難で

あ る が、 飽 く ま で実験的 な 試み と し て 捉 え た 。

( 2  ) 石器

旧石器は 6 点が確認 さ れ た 。 殆 どが撹乱 中 で あ り 、

参考文献
『遺跡』 熊本県文化財調査報告書第集

大 田 幸博 1994 r原 始J W深 田 村誌』 熊本県深 田 村

2 遺 物

一部 に 4 層 出 土 の 遺物 も 見 ら れ、 旧 石器 の 包含層 の

可能性 も 想定 さ れ る こ と か ら 、 可 能 な 限 り 本遺跡内

で の 旧 石器包含層 の確認 に 努 め た が こ れ を 捉 え る こ

と がで き な か っ た 。

異形石器は使用 目 的 が不 明 で、 あ り 、 ま た 出 土数 も

僅かで あ る こ と か ら 生産 的 な 道具 と は 考 え に く い 。

こ の傾向 は土器で は 早期土器第 9 類 の 異形土器 ・ 第

10類 の耳栓 を 含 む彩色土器が こ れ に 該 当 す る か。

早期 と 後 ・ 晩期 の 時代 区分が う ま く で き な か っ た

が、 土器分布 図 か ら 両時代 は ほ ぼ同 じ 領 域 に あ る 。

石器 は 出 土物組成率 を 一応 の 参考 と し た い 。 尖頭器

0. 3% ・ 石 鍛18% ・ 石 匙 8 % ・ 削 器14 % ・ 模 型 1 %

. 石 錐0. 5% ・ 石 斧 7 % ・ 石 核21 % ・ 摺 石 叩 石 田 石

28% ・ 有孔 石 製 品 2 % ・ 異 形 石 器 2 % ・ 砥 石0. 1 %

・ で あ る 。 石器分布 図 は 石 器 ( l ) ( 第 139図 H生 産

に 関 与す る も のJ (尖頭器 ・ 石鎌 ・ 石斧 ・ 石錘) ・ 石

器 ( 2 ) ( 第 140図 ) 2 r加 工 等 に 関 与 す る も のJ (石

匙 ・ 削 器 ・ 模形 ・ 石核 ・ 摺石 叩 石 凹 石 ・ 台石)

石 器 ( 3 ) ( 第 141 図 ) 3 r 目 的 不 明J ( 有孔 石 製 品 ・

異形石器) に 大 別 し た 。

大 田 幸博 1990 W城馬場 ・ 高城跡 VlI 郭遺跡』 熊本県文化財調査報告書第 1 10集
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写 真 図 版



遺跡空中写真 (南東方向 よ り )

-B 

第 1 0類 耳栓 ・ 彩色土器

図版 1 遺跡空 中写真 ・ 第1 0類 耳栓 ・ 彩色土器



A 型集石 (60号集石)

B 型集石 (67号集石)

8 - 1 型集石 (21 号集石)

図版 2 集石



C 型集石 ( 3 号集石)

D 型集石 (26号集石)

E 型集石 (63号集石)

図版 3 集石



土坑 1 ・ 1 9号土坑焼土面

土坑 2 ・ 27号土坑遺物出土状況

土坑 3 ・ 29号土坑遺物出土状況

図版 4 土坑



第 3 類土器 ( 1 ) 型

第 7 類土器

第 7 類土器

第 3 類土器 (2) 型

第 8 類土器
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第 8 類土器

図版 5 縄文時代早期土器 ( 1 ) 



第 1 類土器 第 2 類土器

第 3 類土器 第 3 類土器

第 3 類土器 第 3 類土器

図版 6 縄文時代早期土器 ( 2 ) 



第 3 類土器 第 5 類土器

第 4 ・ 6 類土器 第 7 類土器

第 8 類土器

第 7 類土器
図版 7 縄文時代早期土器 ( 3 ) 



第 9 類土器 ( 異形土器) 縄文時代前期~後 ・ 晩期

旧石器 石鍛 ・ 尖頭器

石匙 削器

図版 8 異形土器 ・ 縄文時代前~後 ・ 晩期土器 ・ 石器 ( 1 ) 



模形

晶

石斧

石核

石錐 石斧

図版 9 石器 ( 2 ) 

石鍾 砥石

擢石 ・ 叩石



叩石

A ，.，. 

異形石器

図版1 0 石器 ( 3 ) 

有孔石製品
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編 集 後 記
本報告書 は 足 か け 5 年 に 渡 る 調査の 第 l 巻であ る 。 調査で は 球磨盆地の ほ ほ中 央 の 丘 陵 に 位 置 し た 本遺跡、

で、 こ の 地方の独特 の 四 季 の 移 り 変 わ り を 充分 に 感 じ る こ と がで き る 調査で も あ っ た 。 整理作業 中 で は 同僚

の 後 ろ に位置 し た 時 な ど、 ス リ ッ パ の足形 を 見 て 、 「あ あ 、 山形文 だ な 。 ピ ッ チ 幅 が狭い な 。J と 独 り 言 を 肱

い て い た 。 数万点 に 及ぶ遺物 と 検出 し た 遺構か ら 様 々 な情報がそ こ に提示 さ れ て い た の で あ る が、 力 不足の

感 は拭 え な い 。 し か し 私 の拙 い調査 と 整理か ら 、 本報告書の刊 行 に 至 る ま で多 く の 方 々 に 助 け を 頂 い た 。 こ

こ に記 し て 感 謝 申 し 上 げた い 。
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